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訳者はしがき 
 
健康寿命の概念は 1960年代から注目を集めた。長い歴史をもつ指標の平均寿命は、生存・

死亡の統計に基づいて算出された平均死亡年齢の数値であるが、これに対して、生存の質

をも考慮に入れて、健康で過ごす期間のみを対象として平均寿命を計算する試みが始まり、

その後、さらに、完全健康状態の｢等価｣期間という概念が導入されて、完全健康ではない

生存期間に｢重み｣をつけて健康寿命を算出する研究へと進展した。また、出生時 (0歳) に
おける期待健康生存年数のみならず、各歳における同様の期待値として健康余命が算出さ

れている。 

 健康寿(余)命を指標として用いる目的は、生存期間を伸長するだけでなく、健康に生活す
る期間を伸長しようとする施策の立案・評価のための基礎情報を提供することにある。ま

た、健康寿命と従来の平均寿命との差は、｢健康ギャップ｣の指標として、その数値を縮め

ようとする施策を立てるための情報として用いられる。 

 わが国では、当財団の学術機関誌「ライフスパン」VOL. 3 (1983) に曽田長宗氏が「健康
度の考え方を取り入れた生命表」を、菱沼従尹氏が「新旧生命表の比較による問題の究明」

を発表し、日本におけるその後の健康寿命研究の端緒を開いた。 

健康寿命とこれに関連する研究は、世界銀行と WHO の協力によって開始された世界疾
病負荷研究プロジェクトの一環として大いに進展し、WHO の第 5 代事務局長 Dr. Gro 
Harlem Brundtland (1998-2003) の下でさらに活発化した。ここに訳出した文書は、世界
各国における健康寿命研究に大きな刺激を与えることとなった WHO｢世界保健報告 2000｣
の中で始めて掲載された加盟国 191 ｶ国の障害調整平均余命 DALE (disability-adjusted 
life expectancy) の算出の基礎を詳細に解説したものである。なお、原文にはない略語表と
目次とを次ページに掲げ、本文中の幾つかの用語については、訳者注を付した。 

健康寿命の考え方、計算方法、ならびに必要データの収集については、今後さらにその

研究･開発が見込まれている。本訳書が健康寿命の研究、学習、利活用に携わっている人々

のお役に立つことを切に願うものである。 

 

2004年 5月 
   財団法人 寿命学研究会  監訳者 上村一夫 

伏見恵文 
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略語表 
ABS オーストラリア疾病負荷研究 (Australian Burden of Disease 

Studies) 
AIDS エイズ (後天性免疫不全症候群) (acquired immunodeficiency 

synd ome) r
( )

t

( )
o

( )

  

DALE   障害調節平均寿 余 命 (disability-adjusted life expectancy) 
DALYs  障害調節生存年数 (disability-adjusted life years) 
DFLE   障害なしの平均寿(余)命 (disability-free life expectancy) 
DLE   有障害平均寿(余)命 (life expectancy with disability) 
EC   ヨーロッパ共同体 (European Community) (現在のヨーロッパ 
    連合 (European Union) の前身) 
GBD   世界疾病負荷調査 (Global Burden of Disease S udy) 
HALE   健康度調整平均寿(余)命 (health-adjusted life expectancy) 
HE   健康寿 余 命 (health expectancy) 
HIV ヒト免疫不全ウイルス病  (human immun deficiency virus 

disease) 
ICIDH  国際障害分類 (International Classification of Impairments,  
    Disabilities, and Handicaps) 
LE   平均寿 余 命 (life expectancy) 
REVES  健康寿命ネットワーク (Réseau Espérance de Vie en Santé) 
SMPH   人口集団の健康総括指標 (summary measures of population 
    health) 
YLD   障害生存年数 (years of life lived with disability)、すなわち、 

障害による等価損失健康生存年数 (equivalent years of healthy  
life lost due to disability) 

YLL   損失生存年数 (years of life lost) 

WHO地域 
AFR, AFRO  アフリカ地域 (African Region, African Regional Office) 
AMR, AMRO  アメリカ地域 (American Region, American Regional Office) 
EMR, EMRO 東地中海地域 (Eastern Mediterranean Region, Eastern  
 Mediterranean Regional Office) 
EUR, EURO ヨーロッパ地域 (European Region, European Regional Office) 
SEAR, SEARO 東南アジア地域 (South-East Asian Region, South-East Asian

Regional Office) 
WPR, WPRO 西太平洋地域 (Western Pacific Region, Western Pacific 

Regional Office) 
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1 章 はじめに 

世界保健の年次評価は、保健水準を改善し健康不均衡を緩和するための世界公共政策の

計画・実施過程における重要な構成要素である。諸国の年齢別、性別、原因別の死亡・障

害の現状推定値は、新たな流行病の監視を始めとして、諸国で実施中の既存の流行病への

対策事業の進行に至るまで、さまざまな公衆衛生目的に役立つ。ほぼ 200 ヵ国の健康状況

を年齢別、性別、原因別に適切に記述するためには、膨大な量の推定値を作成する必要が

ある。従って、データをなんらかの方法で要約しないかぎり、そうした検討の主要な結果

を確認することはきわめて困難である。 

2000年の世界保健報告書[1]では、人口集団健康の基本的な要約指標として障害調整平均
余命、つまり DALE (Disability-Adjusted Life Expectancy)を用いている。DALEは生存期
待年数の完全な健康状態としての等価値、つまり健康的余命 (Healthy Life Expectancy) 
を測定する。本技術報告では、WHO加盟 191カ国の DALE推定値の作成に用いた方法と
原資料の出典についての詳細を記述する。我々は、推定値の作成に当たって、健康状態に

ついて収集されたデータが互いに比較可能であるかどうかの方法論的問題のいくつかを、

すでに取り上げることを試みている[2]。 

世界疾病負荷プロジェクトは、二つの要約指標、つまり障害調整生存年数 (DALYs = 
Disability-Adjusted Life Years) と障害調整平均余命 (DALE) を開発して、世界の疾病・
傷害負荷を総合的に評価し[3,4]、保健研究における世界的な優先度を設定するための情報
を提供し[5]、また、人口集団健康の世界的な動向について報告した[1,6]。これら二つの集
団健康総括指標 (SMPH = summary measures of population health) は、早死と障害など
非致命的健康支障とによる影響力の情報を結合するものである。疾病負荷の方法論は、疾

病の原因と発生に関する集団レベルの情報を、機能障害・機能制約(障害)・通常の役割へ

の参加制約(ハンディキャップ)・死亡によって生ずる短期・長期の健康支障についての情

報と関連づける一方法を提供するものである。 

DALYsはギャップ指標、すなわち、人口集団の現実の健康と設定された目標との間のギ
ャップを測定するものであり、それに対して、DALEは広義の健康寿命の一つで、「完全健
康」と等価であると呼びうる状態での生存期待年数を要約するものである。DALEもDALYs
も、理想的健康状態よりも劣る健康度で過ごす期間についての評価、集団健康についての

望ましいと思われる水準の設定、さまざまな年齢での生存年の重みづけ、などについて、

数々の社会的価値判断を必要とする。 

Murray and Lopez[7,34]は、疾病・傷害負荷の非致命的な要素について開発された重度
を加味した有障害率の推定値を開発し、それに基づき、世界の 8 地域についての障害調整
平均余命 (DALE) 推定値を公表した。人口集団における全原因による障害負荷の要約指標
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として、DALEには他の要約指標と比べて二つの長所がある。第 1の長所は、専門外の人々
に対して等価｢健康｣余命という概念を説明するのが比較的容易であることにある。政策担

当者の間で健康寿命指標の人気が増大していることが報告されている (van de Water 他. 
1996; Barendregt他. 1998) [8,9]。第 2の長所は、DALEが、健康ギャップ、死亡率、又は
疾病発生率といった他の指標とは違って、専門外の人々にとって有意味で共通経験の範囲

内にある単位 (期待される生存年数) で測定されることにある。 

集団健康の全般的水準を改善することは、保健システムの本質的 5 目標の一つとして
WHO によって特定されており (以下の 1.3 節を参照)、DALE は集団内の生死の確率に対
しても、また、さまざまな健康度の現存率や重度に対しても適切に敏感であり、集団の全

般的健康水準を測定するために現在利用しうる最善の SMPHを提供するものである。 
 
1.1 背景 

過去 20年間に、死亡と非致命的健康支障に関する情報を統合するような集団健康の総括
指標 (SMPH) の開発にかなりの国際的努力が傾注されており、そうした指標に対する国際
的な政策関心が高まっている[10]。集団健康の要約指標を開発する努力には長い歴史がある
[11-17]が、この 10年間に要約指標の開発、計算、使用に対する関心が著しく高まってきた。 

人口集団の健康支障率のデータを死亡率データと結合して生命表の形にまとめ、様々な

健康度における期待生存年数 (健康度別平均余命) の推定値を作成するという概念は、1960
年代に初めて提案され[11,13]、1980年代には、幾つもの国について無障害平均余命が計算
された。1989年には、計算方法の調整や、健康度別平均余命推定値の人口集団間の比較や
時間的比較のための必要条件の特定などを目的として、健康寿命ネットワーク (Réseau 
Espérance de Vie en Santé、略称 REVES) が非公式の国際研究ネットワークとして設立さ
れた[18-22]。 

1990 年代に入り、多くの国々について無障害平均余命 (DFLE = Disability-Free Life 
Expectancy) と関連指標が計算された[23-26]。OECD は、1993 年、その健康データベー
スで報告する健康指標の中に無障害平均余命を含め[27]、1999 年にはなんらかの無障害平
均余命推定値が入手できる国の数が 29ヵ国に増えた[28]。 

しかし、DFLE とその関連指標は二者択一式の重みづけ方式を用いており、重度の違い
は考慮していない (これについて詳しくは後出の 1.2 節参照)。従って、障害についての閾
値の設定が、結果に劇的な影響を与えることとなる[29]。Wilkins and Adams[30]は機能制
約の度合に基づいて、より敏感な重みづけ方式を提案し、そこから障害調整平均余命 
(DALE) を導出した。DALEについては次節で詳述する。 

世界疾病負荷調査[7,31-36]、および幾つかの国での疾病負荷調査[37-46]では、別のタイ
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プの要約指標である障害調整生存年数 (DALYs) が用いられている。学界及び政策集団にお
けるこうした関心の高まりを反映して、米国の医学会 (Institute of Medicine) は要約指標
に関するパネルを招集して、倫理的前提と価値判断に関する公の議論を高めること、基準

を確立すること、要約指標の利用促進のための教育訓練に投資すべきこと、などの勧告を

含む報告書を発表した[10]。最近では、WHOが、記述疫学、公衆衛生学、保健経済学、哲
学、倫理学を含む一連の専門分野にわたる専門家会議を招集して、集団健康の要約指標に

関する概念的、技術的、倫理的基礎を巡る諸問題について討議を行なっている。モロッコ

のマラケシュで開催されたこの会議に提出された文書を基に、これらの問題を取り上げた

書籍が目下準備中である[47]。 

要約指標への関心は、一連の潜在的用途と関連している。Murray, Salomon and 
Mathers[48]は、そのうちの 8通りの用途を特定した。 

 1) ある人口集団の健康と別の人口集団の健康とを比較する。 
 2) 同一人口集団の異なる時点における健康を比較する。 
 3) 人口集団内全般の健康不均衡を特定し数値化する。 
 4) 非致命的な健康支障が集団の全般的健康に及ぼす影響に対して、適切かつ釣合の取れ

た配慮をする。 
5) サービスの提供・企画における優先順位の議論に情報を提供する。 
 6) 保健分野での研究開発における優先順位の議論に情報を提供する。 
 7) 公衆衛生についての専門家訓練カリキュラムを改善する。 
 8) 費用効果分析に用いるために保健介入の便益を分析する。 

政策分野における要約指標への幅広い関心とその使用は、これらの目的の多くについて、

要約指標の実用的価値が認められていることを立証している。「世界保健報告 2000」は、健
康水準の相対的評価を提供するため、加盟国それぞれの集団健康水準の要約指標として (上
記の用途 1)、また、健康目標達成度の複合指標の構成要素として (後出の 1.3 節を参照)、
DALE を使用している。DALE についての報告が継続的に行なわれれば、時が経つにつれ
て、健康改善に関する世界的目標の達成に向けての進展の証拠が示されるであろう (上記の
用途 2)。 
 
1.2 DALEと他の SMPHの関係 

世界疾病負荷調査 (GBD) は、新しい SMPHとして、障害調整生存年数 (DALYs) を開
発した。DALYsの開発と疾病負荷測定における最近の進歩の概観については、Murray and 
Lopez[3,49]を参照されたい。GBDは、人口集団間の比較のための簡単な要約として、障害 
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調整平均余命 (DALE) も用いている。本節では、これら 2つの要約指標の間の関係と、そ
れぞれの相対的長所を、また、いかなる理由で WHO が加盟国の保健状況の年次評価と保
健システムの実績に対する評価に際して両タイプの指標を使用しているのかを説明する。 

健康寿命と健康ギャップ 

単純な生存曲線に基づく SMPHは、健康寿命と健康ギャップの 2つの種類に分けること
ができる。図 1 の太い曲線は、一つの仮想人口集団の生存曲線 S(x)の例である。生存曲線
は、x軸上の各年齢 xについて、当初の出生コウホートのうちその年齢で生存している者の
割合を示す。生存関数の下の領域は、完全健康状態で生存する期間 A と完全健康状態より
劣る健康度で各年齢で生存する期間 B の 2 つの構成要素に分けられる。通常使われる指標
である出生時の平均寿命は、単に A+B (生存曲線の下の全領域) に等しい。健康寿命は一般
に下記の形を取る。 

健康(度別平均)寿命= A + f (B)            (1) 

ここで f (.) は、Bで過ごされた期間に対してBが表す健康支障の重度による重みを加えた
関数である。一組の健康度評価方式を用いて理想的健康状態よりも劣る健康度で過ごす期

間に重みを加えたときの健康寿命は、健康調整または障害調整平均寿命 (DALE) と呼ばれ
ている。別のタイプの健康寿命の例は、障害ありと分類される健康度で過ごした期間に恣

意的に重み 0を与え、障害無しと分類される健康度で過ごした期間に重み 1 (つまり、完全
健康状態と等価) を与えて算出される無障害平均寿命である。 

図 1. 人口集団の生存関数 

       

健康寿命とは対照的に、健康ギャップは人口集団の現実の健康と集団健康について定め

た何らかの規範または目標との差を数量化するものである。図 1 が暗黙に示している健康
目標は、集団全体の各人が理想的健康状態で領域Cの右端の垂直線の示す年齢まで生存する
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ことである1。この具体例では、規範的目標は 100歳までの完全健康状態での生存と設定さ
れている。集団健康の規範的目標を選択すると、その規範的目標と現行生存状況とのギャ

ップ、つまり領域Cが早死を数量化したものとなる。健康ギャップは一般に下記の形を取る。 

健康ギャップ = C + g(B)                     (2) 

ここで g(.) は、Bで過ごした期間に対して Bが表す健康支障の重度による重みを加味し
た関数である。健康ギャップは、現状と集団について設定された規範との間のギャップを

負の量として測定するので、B で過ごす期間の重みづけは、健康寿命の場合の B で過ごす
期間の重みづけと比べ逆の目盛になっていることに注意されたい。より正確に言えば、健

康寿命では完全健康状態が 1 であるのに対して、健康ギャップでは死亡または死亡等価状
態が 1 である。健康ギャップは、現行健康状態と集団の健康規範との間の距りを測定する
ものであるから、これは明らかに規範的指標である。 

損失生存年数指標は、すべて死亡ギャップ、つまり、生存関数と暗黙に示された目標生

存関数との間の領域 (図 1 の領域 C) についての指標である。死亡ギャップ指標は最初
Dempsey (1947) [50]によって提案され、損失潜在生存年数は、Romeder and McWhhinnie 
[51]による最初の計算以来、集団健康指標として広く用いられている。その後、Murray[3]
およびその他[16, 52]が様々な健康ギャップを提案し、計算している。 

健康度別平均余命と障害調整平均余命 

健康度別平均余命は二つの大きなクラス、すなわち二者択一の健康度重みを用いるクラ

スと、健康状態に応じてそれぞれの健康度評価を用いるクラスとに分けることができる。

第 1のクラスの例には次のようにものがある。 

無障害平均余命: この健康寿(余)命は、明確にまたは暗黙に決められた閾値を越えるよ
うな 障害が無いときの健康度に重み 1 を与え、その閾値を越える水準の障害に重み
0 を与える。この種類の健康寿(余)命の他の例には、活動的平均余命、自立的平均余
命、痴呆無し平均余命などがある。 

有障害平均余命: これは完全健康状態に満たない特定の健康状態 (この場合、一定の重
度閾値を越える障害) 以外の健康状態すべてに重み 0 を与える健康寿(余)命の例であ
る。図 2の健康状態 3が｢中度障害｣であるとすれば、生存曲線の下の健康状態 3に対 

           
1 注: 図 1は、人口集団が増加率ゼロの安定した分布を持つとしたときの健康寿命と健康ギャップの大きさ
を図式的に示すものである。実用面からいえば、健康寿命は、異なる人口集団間の年齢構造差に対して敏

感ではない。健康ギャップは、一般に絶対量として報告されるので、異なる人口集団間の年齢分布の違い

に対して敏感であるが、年齢構造に依存しない形の健康ギャップを定義することも可能である。 
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応する領域が中度障害有りの平均寿命に相当する。このタイプの健康寿(余)命の他の
例には、ハンディキャップ有りの平均余命、重度ハンディキャップ平均余命、不健康

平均余命などがある。 

図 2. 四つの健康状態に対する生存関数 

        

第 2のタイプの指標の例には次のようなものがある。 

健康度調整平均余命: これは、カナダとオーストラリアについて、四つの重度レベルの
有障害率に関する人口調査データを用い、幾らか恣意的な重度重みを適用して算出さ

れた[53-55]。最近では、カナダが、人口中の各健康度の保有率データと効用重みの測
定に基づいて、健康度調整平均余命の推定値を始めて作成した[56]。 

障害調整平均余命 (DALE): これは世界疾病負荷調査において算出されたもので、七
つの障害度レベルに関する社会的優先度を反映させた障害重みを用いている[7]。また、
オーストラリアでも、オーストラリア疾病負荷調査[46]からの有病・障害率データと、
世界疾病負荷調査ならびに類似の評価方法を使用したオランダの調査[57]から得ら
れた優先度の重みを用いて、DALEが計算されている。 

健康度は連続的なものであるが、実用的には、1次元または複数次元上で順序づけられた、
互に重複せず、かつ網羅的な一連の離散的状態として概念化され、測定されるのが普通で

ある。離散的状態の番号 hを用いて健康度を列挙すると、障害調整平均余命を下式のように
計算することができる。 

                 (3) ∑∫=
h

L

x hhx duuSuwDALE )(*)(

ここでuは年齢を表わし、積分は x以降の年齢についてのものである。もし、健康度 hの
重みwh が年齢uとは無関係であれば、 
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            (4) ∑∑ ∫ =⎟
⎠
⎞⎜

⎝
⎛=

h
hxh

h

L

x hhx HEwduuSwDALE *)(*

 
となるが、ここでHEhxは、年齢 x以降に健康度 で生存する年数の期待値である。 h

図 2 に示された四つの健康状態または健康度の場合に、HE1,0からHE4,0を四つの健康度

それぞれについての出生時の健康度別平均寿命とし、完全健康状態に満たない三つの健康

度に対して年齢とは無関係の重みw2, w3, w4（１未満）を与えるとすれば、出生時における

障害調整平均寿命と平均寿命は下式によって示される。 

0.440.330.220.10 HEwHEwHEwHEDALE ∗+∗+∗+=   (5)      
 

0.40.30.20.10 HEHEHEHELE +++=     (6)  

用語 

1990 年代中頃に、REVESは用語に関する一連の勧告を作成し、それが広く採用された 
[58]。1990 年代における健康ギャップ指標の開発により、これらの用語の使用法に幾分の
変化が生じており、健康寿命は、今では生存曲線の下の領域に関連する要約指標クラスを

一般的に指すのに用いられている。我々はMathers[59]によって提案されたつぎの改訂用語
を使用することとする。

健康寿命 (Health expectancy) (HE): 様々な健康度での生存期待年数を推定する集団
健康の要約指標の総称。 

健康度別平均寿(余)命 (Health state expectancy): 指定された単一の健康度 (たとえ
ば無障害) で生存する年数の期待値を測定する健康寿命の総称。 

障害調整平均寿(余)命 (DALE): 1 組の網羅的な健康度と健康度それぞれの価値を判断
して決めされた重みとに基づいて、良好な健康と等価な生存年数の期待値を推定す

るような健康寿命の一般的な呼称。健康度調整平均寿 (余 )命  (HALE = 
Health-Adjusted Life Expectancy) は DALEの同義語である。 

健康的寿 (余)命(Healthy Life Expectancy): DALEの単なる同義語として使用する。 

健康度別平均寿(余)命についての論評 

Murray, Salomon and Mathers[48]は、人口集団の総括的健康指標 (SMPH) を評価する
ための一連の望ましい性質を提案したが、それらは人口集団健康に関する次のような常識

的な考えに基づいている。 
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一方の人口集団の方が乳児死亡率が高いことを除いて、二つの人口集団があらゆる点

で同一である場合には、乳児死亡率が低い方の人口集団の方が健康であることに誰もが

同意するであろう。 

集団健康の比較に用いる要約指標について、最小限の望ましい一連の性質として彼らが

提案したのは、つぎの通りである。 

1. 任意の年齢層で年齢別死亡率が低下する場合、他のすべてが同一であれば、要約指標は
改善されるべきである(つまり、健康ギャップが減少し、健康寿命が上昇すべきである)1。 

2. 理想的健康状態より劣る健康度の年齢別保有率が増大する場合、他のすべてが同一であ
れば、要約指標は悪化すべきである。 

3. 理想的健康状態より劣る健康度の年齢別発生率が増大する場合、他のすべてが同一であ
れば、要約指標は悪化すべきである。 

4. 理想的健康状態より劣る健康度からの年齢別回復率が増大する場合、他のすべてが同一
であれば、要約指標は改善されるべきである。 

5. ある健康状態の重症度が悪化する場合、他のすべてが同一であれば、要約指標は悪化す
べきである。 

Mathers[59]は、これらの 5基準に照らして健康度別平均寿命を評価した。すべての健康
寿命が基準 1 を満たしている。健康度別保有率データに基づく健康寿命 (たとえば、
Sullivanの方法2を用いて算出されたもの) は基準 1と 2を満たしているが、基準 3と 4は、
(遷移率の変化が健康度別保有率の変化に反映されるまでは) 満たさない。遷移率に基づく
健康寿命2 (たとえば、多相生命表の方法を用いて算出されたもの) は、基準 1、3、4は満た
すが、基準 2は満たさない。障害調整平均寿(余)命 (DALE) は基準 5を満たすが、二者択
一的な健康度ウェイト用いた健康寿命 (たとえば、無障害平均寿(余)命) は、これを満たさ
ない。表 1にこれらの結論を要約しておく。 

――――― 

1 この基準を弱めて、任意の年齢層で年齢別死亡率が減少した場合、他のすべてが同一であれば、要約指
標は改善されるか、又は同一に留まるべきである、とすることができよう。この基準の弱い方のバージョ

ンは、一定の臨界年齢を越える死亡が要約指標に変化を及ぼさないことを許容する。従って、損失潜在生

存年数といった指標は弱いバージョンの基準を満たすことになる。 

2 訳者注: Sullivanの方法では、人口集団のある時点における年齢別、健康状態別の保有率 (有病率、有障
害率) のデータを生命表の各年齢での生存数に乗じて健康状態別の生存数推定値とし、それを基に計算が
行なわれる (44 ページを参照)。これに対し、KatzやRogersの方法では、各年齢について、ある期間内の
健康状態間の遷移率 (発生率、悪化率、致死率、回復率) のデータを用いて計算が行なわれる。後者のほ
うが精密な結果が得られるが、データ収集が複雑になるので、前者が用いられることが多い。 
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表 1. 様々な形式の健康寿命が満たす SMPH基準 

 健康度別平均寿(余)命 
二者択一の重み 

(たとえば DFLE) 

障害調整平均寿(余)命 
複数個の重み 

(たとえば DALE) 
保有率に基づく指標 
遷移率に基づく指標 

1, 2 
1, 3, 4 

1, 2, 5 
1, 3, 4, 5 

DFLEといった健康度別平均寿(余)命は、一定の閾値を越える障害に暗黙値ゼロ (死亡の
評価と等価) を与え、その閾値以下では評価が 1である。これは、この要約指標が人口集団
内における障害の重度分布の変化に対して敏感 (基準 5) でないことを意味している。人口
集団の全般的 DFLE 値は、主として、軽いレベルの障害の有病率によって規定され、人口
集団間または時間的な比較可能性は、閾値周辺にいる人々の分類に際しての障害計測方式

の性能に対してきわめて敏感である。そのために、Murray, Salomon and Mathers[48]は、
健康度別平均寿(余)命は SMPHとして適切でなく、SMPHとして使用するには DALEがも
っとも適切な形の健康度別平均寿(余)命であると判断した。 

Murray, Salomon and Mathers[48]は、政策論議のための情報として使用される要約指標
について、さらに二つの望ましい性質を提案した。これらは、ある人口集団が別の人口集

団よりも健康であるかどうかという議論に基づくものではなく、実務的な考慮によるもの

である。 

1. 要約指標は、わかりやすく、多数の人口集団について計算できるものでなければならな
い。わかりやすさと複雑性とは異なる。平均寿命は複雑な抽象的指標であるが、理解

し易い。健康寿命に人気があるのも、それが容易に理解できるからである。 

2. 要約指標は、恣意的に分割した部分集団について計算された要約指標の線形的な総計で
なければならない。意思決定者の多くや、一般大衆も、このような加法性をもつ分解

を特徴とする情報を欲することが多い。つまり、要約指標値のどれくらいの割合が貧

困者、無保険者、高齢者、子供、など、それぞれについての健康事象に関係している

かという問いに答えたいと望むのである。加法性をもつ分解は、原因の特定のために

も便利なことが多い。 

健康寿命のほとんどが性質 1 を満たしている。しかし、その多くは、原因別や人口の部
分集団別に加法的に分解することができない。障害調整平均寿(余)命は、特定レベルの障害
重度ごとの健康度別平均寿(余)命に加法的に分解することができる (上記参照)。この形の分
解は、どのレベルの障害が集団健康の変化に最も大きく影響するかを理解するのに役立つ

であろう。従って、健康度別平均寿(余)命は、SMPH そのものではなく、要約指標 DALE
の分解成分として理解されるべきである。この解釈は、ある人口集団についての一連の健

康度別平均寿(余)命を提示するための通常の方法と整合している[60, 61]。 
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一般に、健康ギャップを使う方法は、健康寿命よりも直観的でわかりやすいやり方で、

諸原因の寄与分に分解することができる。DALYsは原因について加法的であり、加え合わ
せれば、人口集団の全健康ギャップの値が得られる。障害調整平均寿(余)命と DALYsなど
の健康ギャップ指標とは、諸国の人口集団健康の傾向と成果を要約して報告するための

SMPHとして、異なるニーズを満たすものである。 

Wolfson[62]は、断片的で相互に無関係な指標の集まりとしてではなく、いろいろなレベ
ルの関連指標全体の頂点に人口集団の総括的健康生存年数指標を置く、首尾一貫した統合

的な統計的枠組の構想を示した。このシステムの頂点にある DALE や DALYs といったマ
クロ指標は、人口集団単位の傾向および原因の概要を示すものである (図 3)。DALE は、
健康の水準と分布の改善に関する全般的な進展をモニターするのに使用できるであろうし、

DALYsは、健康損失の原因の数量化、健康利得の可能性の検証、保健介入と集団健康の変
化との関連づけに使用することができよう。 

図 3に示されているように、そうしたシステムは、要約指標を、さらに発生率、有病率、
重症度分布、致死率、などの構成要素に｢掘り下げる｣能力を含むべきである。また、人口

集団全体のレベルをさらに｢掘り下げて｣、健康の不均衡を調べ、特定の介入の影響を様々

な部分集団ごとに推定できるようにしなければならない。 

        図 3. 人口集団健康指標のピラミッド 
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1.3 保健システム目標達成度の指標としての役割 

世界保健報告[1]では、保健システムの主要な(本来の) 3目標、すなわち健康、応答性、資
金配分の公平性、の達成について、加盟各国の保健システムの実績評価を行なっている。

目標達成度の測定を実現しようとする WHO の作業では、これら 3 目標を測定し、成果お
よび効率を評価するために、目標達成度を資源使用に関係づけることに焦点をおいている 
[1, 63]。 

加盟国の健康水準の評価を実現する際に、WHO は上述の理由で DALE を要約指標とし
て用いることにした。「世界保健報告 2000」では、加盟国の健康不均衡は、子供の死亡率の
不均衡に基づいて評価されている。今後の評価では、人口集団内の DALEの不均衡に基づ
く、より包括的な指標の使用へと移行する予定である[64-66]。 

第 3 目標の関連概念は、効率もしくは複合的目標達成度である。効率とは、利用可能な
資源と比較して、3目標の 5個の構成要素の社会的に望ましいミックスを、どの程度うまく
達成するかということである。DALE は、保健システムの目標達成度を示す複合指標の開
発と保健システムの性能分析とに使用する指標の一つである。複合的目標達成度と個別目

標達成度は、世界保健報告[1]および関連する技術報告書で詳しく取り上げられている。 
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2章 DALEの計算に対する従来のアプローチ 

健康寿命ないし健康ギャップの算出における重要なステップは、完全健康状態より劣る

健康度での生存期間を、完全健康状態での生存期間と比較 (健康寿命の場合) し、あるいは、
一定の規範的目標に対する早死による損失時間と比較 (健康ギャップの場合) することで
ある。二組の問題が健康寿命と健康ギャップの双方に共通している。それは、健康度を記

述する概念的枠組と測定戦略、および、各健康度で過ごした期間を評価する概念的枠組と

測定戦略である。まず、2.1節で健康度の測定と評価に関する一般的問題を概説する。次い
で、DALE 算出の基礎となる健康度別保有率導出の二つの主要なアプローチのうち、人口
集団の健康/障害調査によるものを 2.2 節で、全疾病負荷分析に基づく疾病別アプローチに
よるものを 2.3節で概説する。 
 
2.1 健康度の測定と評価 

健康度の記述および評価に関する文献は、共に膨大であり、急激に増大している [67-70]。
Murray [3]には、当初の GBDアプローチに関する詳細な解説がある。 
 
健康度の定義と測定 

最近まで、大部分の健康寿命は障害 (機能制限)、またはハンディキャップ (役割制約、
依存、参加制約) の観点から定義されていた。健康寿命に関する研究者ネットワーク
(REVES) は、設立当初の会合で、WHO国際障害分類、つまり ICIDH[71]が、機能障害・
能力障害（能力低下）・ハンディキャップ度に基づく健康寿命指標の開発のための概念的枠

組を提供すべきであるということで合意した。ICIDH 分類は、元来、4 次元 ─ 疾病また
は変調、機能障害、能力障害、ハンディキャップ ─ から成っていた。健康状態 (疾病また
は変調) の面から見ると、機能障害は、心理的、生理的、または解剖学的な組織・機能の喪
失あるいは異常に相当し、能力障害は、人間にとって正常な方法で、または正常とみなさ

れる範囲内で、活動する能力の制限・欠如 (機能障害に起因する) に相当し、一個人のハン
ディキャップ、すなわち社会的不利は、正常な役割 (年齢、性別、社会的文化的因子に依存
する) の遂行を制限・阻害する機能障害または能力障害に起因することになる。ハンディキ
ャップは、個人の活動・地位とその社会環境の期待との間の不一致を特徴とする[71]。 

ICIDH-2 [72]のベータ改訂案は、ハンディキャップの概念に代えて社会参加の概念を採  
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用し、より複雑な活動を行う上での制約 (旧ハンディキャップ) を活動 (能力障害に代わる
概念) の様々なタイプとして含めている。機能障害は機能能力と改名されている。ICIDH-2
は、人ではなく生活機能の領域を分類しており、健康度測定手段ではなく分類方式である。

従って、これを直接に適用して、一人一人を健康度に従って分類し、人口集団の総括的健

康指標を作成することはできない。Robine and Jagger [25]は、ICIDHやその他のモデル
の身体障害化のプロセスを検証し、機能障害と能力障害、並びに能力障害とハンディキャ

ップの境界、その中でも特に、機能制限および複雑活動制限がどちらに属するかに関して

は、かなりの混乱と不一致があると指摘している。 

個人の回答を使用して健康度の様々な次元ないし領域を測定するための幾種類もの調査

手法が、様々な言語で開発されている。比較的よく使用されている調査手法のいくつかを、

表 2 に要約しておく。一部の手法では、測定の信頼度を高めるために、調査の質問数また
は項目数を制限したり、回答カテゴリ数を制限することにより、健康度を区別する能力が

犠牲にされている。例えば、Euroqol EQ5D がこうした考えを採っており、その調査内容
は、5 領域とそれぞれの領域ごとに設定された 3 レベルのカテゴリから構成される。Sf-36
のような他の調査手法では、ずっと多くの調査項目や、項目ごとにより多くの回答カテゴ

リを用いている。判別力の向上は、複雑さの増大という犠牲を伴うことが多く、特定の健

康度で過ごされる期間の評価に重大な影響をもたらすこともある。 

現在の自己回答式調査手法における基本的な問題点は、異文化間の比較可能性 (文化的健
康規範が変化するほど長い期間にわたる同一コミュニティの比較を含む) の欠如である。こ
れは、単に、言語や、様々な言語における異なるカテゴリ回答の意味の解釈の問題ではな

い。最善又は最悪の移動能力といったような、ある一定領域に関する尺度の両端点も、文

化によって、あるいは社会経済的集団によって、きわめて異なる意味をもつことがある。

このことは 2.2節でさらに取り上げるが、60件以上の代表的な健康調査を分析した Sadana
他[2]によって詳細に調べられている。 

健康度の記述を標準化するためのプロファイルを開発するに際しての課題は、社会健康

目標及び健康度評価に関して重要とみなされるすべての領域を含めることと、これらの領

域各々を個々人について測定するための手法を、人口集団間の比較可能性を最大限に高め

るように、開発することにある。WHOは、世界疾病負荷 2000プロジェクトの一環として、
人口集団調査及び健康度評価に使用するために、広範囲な健康状態を網羅する標準化され

た健康度の記述方法を開発すべきことを提案している。記述の標準化を追求するに当たっ

ての課題には、記述の完全性と最小化の間のトレードオフが伴う。他の望ましい属性とし

ては、異文化間での妥当性、そして、教育水準や文化的背景が大きく異なる老者および若

者の双方に使用可能であること、などがある。 
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表 2. 12件の一般的健康度測定調査手法に含まれる健康領域 

健康領域 

(多次元描写) 

QWB 

1970 

McM 

1976 

SIP 

1976 

QLI 

1981 

NHP 

1981 

FSQ 

1986 

CP 

1987 

Duke 

1990 

SF-36 

1992 

WHO 
QOL 
1996 

EQ6D 

1999 

WHO 
DASII 
1999 

全般的健康福祉       ✓      
健康状態一般    ✓   ✓ ✓ ✓    
 自覚健康度        ✓     
 健康の変化       ✓      
肉体的健康  ✓      ✓  ✓   
 活動/役割 ✓   ✓   ✓  ✓  ✓ ✓ 
  仕事   ✓   ✓       
  家庭   ✓          
  ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ   ✓          
 歩行   ✓          
 食事   ✓          
 活力     ✓    ✓    
 運動 ✓  ✓  ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  ✓ ✓ 
 痛み・不快感     ✓  ✓ ✓ ✓  ✓  
 自身の世話   ✓ ✓  ✓     ✓ ✓ 
 睡眠・休養   ✓  ✓        
社会的健康  ✓      ✓  ✓   
 活動/役割 ✓     ✓ ✓  ✓    
 意志疎通力   ✓          
 交流   ✓  ✓ ✓      ✓ 
 支援    ✓   ✓      
精神的健康      ✓  ✓ ✓ ✓   
 活動/役割         ✓    
 注意力   ✓          
 心配/うつ症状        ✓   ✓  
 認識力           ✓ ✓ 
 情緒  ✓ ✓  ✓  ✓      
 外見    ✓         
 自尊心        ✓     
ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ/参加     ✓       ✓ 
環境          ✓   

出典: Sadana, 2000. QWB: Quality of Well-Being Scale, McM: McMaster Health Index, SIP: Sickness Impact 
Profile, QLI: Quality of Life Index, NHP: Nottingham Health Profile, FSQ: Functional Status Questionnaire, 
CP: COOP Charts for Primary Care Practice, Duke: Duke Health Profile, SF-36: Short-Form 36 Health Survey, 
EQ6D: EuroQol 6 domain Quality of Life Scale, WHOQOL: WHO Quality of Life Brief Field Version, WHODAS 
II: WHO Disability Assessment Schedule. Source: [73] 
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健康度の評価 

時間を、様々な健康状態での生存年数と早死による損失期間の共通通貨として使用する

ためには、非致命的健康状態での生存期間を数量的に評価する必要がある。DALYsおよび
DALE計算で使用される健康度の評価 (または障害の重み付け) は、様々な健康状態に対す
る社会的選好度を表わすものである。この評価は、良好、すなわち理想的健康状態 (他のす
べての状態よりも好まれる状態) を表す 0から、死亡と等価の状態を表す 1までにわたる。
これらの重みは、いかなる障害・健康状態の生存経験を表すものでもないし、特定の障害・

健康状態の人のいかなる社会的価値を示すものでもない。むしろ、これらの重みは、社会

の｢理想｣である良好な健康状態と比較してみた、健康状態それぞれに対する社会的な選好

の程度を数量化したものなのである。 

GBDが進められていた時点、そして現在でもなお、二つの目的、すなわち、(a) 様々な
疾病、傷害、危険因子に関連づけられた複数の領域にまたがる平均的な健康状態を記述す

ること、(b) これらの平均的な健康状態を評価すること、のために使用できるような健康状
態記述・評価の一連の経験的測定法は、存在していない。これらの重大なデータ不足に対

する実用的な暫定的解決策を提供するための努力として、GBDでは、複数の方法 (順序づ
け、二つの形式の人得失法、時間得失法、視覚アナログ尺度)1 を用いて、小集団の公衆衛
生専門家に回答してもらうことにより、参照基準となる約 20個の軽度から重度にわたる健
康状態について計測した[3]。関係者がその選択の意味を理解し、心に留めるようにするた
めに、小集団による討議方式（訳者注: デルファイ法）が用いられた。参照基準状態の最終
的な重み付けは、健康度に対する個人的ではない社会的な選好を反映するために、人得失

法による推計値を基礎にした。その他の健康状態は、（すでに推計されている）参照基準状

態に照らした順序づけによって評価された。 

                
1訳者注: これらは、ある特定の健康状態を完全健康状態と比較したときの価値を回答者に尋ねて測定する

手法である。順序づけ (ordinal ranking) は、複数個の健康状態をそれぞれ記述して、回答者に望ましさ

の順位を尋ねる。人得失法 (person trade-off) と時間得失法 (time trade-off) は、仮定的な状況を設定し
て質問し、回答者の意見を求めて特定の健康状態の評価値を測定する手法で、様々の具体的な設問が開発

されている。人得失法では、たとえば、完全健康者 10 人の急死を防ぐ保健施策Aと完全健康者n人が特定
の健康状態に移行するのを防ぐ保健施策Bとが二者択一であると仮定し、両施策が同等の価値をもつよう
なnについて回答者の意見を求める。回答がn=50であれば、その特定健康状態の障害重みを 10/50=0.2と
する。時間得失法の例では、特定の健康状態の余命が 10年であると仮定したとき、それを完全健康状態と
取り替えることができるとしたら、生存期間がどのくらい短くなってもよいかについて回答者の意見を求

める。回答が 4年であれば、その特定健康状態の障害重みを 4/10=0.4とする。視覚アナログ尺度法 (visual 
analogue scale) では、「等価」の概念は直接的には使用せず、完全健康状態を 0とし、完全不健康状態 (死) 
を 1とするような尺度上で、特定健康状態がどの数値に相当するかを回答者に尋ねて、障害重みの推定値
を得る。いずれの手法でも、多数の回答者を対象として調査し、平均値が計算される。 
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医療経済学者の間では、健康状態に対する選好度を広範な保健政策の評価、優先順位設

定、あるいは資源配分の決定過程の一部として使用する時には、人口集団全般の選好を反

映すべきである、との総意が高まって来ている[75-76]。しかしながら、GBDにおける評価
作業では、評価の対象となっている健康状態の影響と重症度の分布を素人が完全に理解す

るようにするためには、実務的な困難が伴うために、便宜的に保健専門家が使用された。

オランダにおける疾病に関する障害の重み付けのためのプロジェクト[57]では、この問題に
対処するために、健康度を記述するための修正 EuroQol 健康プロファイルを用いて健康状
態に関連した健康度の分布を定義した。そして、素人集団 (学歴はあるが医学知識のない
人々) が付与した平均的な人得失法による選好には、二つの医師集団のものと比較して、あ
まり差が見られなかった。このオランダの調査では、評価されるべき健康問題の明細の中

に健康状態に関する正確な機能的な記述が含まれているかぎり、評価集団が健康管理専門

家で構成されるか、素人で構成されるかによる差はほとんど生じない、と結論付けている。 

GBDにおける健康度の値の計測のための最初のプロトコルの開発以来、国際的公衆衛生
従事者たちが有識者の一連の便宜的なサンプルとして組織され、当初のプロトコルに対す

る多数の修正と改良が試みられてきた。異なる 11 集団について、15～22 個の健康度に関
する評価作業 ─ うち 14の健康度については、全ての作業に共通 ─ が、内部一貫性チェ
ック及びグループ討論を伴う複数方法によるアプローチを使用して実施された。調査場所

には、米国、メキシコ、ブラジル、マグレブ諸国 (モロッコ、アルジェリア、チュニジア)、
日本、オーストラリア、オランダ、および多国籍の保健管理従事者からなる４集団が含ま

れた。 

Murray and Lopez [49]は、これらの集団のうち 10集団の各健康度に関して、中位数に
よって健康度評価を比較した。全般的に、10 集団の調査結果に基づくクラス内相関係数は
0.954で、この測定アプローチが、大きく異なるコミュニティの諸集団で、類似の値をもた
らすことを示している。Ustunとその同僚によって 14ヵ国で行われた 17個の健康状態に
ついての順位相関を測定する研究は、健康度の評価が様々な環境できわめて安定している

ように思われるさらなる証拠を提供している。様々な国でさらに大規模な経験的調査が行

われるならば、とりわけ性的機能や苦痛というような、一定の領域の寄与に関しては、平

均健康度評価にかなり大きな変動が見られることがあり得る (例えば[78])。しかしながら、
この程度の変動では、人口集団の総括的な健康指標に対して重大な影響をもたらすとは考

えにくい。 

つい最近、Mahapatra [79]は、一般住民から健康度評価を得るために、GBD方法を採用
してインドにおける最初の大規模な人口集団調査を実施した。この調査から得られた評価

は、GBD調査に含まれた様々な健康状態について類似の順位づけを示しているが、障害の
重み付けが、全般的にやや高い。重み付けが高くなった最大の理由は、評価を得るために

視覚アナログ尺度法を使用したためであろう。この方法は、以前の経験的調査でも、他の
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方法よりも高い障害の重み付けを生じている。一般社会におけるデータ収集のための手段

の開発と改良について、また、異なった評価法に基づく質問に対する回答が、様々な健康

状態に対する選好の強さにどのように関係しているかの解釈については、さらなる研究が

進められているところである。 

人口集団調査で用いる健康状態記述の標準化に関して WHO が行なっている一連の作業
の主要目的の一つは、世界中の様々な人口集団において種々の健康状態で過ごされる期間

の評価のために、信頼性の高い妥当な測定を容易化することである。加盟国についての

DALE 算出に必要な健康度評価の情報を提供する目的で、多数の国で大規模な経験的評価
を実施する必要があるとすれば、学歴がきわめて多様な諸人口集団に対して、信頼性が高

く妥当な手法を開発する必要がある。 
 
2.2 健康調査データからの DALEの推定 

これまでのところ、複数の健康領域に取り組んだ健康度プロファイルに基づいて計算さ

れた健康寿命の例は、あまりない。カナダとオーストラリアでは、健康度調整平均寿命

(HALE) が計算されているが、これは人口集団調査から得られた四つの重度レベルの有障
害率に関するデータ、並びに多かれ少なかれ恣意的な重度の重み付けを基にしたものであ

る [53-55]。最近、カナダは、人口集団における健康度保有率データと効用による重み付け
の測定結果に基づく、最初の健康度調整平均寿命推定値を作成した [62]。これは、人口集
団について測定された選好に基づく重み付け (基準的賭け法1の非審議的アプローチを使

用) を備えた、真に多領域の健康度調査手法に基づくDALEの唯一の例である。 

自計方式による健康状態調査データを使用して DALEを推定することには、二つの大き
な問題がある。 

・ 自計方式によって報告された健康状態または障害について、人口集団間および異時点

間の比較可能性の問題 

・ 各健康状態に対応する障害の重み付けの値の推定 

これらのうち最初の問題の所在を、オーストラリアの障害に関する人口調査からの有障害

率データに基づいた、1981 年から 1998 年までの無障害平均寿命及び社会的不利の無い平
均寿命の推定値を例にとって示そう (図 4)。1981 年から 1988 年の間に、有ハンディキャ
ップ率が男性では 9.4%から 13.7%へ、女性では 8.7%から 12.2%へ、大幅に増大した。こ
の増大のかなりの部分は、ハンディキャップについてのコミュニティの意識及び認識の変 
                
1 訳者注: 基準的賭け法 (standard gamble) は、特定健康状態の障害重みを決定する手法の一つで、たと
えば、回答者がその特定健康状態にあるとすれば、健康回復のためにどの程度の死亡リスク (たとえば手
術による死亡率) を受け入れる用意があるかについて意見を求め、回答値を障害重みの推定値とする。 
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化、所得保障制度の変化、援助の受けやすさ、そして、いくつかの健康問題に関する診断

水準の向上に起因している可能性が、きわめて濃厚である[61]。それと対照的に、重ハンデ
ィキャップ保有率は、1981年から 1993年までは全般的な変化がなかったが、1993年から
1998年までは大幅に増大した。後者の変化は、実際に使用された設問には大きな変化はな
かったものの、少なくとも部分的には調査方法に起因しているもの、と考えられる[80]。 

図 4.  オーストラリアにおける性別の無障害平均寿命(DFLE)、社会的不利の 
  無い平均寿命(HFLE)、重ハンディキャップ無し平均寿命(SHFLE)、 

平均寿命(LE)の傾向. 1981年～1998年 

   
自計方式の報告による健康度データの多国間比較可能性にも、類似の問題がある。過去

20年間に、REVES及び国際機関 (WHO、OECD、Eurostatを含む) は人口集団健康デー
タの多国間比較可能性を改善するために、健康状態・障害についての標準化された評価手

法の開発と利用を促進することにかなりの努力を傾注してきた。その努力の結果として、

今では、厳密に比較可能な評価手法及び調査方法を用いて、多くの多国内同時調査が行わ

れている。これらの調査の分析が示すところによると、自計方式の健康データの比較可能

性については、まだ大きな問題が残っている[2]。このことは、ヨーロッパの 13ヵ国に関す
る第 2 波の EC 保健パネル調査からの結果をまとめた図 5 に例示されている。この図は、
慢性疾患も障害も無し、と回答した年齢 60歳未満の人々の主観的な健康度 (非常に良いか
ら非常に悪いまでの 5段階尺度) の分布を示している。この｢健康な｣グループの中で、良い
と悪い、の両健康度の保有率にきわめて大きなばらつきがあるが、それは人口集団の健康

の本当の差を反映しているとは思えない。こうした自己報告データを無批判的に使用する

ならば、ヨーロッパ諸国間で平均有(重度加重)障害率に最大 2倍の変動が生じることになっ
てしまうからである。 

Sadana他[2]は、自計方式の健康データの比較可能性に関する諸問題が、調査設計及び方
法における差違ばかりでなく、より根元的には、健康に対する規範および期待に関する測 
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図 5. 慢性疾患がなく、日常活動に支障がなく、かつ健康問題のために活動を減らしては
いない年齢 0-59歳の人々の自覚健康度の分布. EC保健パネル調査第 2波. 1995年 

    
定されない差違に関係していることを、さらに詳しく報告している。健康度の自己報告と

客観的測定の両方を実施した調査に関する最近の分析によって、自己報告のデータに、年

齢、性別、社会経済的不利や、その他の人口集団内の社会的不利指標に応じて、系統的な

偏りが観察されるのである[2]。 

自計方式の健康調査で測定された健康度に対する障害の重み付けの推定にも、同様の問

題がある。こうした調査によって障害の重度に関する情報を収集する場合ですら、一般に

重度は、健康度に対する選好を反映した障害の重み付けに容易に翻訳することができる形

では、測定されてはいない。 

このことは当面、比較を目的とした人口集団の総括的健康指標の作成に当たっては、自

計方式による健康度の評価手法に基づく調査結果を利用する時に、大いに注意する必要が

あること、すなわち、他の多数の健康状態別の疫学的データセットによって裏付けられる

場合にのみ、調査結果を利用すべきであることを意味している。さらにまた、要約指標を

原因 (疾病、傷害、または危険因子) 別の構成要素に分解するためにも、そうした健康状態
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別データセットが必要である。これについては、次節でさらに取り上げる。 
 
2.3 疾病別アプローチ 

疾病負荷分析は疾病別アプローチを用いて、総合的で網羅的な健康状態のセットに関連

する有障害率および健康生存年数損失を推定する。特に、DALYsは死亡による損失生存年
数 (YLL) と障害による等価｢損失｣健康生存年数 (YLD) の和として計算される。特定の健
康状態 (疾病または傷害) に関する YLDは、関心期間中に発生したその状態の新事例数（罹
患数）を推定することによって計算する。各新事例について、その状態の平均持続期間 (回
復または死亡までの) にその健康状態で生存することに起因する等価損失健康生存年数を
数値化するための重度重みを乗じて、損失健康生存年数を求める[3]。 

疾病負荷分析では、より多くの疾病段階、重度レベル、続発・後遺症の分析を伴う少な

くとも 100 個の疾病・傷害カテゴリからなる包括的なセットについてYLD推定を行うこと
が必要である。疾患によっては、罹患事例数が疾病登録簿や疫学調査から直接に得られる

ものもあるが、大部分の疾患については、有病率データしか得られない。そうした場合に

は、DISMOD© と呼ばれるソフトウェアプログラムを使用して、有病率、回復率、致死率、

背景死亡率の推定値から発生率と持続期間をモデル化する[3]。YLDは、様々な情報源を使
用して計算される。疫学的推定値の一貫性を確保するためには、関係専門家との対話的プ

ロセスと広範囲な協議が必要である。 

Murray and Lopez[7]は、Sullivanの方法と世界疾病負荷調査のYLD推定値から導出され
た重度加重有障害率とを使用して、世界の各地域のDFLEとDALEの推定値を発表した。こ
れらの計算では、重度加重障害推定値の時間割引1や年齢加重2を行なってはいない。Murray 
and Lopezは、障害 7階級の有障害率を計算するにあたり、異なる障害階級間の独立した共
障害を考慮する調整を加えている。予想損失健康生存年数は、確立された市場経済諸国 (平
均寿命が約 77年) の 8%から、サハラ以南のアフリカ (平均寿命が約 50年) の 15%にまで
わたっている。 

オーストラリア疾病負荷研究[46]でも、Sullivanの方法を使用してオーストラリアのDALE
を推定した。この研究では、障害 7 階級の有障害率を推定するのではなく、重度加重有障
害率の直接指標として人口 1,000人あたりの時間割引無し有障害の YLDを推定し、共障害
についてではなく、疾病・傷害原因群の間の共有病率についての調整を行なっている。1996  
                 

1 訳者注: 将来の生存年について、貨幣価値についてと同様の割引を行なって、その現在価値を算出するこ

と。 

2 訳者注: 年齢によって生存の価値が異なるとして、各年齢での生存に重みを付けて (たとえば、20 歳代
に比べると、高年齢になるほど価値が下がって行くとして) 年数の合計を算出すること。 
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年のオーストラリアでは、出生時の全 DALEは男子が 68.7年、女子が 73.6年で、GBDで
推定された市場経済諸国についての数値と類似している。オーストラリアでは、男子につ

いても女子についても、出生時の平均寿命の約 9%が障害のために失われたと推定されたが、
この数字も市場経済諸国における損失率 8%に類似している。 

GBD およびオーストラリアの研究で使用された DALE 計算に対する疾病別アプローチ
には、健康調査アプローチと比較して多数の長所がある。 

・ 疾病負荷の健康ギャップ指標 (DALYs) との一貫性が確保される。 

・ すべての障害原因 (たとえば、物質乱用、知的障害といった健康調査では報告が不完全
な形の障害を生むものを含む) の算入が確保される。 

・ 自己報告の偏りの問題が回避される。 

しかし、このアプローチには、現在二つの大きな短所がある。 

・ 共有病率に関する問題 

・ 包括的な疾患セットについての YLDを計算するためのデータが必要 

共有病率とは、ある人が障害を生む二つ以上の健康問題を (相互に依存的に、あるいは相
互に無関係に) 抱えているという、稀ではない状況に関することである。共存することが判
明した疾患について、独立して決定された障害重みを加算するだけではあまり意味をなさ

ない。特に二つの疾患が大きな加重を持つ場合、複数の疾患の複合重みが１よりも大きく

なってしまう (つまり、死亡よりも重大な障害) という不合理な可能性が生じることがある
からである。GBD もオーストラリアの研究も、疾患が独立して発生した (つまり、2 つの
疾患をもつ確率は各疾患をもつ平均確率の積) と仮定して共有病率についての調整を行い、
乗法性モデルを仮定して共有病状態に関する障害重みを調整している。 

こうした単純な共有病率モデルが、人口集団の疾病負荷と重度別障害分布を特徴づける

のに適切であるかどうかを確認するためには、さらに研究が必要である。将来繰り返され

る GBDのためには、独立でない場合の共有病率の推定を改善するための相当な努力が必要
となる。 

Mathers 他[46]は、オーストラリアの国内人口調査から導き出された有障害率およびハ
ンディキャップ率を、オーストラリア疾病負荷プロジェクトでの全 YLDの推定値から導き
出された加重有障害率と比較した。人口 100人あたりの全有障害 YLDは、その年齢の人口
に占める百分率として測定された重度加重有障害率とみなすことができる。障害調査デー

タを使用して、オーストラリアの 1998 年人口に関する年齢別・性別の加重有障害率(%)を
推定した。6段階の障害・ハンディキャップ重度レベルに関する重みは、EuroQol健康状態
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記述の方式によって定義されたオランダの障害重みに関する選好ウェイトの適切な範囲に、

できる限り合わせて選択された。男子と女子を合わせた結果が図 6 に示されており、オー
ストラリア疾病負荷研究からの有障害 YLDと比較されている。この研究における障害の定
義には、持続期間が 6 ヵ月以上の慢性障害しか含まれていなかったので、持続期間が 6 ヵ
月未満の短期疾患 (風邪やインフルエンザなど) に関連した YLD は除外されている。不安
障害および軽度から中度の (重度ではない) 鬱病に関連した YLD も除外されている。これ
らの疾患に関連した障害の大多数は、オーストラリア疾病負荷研究の障害調査では捕捉さ

れていないと思われるからである。 

図 6. 1998年オーストラリア疾病負荷研究(ABS)の障害調査からの  
  重度加重有障害率と 1996年の有障害 YLD(%)の年齢別比較 

        
YLD ベースの有病率推定値は、若年、中年、並びに 75 歳以上の年齢では、調査ベース
の有病率推定値ときわめてよく一致している。55-74 歳の年齢については、YLD ベースの
有病率が調査ベースの有病率よりも相当高い。これは、障害調査のスクリーニング質問で

捕捉されていないこれらの年齢に支配的な慢性病の影響を反映したものであろう。オース

トラリア疾病負荷研究では、いくつかの特定の機能障害 (知的機能障害、腎不全、切断など)
に関する調査データから引き出された人口集団全体の有病率と、疾病負荷調査で YLDが推
定された関係疾患について加え合わされたこれらの続発・後遺症の全有病率との間の一貫

性を確保するために、いくつかの試みを行なっている。 

次章では、DALE 計算において有障害率の一貫した推定値を作成するために、利用可能
な人口集団健康調査データを疾病別アプローチと共に用いる複合アプローチについて説明

する。 
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3章 方法 

3.1 アプローチの大要 

上述したように、理想的には、特定の疾患によって生じた障害に関する調査データを用

い、疾病発生、有病、致死、障害・後遺症への進行、およびそれらの結果としての健康度

の重度分布といった疫学的推定値の間の一貫性が確保される方法によって、その疾患の

YLD を推定するべきであろう。人口調査における自己報告健康度データの比較可能性には
重大な問題が見られるので[2]、すべてのWHO加盟国についてのこの最初の DALE分析で
は、疾病負荷分析に基づく疾患別アプローチと人口集団の健康度分布に関する利用可能な

代表的人口集団健康調査データとを結合して用いる分析的アプローチを開発した。 

手短かに言えば、これには下記のステップが含まれる。 

1. 各国について、可能なかぎり、疾患別の疫学情報に依拠した国レベルの疾病負荷分析に
基づく年齢別・性別加重有障害率推定値を作成する。 

2. 人口集団の代表標本に基づく健康調査から、潜在的健康因子得点を作成する。 

3. ステップ 1の障害推定値を事前推定値として用い、それらの潜在的健康因子得点から加
重有障害率を推定する。すなわち、因子得点と事前障害推定値の間の最尤化をもたら

すように、自己報告の偏りについての最小限のパラメータセットを推定して、これに

基づいて自己報告の偏りを調整するための因子得点の尺度変更を行なう。その結果、

調査データの比較可能性が改善される。 

4. 障害の事後推定値と国ごとの生命表から Sullivan の方法によって DALE を計算する。
健康調査データがない場合には、国レベルの疫学的分析からの障害の事前推定値を用

いて DALEを計算する。 

このアプローチの長所と短所はさらに 5章で取り上げ、WHO加盟国の DALEの推定を
改善するために来年に採用する予定のアプローチについても概説する。 
 
3.2 諸国の生命表と死因分布 

WHO加盟国の DALEを推定するための最初のステップとして、各国別に、1999年にお
ける年齢別及び性別の全般的死亡率水準について、できるかぎり最善の評価を行い、それ

に対応する生命表を作成することがきわめて重要である。こどもと成人の死亡率水準とそ

の動向について、調査、センサス、標本登録制度、人口研究地域、人口動態登録からの利

用可能なすべての証拠をまず系統的に検討して、WHO 加盟 191 ヵ国すべての生命表を新
たに作成した[82]。 
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DALEの推定過程で入力として使用される死因と疾病負荷の分析を助けるために、世界に
おけるWHO 6地域を、乳幼児死亡率 (5q0) と成人男子死亡率 (45q15) のレベルに基づき、
死亡率の 5階層に分割した。WHOの 6地域と死亡率の 5階層によって定義されるマトリッ
クスからは、14 の小地域が生じた。すべての地域ですべての死亡率階層が代表されている
わけではないからである。これらの小地域が表 3に定義されている。 

成人とこどもの死亡率のパターンの異質性が増大しているために、WHO は、「世界保健
報告」で使用された 14の死亡率小地域のそれぞれについて、2個のパラメータをもつロジ
ット関数による生命表システムを開発した[83]。このモデル生命表システムは、各加盟国の
生命表を作成する際に、また、最新の利用可能データが 1999年よりも前の年次に関するも
のしかない場合に 1999年までの生命表を予測する際に、広く利用された。各国について使
用されたデータと方法に関する詳細は、Lopez他[82]によって記述されている。HIVが大流
行している国では、HIV/AIDS による死亡者の数と分布について別個の推定が行なわれ、
それらの死亡が生命表推定値に組み込まれた[84]。 

WHOの各加盟国について、年間 1670万人の死亡が記録される国内人口動態登録制度か
らのデータに基づいて、年齢別・性別の詳細な死因分布が推定された。さらに、標本登録

制度、人口研究地域、および特定疾患の疫学的分析からの情報を利用して、より正確な死

因構造の推定値が作成された。死因構造は、諸国の人口動態登録の不完全性、およびデー

タの不完全な国において低登録区域で予想される死因構造の差違を考慮して、慎重に分析

された。この分析を行なうために世界疾病負荷調査で開発された手法は、より広範囲なデ

ータベースとより強力なモデル化手法を使用してさらに改良された[85]。 

心疾患、癌、傷害、および不特定の詳細不明死因項目については、死因選定・符号化の

誤りの問題に特に注意を払った。詳細不明の心疾患項目の符号を付された死亡は、Lozano
他[86]が記述した補正アルゴリズムを用いて再分類した。詳細不明の項目に符号化された癌
死亡を再分類するためには、各地域における癌生存モデルの完全な年齢・期間コウホート

を使用して、死亡率の符号化不足が著しい癌部位を検出した[87]。 

3.3 諸国の事前推定値 

WHO加盟 191ヵ国すべてについて、2.3節で説明した疾病別アプローチを用いて、年齢
別および性別の加重有障害率のできるかぎり最善の初期 (事前) 推定値が作成された。これ
らの推定値は、疾患別の可能なかぎり最大限の疫学情報に依拠した国レベルでの疾病負荷

の予備的分析に基づくものである。本節では、それらがどのように作成されたかを詳しく

説明する。 

ステップ 1。「世界保健報告」の年次世界保健評価の一部として、WHOは世界の 14の死亡
率小地域についての疾病負荷推定値を更新・改訂している。そのため、年齢階級別・性別 
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表 3. 疫学的分析と世界保健報告 2000中の表示に使用されたWHO地域と死亡率小地域 
                                          

地域   死亡率小地域            WHO加盟国             人口(千人)  

AFRO D    こども高率   アルジェリア、アンゴラ、ベナン、ブルキナファソ、カメルーン、カーボベルデ     286 

成人高率   チャド、コモロ、赤道ギニア、ガボン、ガンビア、ガーナ、ギニア、ギニアビサウ、 

リベリア、マダガスカル、マリ、モーリタニア、モーリシャス、ニジェール、 

ナイジェリア、サントメ・プリンシペ、セネガル、セイシェル、シエラレオネ、 

トーゴ 

AFRO E     こども高率  ボツワナ、ブルンジ、中央アフリカ、コンゴ、コートジボワール、コンゴ民主      330 

成人最高率  共和国、エリトリア、エティオピア、ケニア、レソト、マラウイ、モザンビーク、 

ナミビア、ルワンダ、南アフリカ、スワジランド、ウガンダ、タンザニア、 

ザンビア、ジンバブエ 

AMRO A     こども最低率  カナダ、キューバ、米国           318 
     成人低率 

AMRO B    こども低率  アンティグア・バープーダ、アルゼンチン、バハマ、バルバドス、ベリーズ、     425 

成人低率  ブラジル、チリ、コロンビア、コスタリカ、ドミニカ、ドミニカ共和国、エルサル 

バドル、グレナダ、ガイアナ、ホンジュラス、ジャマイカ、メキシコ、パナマ、 

パラグアイ、セントキッツ・ネイビス、セントルシア、セントビンセント・ 

グレナディーン、スリナム、トリニダード・トバゴ、ウルグアイ、ベネズエラ 

AMRO D     こども高率  ボリビア、エクアドル、グアテマラ、ハイチ、ニカラグア、ペルー          70 
      成人高率   

EMRO B     こども低率  バーレーン、キプロス、イラン、ヨルダン、クウェート、レバノン、リビア、      137 

     成人低率  オマーン、カタール、サウジアラビア、シリア、チュニジア、アラブ首長国連邦 

EMRO D     こども高率  アフガニスタン、アゼルバイジャン、ジブチ、エジプト、イラク、モロッコ、         348 

成人高率  パキスタン、ソマリア、スーダン、イエメン 

EURO A     こども最低率  アンドラ、オーストリア、ベルギー、クロアチア、チェコ、デンマーク、フィン     410 

     成人低率  ランド、フランス、ドイツ、ギリシャ、アイスランド、アイルランド、イスラエル、 

    イタリア、ルクセンブルグ、マルタ、モナコ、オランダ、ノルウェー、ポルトガル、 

    サンマリノ、スロベニア、スペイン、スウェーデン、スイス、英国 

EURO B     こども低率  アルバニア、アルメニア、ボスニア・ヘルツェゴビナ、ブルガリア、グルジア、        215 

成人低率  キルギス、ポーランド、ルーマニア、スロバキア、タジキスタン、マケドニア旧 

ユーゴスラビア、トルコ、トルクメニスタン、ウズベキスタン、ユーゴスラビア 

EURO C     こども低率  ベラルーシ、エストニア、ハンガリー、カザフスタン、ラトビア、リトアニア、        248 

成人高率  モルドバ、ロシア、ウクライナ 

SEARO B   こども低率  インドネシア、スリランカ、タイ            289 
     成人低率 

SEARO D   こども高率  バングラデシュ、ブータン、朝鮮民主主義人民共和国、インド、モルディヴ、       1,219 

成人高率  ミャンマー、ネパール          

WPRO A  こども最低率  オーストラリア、ブルネイ・ダルサラーム、日本、ニュージーランド、シンガポール     153 

成人低率 

WPRO B    こども低率  カンボジア、中国、クック諸島、フィジー、キリバス、ラオス、マレーシア、マーシャル   1,521 

     成人低率  諸島、ミクロネシア、モンゴル、ナウル、ニウエ、バラオ、バブアニューギニア、 

    フィリピン、韓国、サモア、ソロモン諸島、トンガ、ツバル、バヌアツ、ベトナム 
                                                                         
全世界                 5,968             
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に死亡・障害を引き起こす 109 個の主要な疾病・傷害原因についての世界の全地域におけ
る発生率、有病率、持続期間、致死率の詳細かつ包括的な再検討を行なった (表 4参照)。 

WHO による世界疾病負荷分析の継続的な改訂は、広範囲なデータ源を利用している。
様々な調査から得られたしばしば断片的かつ部分的な疫学的指標の推定値を首尾一貫した

ものにするため、様々な方法が開発されている。これらの評価の結果の内部的一貫性、と

りわけ死因分布との一貫性を確保するために、特定のソフトウェアツール DisMod が開発
されている[7]。DALYsの開発と疾病負荷測定の最近の進展ついての概説は、Murray and 
Lopez[7,49]を参照されたい。 

「世界保健報告 2000」の付表 4は、1999年における世界の 14の死亡率小地域の疾病負
荷推定値を要約している。これらの各地域における DALYsの主要 10原因を本報告でも掲
載しておく(後出の表 9)。 

ステップ 2。3.2節で説明したように、WHOは、加盟 191カ国それぞれについて、死亡数
の推定値を性別、年齢階級別 (0、1-4、以降 85+まで 5 歳階級)、130 個の疾病・傷害原因
別 (すべての疾病と傷害の原因を網羅) に作成した。これらの推定値を用いて、各加盟国に
ついて性別、年齢階級別、詳細原因別に YLLを計算した。 

ステップ 3。 次いで、国レベルの死亡データ (ステップ 2)、一部の国についての疫学デー
タ、および地域疾病負荷推定値 (ステップ 1) を用いて、性別、5 歳階級別、詳細原因別に
YLDと総 DALYsについての国レベルの推定値を下記のようにして作成した。 

死亡が総負荷のかなりの部分を占める (YLD/YLL比が 5未満) ような特定の疾病・傷害
原因については、年齢別・性別の YLD/YLL比の地域推定値と国レベルの YLL推定値を用
いて、国レベルの YLDを推定した。こうした手順を踏んで、特定疾病の疫学についての国
別の知識 (その疾病の国レベル死亡率推定値に反映されている) を活用して、その原因によ
る地域レベルの障害パターンを調整することが可能となった。 

死亡が総負荷のかなりの部分の誘因とはなっていない (YLD/YLL比が 5以上) ような疾
病・傷害原因については、年齢別・性別の人口 1,000あたり YLD率の地域推定値、国レベ
ル人口分布推定値、および 1人あたり保健支出額推定値を用いて、その疾病・障害によっ 
て生じる各国の YLDの最初の推定値を算出した。一部の疾病、特に癌、重い鬱病、慢性呼
吸器系疾患については、国別の疫学的推定値をも検討した。 

人口集団内の有障害率を推定するためには、｢その他の慢性呼吸器系疾患｣あるいは｢その

他の悪性新生物｣といった疾病・傷害の残余項目に関連した YLD を推定することも必要で
ある。我々は世界疾病負荷調査によって開発された手順[7、211 ページ]に従って、これら
の残余項目すべてについての YLDを推定した。 
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表 4. 「世界保健報告 2000」の地域別疾病負荷分析に用いられた疾病・傷害項目 
                                                                                                  

I. 感染症、母体障害、周産期病態 
  A. 感染症、寄生虫症 
    1. 結核 
    2. HIVを除く性病 

a. 梅毒 
b. クラミジア 
c. 淋菌感染症 
d. その他の性病 

    3. HIV  
4. 下痢疾患 
5. 小児期の疾患 

a. 百日咳 
b. ポリオ 
c. 淋菌感染症 
d. 麻疹 
e. 破傷風 

     6. 髄膜炎 
7. 肝炎 

   8. マラリア 
   9. 熱帯病 

a. トリパノソーマ症 
b. シャガス病 
c. 住血吸虫症 
d. リーシュマニア症 
e. リンパ性フィラリア症 
f. オンコセルカ症 

    10. ハンセン病 
   11. デング 
   12. 日本脳炎 
   13. トラコーマ 
   14. 腸ぜん虫 

a. 回虫症 
b. 鞭虫症 
c. 鉤虫症 

   15. その他 
  B. 呼吸器感染症 
   1. 急性下気道感染症 
   2. 急性上気道感染症 
   3. その他 
  C. 母体の病態 
   1. 出血 
   2. 敗血症 
   3. 妊娠の高血圧性障害 
   4. 分娩停止 
   5. 流産 
   6. その他 
  D. 周産期病態 
  E. 栄養疾患 
   1. 蛋白エネルギー性栄養失調 
   2. ヨード欠乏症 
   3. ビタミン A欠乏症 
   4. 貧血 
   5. その他 

II. 非感染性疾患 
A. 悪性新生物 

    1. 口、中咽頭 
   2. 食道 
   3. 胃 
   4. 結腸／直腸 
   5. 肝 
   6. 膵 
   7. 気管／気管支／肺 
   8. 黒色腫、その他皮膚 
   9. 乳房 
   10. 子宮頚部 
   11. 子宮体部 
   12. 卵巣 
   13. 前立腺 

II. 非感染症 (つづき) 
A. 悪性新生物 (つづき) 

14. 膀胱 
15. リンパ腫 
16. 白血病 
17. その他の癌 

B. その他の新生物 
C. 糖尿病 
D. 栄養・代謝障害 
E. 神経・精神の障害 
  1. 重度感情障害 
  2. 双極性感情障害 
  3. 精神病 
  4. てんかん 
  5. アルコール依存症 
  6. アルツハイマー病、その他痴呆 
  7. パーキンソン病 
  8. 多発性硬化症 
  9. 薬物依存症 
 10. 外傷後ストレス障害 (PTSD) 
 11. 強迫性障害 
  12. 不安障害 
 13. その他 
F. 感覚器の疾患 
  1. 緑内障 
  2. 白内障 
  3. その他 
G. 循環器の疾患 
  1. リウマチ性心疾患 
  2. 虚血性心疾患 
  3. 脳血管疾患 
  4. 炎症性心疾患 
  5. その他 
H. 呼吸器の疾患 
  1. 慢性閉塞性肺疾患 
  2. 喘息 
  3. その他 
I. 消化器の疾患 
  1. 消化性潰瘍 
  2. 肝硬変 
  3. 虫垂炎 
  4. その他 
J. 尿路性器の疾患 
  1. ネフローゼ／腎炎 
  2. 良性前立腺肥大 
  3. その他 
K. 皮膚の疾患 
L. 筋骨格の疾患 
  1. 慢性関節リウマチ 
  2. 骨関節炎 
  3. その他 
M. 先天異常 
N. 口腔衛生 
  1. う蝕 
  2. 歯周疾患 
  3. 無歯 
  4. その他 

III. 損傷 
A. 不慮 

1. モーター車両の事故 
2. 中毒 
3. 転倒、転落 
4. 火災 
5. 溺死 
6. その他 

   B. 故意 
   1. 自傷・自殺 
   2. 他殺・暴力 
   3. 戦争 
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人口集団内の有障害率を推定するためには、｢その他の慢性呼吸器系疾患｣あるいは｢その

他の悪性新生物｣といった疾病・傷害の残余項目に関連した YLD を推定することも必要で
ある。我々は世界疾病負荷調査によって開発された手順[7、211 ページ]に従って、これら
の残余項目すべてについての YLDを推定した。 

ステップ 4。次いで、各加盟国について、年齢別、性別、詳細原因別の発生 YLD (ステップ
3) を用いて、年齢 5歳階級別、性別、詳細原因別に、割引無し、かつ、年齢加重無しの有
病YLDを推定した。発生YLDから有障害YLDへの変換には、疾患の平均持続期間により、
下記のような方法を用いた。 

短持続期間 (5年未満) : 有障害 YLDは発生 YLDに等しい。 

中持続期間 (5年から残りの平均余命の 50%まで) : 発生 YLDは年齢区間 aから a+L
まで均等に分布していると仮定する。ここで aは発症の平均年齢であり、Lは平均
持続期間である。 

長持続期間 (残りの平均余命の 50%以上) : 残りの平均余命を疾患の平均持続期間に釣
り合わせるために、国別生命表とすべての年齢で比例して増大する死亡率とを用い

て、有疾患生存年数について生命表を作成する。次いで、結果として生じた生命表

のLx (生存延年数) 欄を使用して、発生YLDを各年齢階級に配分する。 

ステップ 5。共有病率に関する調整。2.3節で説明したように、人口 100人あたりの全有障
害 YLDは、その年齢の人口の百分率として測定された重度加重有障害率とみなすことがで
きる。しかし、すべての疾患についてステップ 4 で計算された有障害 YLD を合計すると、
疾患間の共有病率のために有障害率を過大推定することになる。そこで、主要疾患群 (これ
らは国際疾病分類 (ICD) の諸章にほぼ対応する) 間の独立した共有病率について、次のよ
うな補正を行なう。 

           (7) ∏ −−=
g

gxsxs PYLDPYLD )1(1 ,,,

ここでPYLDs,x,gは、性 s、年齢 x、原因gに関する人口 100人あたりの有障害YLDである。
このようにして得られた性 、年齢s xに関する人口 100人あたりのPYLDが、年齢別・性別
の重度加重有障害率となる。 
 
3.4 健康調査の因子分析 

一般的健康状態、並びに身体的・知的障害の評価を含むような人口集団代表データが国

内標本調査を通じて収集され、討議資料[2]で批判的に概説されている。表 5 は、これらの
調査を列挙して、その特徴の一部を要約したものである。国ごとに、年齢 5 歳階級別、性
別に有障害率 (非致命的健康度) を推定するために、Sadana他[2]は、収集された健康度デ 
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表 5. 48ヵ国の 64件の世帯面接調査: 調査の特徴. 地域別. 
                                                                                                                                                                                                                                                         

地域        年次  年齢範囲   標本の大きさ   調査タイプ 
  国        男   女             
AFRO D 
  ガーナ  1987     0 +  6833   7162    総合世帯調査 (LSMS型)     
AFRO E 
コートジボワール 1988     0 +       4933   5174    総合世帯調査 (LSMS型) 

 南アフリカ  1994     0 + 21239  22703    総合世帯調査 (LSMS型) 
 タンザニア  1995    14 +  2210   2068    特定地域調査      
AMRO A 
 米国*  88-94    17 +  9401  10649    国民健康調査 (NHANES III) 
  米国   1994    18 + 35914  41523    国民健康調査(NHIS-D Phase I)  
AMRO B 
 ブラジル  96-97     4 +  9410   9999    総合世帯調査 (LSMS型) 
 ガイアナ         1996     0 +  3869   3924    総合世帯調査 (LSMS型)  
 ジャマイカ  1996     0 +  3422   3510    総合世帯調査 (LSMS型) 
 パナマ  1997     0 + 10838  10599    総合世帯調査 (LSMS型) 
 パラグアイ  1996     4 +  5543   5925    総合世帯調査 (LSMS型)     
AMRO D 
 ペルー  1991     0 +  5795   6051    総合世帯調査 (LSMS型) 
 ペルー*  1994     0 +  9402   9883    総合世帯調査 (LSMS型)     
EMRO B   
 バーレーン  1991    60 +   448    448    WHO協力研究高齢者調査 
 ヨルダン  1991    60 +   545    652    WHO協力研究高齢者調査 
 チュニジア  1991    60 +   658    578    WHO協力研究高齢者調査     
EMRO D 
 エジプト  1991    60 +   710    470    WHO協力研究高齢者調査 
 モロッコ  90-91     0 +  9444  10128    総合世帯調査 (LSMS型) 
 パキスタン* 90-94     0 + 10039   9792    国民健康調査 (NHSP) 
 パキスタン  1991     0 + 18731  17340    総合世帯調査 (LSMS型)         
EURO B 
 ブルガリア  1995     0 +  3350   3577    総合世帯調査 (LSMS型) 
 キルギス  1993    14 +  2617   3030    総合世帯調査 (LSMS型)     
EURO C 
 ロシア  1998    14 +  3750   4918    縦断総合世帯調査      
EURO A 
 オーストリア 1995    15 +  3567   3874    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
 ベルギー  1994    15 +  3872   4249    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1995*    15 +  3666   4066    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
 デンマーク  1994a    15 +  2855   3048    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
    1995*    15 +  2680   2824    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1994b    15 +  2699   2913    国民健康調査 (DHMS:SF-36)    
                (つづく) 

 - 29 -



表 5 (つづき). 48ヵ国の 64件の世帯面接調査: 調査の特徴. 地域別. 
                                                                                                                                                                                                                                                                    

地域       年次 年齢範囲   標本の大きさ             調査タイプ 
  国               男   女                
EURO A 
  フランス  1994    15 +  6839   7494    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
    1995*    15 +  6368   6936    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
  ドイツ  1994    15 +  4150   4366    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1995*    15 +  3885   4073    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
 ギリシャ  1994    15 +  5904   6589    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1995*    15 +  5878   6396    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
  アイルランド 1994    15 +  4922   4982    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1995*    15 +  4263   4268    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
 イタリア  1994    15 +  8660   9071    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1995*    15 +  8704   9079    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
 ルクセンブルグ 1994    15 +   990   1056    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1995*    15 +   957   1011    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
  オランダ  1994    15 +  4457   4950    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1995*    15 +  4299   4852    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
  ポルトガル  1994    15 +  5556   6065    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1995*    15 +  5691   6167    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
  スペイン  1994    15 +  8625   9285    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1995*    15 +  7837   8443    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
  英国   1994    15 +  4986   5531    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
   1995*    15 +  3995   4396    縦断総合世帯調査(ヨーロッパ共同体) 
SEARO B 
インドネシア 1995     0 +       男女計 9901    国民健康調査 (SKRT) 

 インドネシア* 93-94     0 +  5509   5103    縦断総合世帯調査 
  インドネシア 1990    60 +   568    634    WHO協力研究高齢者調査 
  スリランカ  1990    60 +   638    562    WHO協力研究高齢者調査 
  タイ   1990    60 +   598    601    WHO協力研究高齢者調査        
SEARO D 
 バングラデシュ 1996    15 +  5266   6311    特定地域縦断総合世帯調査 
 朝鮮民主主義人民共和国  1990    60 +   585    596    WHO協力研究高齢者調査 
  インド  95-96     0 +    323536  305612   全国総合世帯調査 (第 57回) 
  ミャンマー  1990    60 +   511    710    WHO協力研究高齢者調査 
 ネパール  1994     0 +  9263   9592    総合世帯調査 (LSMS型)        
WPRO B 
  中国   1993     0 +  7836   7846    縦断総合世帯調査 
  フィジー  1986    60 +   360    321    WHO協力研究高齢者調査 
  マレーシア  1986    60 +   389    589    WHO協力研究高齢者調査 
  フィリピン  1986    60 +   326    491    WHO協力研究高齢者調査 
  韓国   1986    60 +   348    593    WHO協力研究高齢者調査    

* 注: 同じ国で 2件以上の調査が行なわれている場合には、* 印を付した調査の結果を DALE推定のために用いた。 
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ータの比較可能性についての方法論的問題の一部を検討する分析的アプローチを提示した。

それらの問題には、設問および回答尺度の範囲と深さにおける差違、並びに年齢別、性別、

その他の人口部分集団別の健康に対する規範と期待に差違がある場合の回答の解釈におけ

る差違が含まれている。いくつかの妥当性・信頼性チェックを行なった上で、この分析に

よって人口調査データに共通する潜在障害次元が確認され、国別および性別に障害レベル

が推定された。 

世界疾病負荷調査のために実施された詳細な分析によると、重度別の有障害率の累積分

布は、図 7 に示されているように、ほぼ指数分布である[7]。国別健康調査の分析から引き
出された潜在的健康因子得点の分布も、一般に指数分布である (図7の右側のグラフ参照)。
従って、重度レベル (又は障害重み) 別の障害分布は、下記のような、パラメータ 2個をも
つ指数分布によって、おおよそ記述することができる。 

     β

β
α x

exd
−

=)(        (8) 

ここで、xは何らかの尺度で測定した障害重み (重度) であり、1が良好な健康に相当し、
0が死亡に等しい状態に相当する。この分布の平均値は下式の通りである。 

     βα ×=d         (9) 

パラメータα は人口集団のうち障害 (障害重みがゼロでない) をもつ人の割合であり、β は
障害をもつ人々の間の平均障害重みであると、容易に解釈される。 
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図 7. 重度重み別の累積有障害率 
左: GBD 1990より。右: ヨーロッパの 4ヵ国の男子(無調整の 

潜在的健康因子得点に基づく障害重みを使用) 

   
図 8 は、いくつかの国々について、潜在的健康因子得点 (0 が良好な健康に相当し、

100%が考えられる最悪の健康度に相当する尺度を用いた百分率として示されている) 
に関する年齢別・性別の平均値を、疾患別分析からの重度加重障害の事前平均値と比較

したものである。潜在的健康因子得点が事前障害推定値とよく一致している国もある 
(たとえば、アイルランドの両性、米国の男子)。しかし、多くの国の場合、潜在的健康
因子得点は、男子と女子で (たとえば、ポルトガル、米国)、あるいは年齢傾向につい
て (たとえば、ブラジル)、かなりの差違がある。多数の発展途上国の場合では、人口
調査で障害を報告する人がごく少なく、そのために、事前障害推定値と比較して、潜在

的健康因子得点の平均値がきわめて低くなっている。図 8のインドに関するグラフがこ
の状況を示している。 
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図 8. 特定の諸国に関する疾患別分析からの潜在健康因子得点と事前有障害率の比較 

1999年 
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Sadana他[2]が詳細に記録しているように、性別・年齢別の自己報告健康データには、各
国特有の偏りがあり、それが健康度・障害度の多国間比較を混乱させる。にもかかわらず、

これらのデータは、人口集団の健康についての情報を含んでいるように思われる。課題は、

調査間及び諸国間の健康度の比較を改善することである。諸国の調査から類似の質問を得

点換算しようとするアプローチは、文化間の自己報告差違に重大な問題があるために、そ

の目的を達成することができなかった[2]。 

健康度の厳密な比較可能性を調査間で実現するためには、様々な調査から引き出された

潜在的健康因子により、異なる人口集団での類似の健康状態を同一の得点に換算すべきで

ある。上述したタイプの自己報告の偏りがないとしても、異なる調査の因子分析から、同

一の順序尺度で健康度を測定する共通の基本的因子が得られるかどうかという問題がある。

たとえば、理想的健康よりも劣る軽症状態をより細かく区別する質問を含む調査では、他

の調査よりも、そのような状態を 0 から 1 までの潜在因子尺度上で、大きい範囲に広がら
せる可能性がある。 

国際的に比較可能な基盤に立った DALEの推定において、人口集団健康度に関する自己
報告による健康調査情報を使用するとすれば、重度加重有障害率の比較可能な推定値が得

られるような方法で、自己報告データについて調査内容及び自己報告の偏りの差違を調整

する必要がある。 

この推定問題を図 9に示す。年齢、性、社会経済的地位、人口集団のその他の特有因子 (文
化的/環境的) といった自己報告健康データの｢偏り｣の決定要因は、真の健康度の決定要因
でもある。我々は、真に良好な健康度をもつと考えられる基準グループ (たとえば、若くて、
社会経済的地位が高い人々) の自己報告健康度を使用して、観測された健康度から真の健康
度を推定するモデルを開発しようと、多数の試みを行なった。しかし、社会グループ間及

び諸国間の偏りの様相はきわめて雑多で、調査人口集団内の健康状況を利用するそうした

｢ブートストラップ｣の修正手順では、調査間で十分比較可能といえるようなデータを作り

出すことができないことが判明した。従って、我々は、自己報告健康調査データの国間の

偏りは、外部修正方法 (真の健康についての、あるいは健康決定要因についての) を使用し
て自己報告データに適切な調整を加えることによるほか、適切に調整することができない

と判断したのである。 
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図 9. 国内人口集団を代表する調査における自己報告健康度からの真の健康度の推定 
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次元の比較可能性を最大限に高め、結果として生じる得点が健

ようにするために、我々は、健康状態の調査報告に含まれてい

りを推定し調整する数理モデルを開発した。モデルは、調査内

調整し、また、結果として生じる潜在健康因子の健康度選好ウ

ための最小限のパラメータセットを推定する目的で、WHO地域
分析 (3.3 節) に基づく障害分布の事前推定値を使用する。この
らのすべてのデータを、諸国の重度加重障害の平均レベルの推

。 

で、モデルと推定手順を簡単に説明しよう。 'f  が確認因子分析
用いて健康調査データから引き出された潜在健康因子得点である

の健康度 (0から 1までの範囲の障害ウェイトによる) であると
関係を、3個のパラメータによって次のように記述する (図 10
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図 10. 報告の偏りと障害重度に関する潜在健康因子得点の調整 

 
第 1のパラメータ 1φ は、健康調査で観測された最悪健康度の障害ウェイトを指定し、第 2

のパラメータ
2φ は、その得点を越えるすべての健康度が良好な健康 1=f に等しいとする潜

在健康因子得点を指定する (図 10参照)。この後者のパラメータは、良好な健康状態にある
人々をさらに区別する質問を含んで、それによって生じる一定範囲内の因子得点すべてを

良好な健康に等しいとするような健康調査をも許容する。このような上限設定の影響は、

Sadana他 (2000) [2] で詳細に論じられている。第 3のパラメータ β は、図 10に示されて
いるように、潜在健康因子得点が重度の増大につれて真の障害ウェイトよりも速くまたは

遅く減少することを可能にする冪(べき)変換を指定するものである。 

我々はこのモデルを使用して、あるWHO地域におけるすべての利用可能な健康調査につ
いて、潜在健康因子得点の尺度を次のように変更した。まず、平均障害重度の事前数値を、

年齢階級 0-4、5-14、15-24、25-34、35-44、45-54、55-64、65-74、75+について、性別に
疾患別の国レベル分析 (3.3 節で説明した) から引き出した。次いで、非線形最適化法を使
用して、平均障害ウェイトと尺度変更した因子得点 の平均値 (すべての年齢階級を結合し
た平均) との差を最小限に抑えるように、パラメータ

f

2φ と β の値を推定した。パラメータ 1φ
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はすべてのモデルで 0.1に設定した。感度分析によって、このパラメータについては、ほぼ
0.0から 0.2の範囲で設定した数値が、尺度変更した因子得点の平均値に大きな影響を及ぼ
さないことが分かった。 

我々は、一定地域内のすべての国々について、可能なかぎり共通の数値
2φ と β を推定す

ること、つまり、方程式 (10) を多数の国のデータに同時に適合させることを目指した。自
己報告の偏りが国々の間でばらついているために、これがめったに達成できないことが分

かり、また、一部の例では、報告行動の年齢による変動を考慮すると、65 歳以上の年齢に
ついては異なる

2φ 値を許容せざるを得なかった。多数の国々の健康調査データは、年齢 60
歳以上に限られていた (表5参照)。それらの国々の場合には、4個の5歳階級 (60-64、65-69、
70-74、75+) について事前障害分布にモデルを当てはめることによって、モデルのパラメ
ータを推定した。 

図 11 では、特定の国々について、年齢別・性別に、尺度変更した健康因子の平均値 (事
後有障害率) を潜在健康因子得点と比較している。一部の国では、事後推定値が潜在健康因
子得点にきわめて類似している (たとえば、アイルランド、ギリシャ、米国男子)。しかし、
多くの国々については、当てはめられた偏りのパラメータが、事後推定値にきわめて大き

な変化を生じさせる結果となった (たとえば、英国、ブラジル、ポルトガル女子)。 

図 12は、ヨーロッパの 13ヵ国について、年齢 7階級 (15-24から 75+まで) に関する事
後 (調整) 有障害率推定値を事前有障害率推定値 (疾患別分析からの) と比較している。こ
れらの国々の場合、潜在健康因子得点は 13ヵ国すべてで同一方式を使用した単一の共通健
康調査から導き出されている (表 5参照)。図 13も同様に、アフリカの 4ヵ国の年齢 9階級
について事前と事後の有障害率推定値を比較したものである。 

図 14は、事後有障害率推定値と国別健康調査の最初の因子分析から引き出された (無調
整) 潜在健康因子得点との差違を示している。最初の 6個のグラフは、ヨーロッパとアメリ
カ州の特定の国々に関するものである。ヨーロッパ諸国の場合、健康調査データからは平

均加重有障害率の水準と年齢傾向に中度の変化が生じている。米国の場合は、最高齢の男

子年齢層を除いて、事前と事後の推定値がきわめて近い。ブラジルについては、健康調査

データの使用によって、両性共にすべての年齢で事後推定値が事前障害率推定値よりも低

くなる結果となった。次の 6個のグラフ (図 14つづき) は、アフリカ、アジア、西太平洋
地域の特定の国々に関するものである。ガーナとコートジボワールでは、健康調査データ

が、若年層で事前障害水準の推定値を越えて上昇させる結果となっている。 

健康調査データの分析の結果として、韓国では高齢層の事前障害水準の推定値からの低

下が生じ、朝鮮民主主義人民共和国では高齢層の事前障害水準の推定値からの上昇が生じ

た。タイとミャンマーについては、60 歳以上の健康調査データしかなかった。このデータ
の分析の結果として、両国とも、高齢層（75 歳以上）の事前有障害率の推定値からの上昇
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が生じた。 

上述の方法を用いて、すべての WHO 加盟国について、性別・年齢別の加重有障害率の
推定値が求められた。適切な世帯調査からの個票データを得られなかった国々については、

1999年のWHO地域別疾病負荷推定値と国別疫学情報とに基づいて、国ごとに年齢別・性
別・原因別に算出した年齢 5歳階級別および性別の有障害率推定値を使用した。 

図 15 は、その結果得られた 1999 年の年齢別・性別の加重有障害率分布を 14 の WHO
死亡率小地域について示したものである。これらの有障害率は、各小地域における加盟国

の有障害率に人口ウェイトを付し、合計することによって求めたものである。 
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図 11. 特定国についての事後(調整健康調査)有障害率と潜在健康因子得点. 1999年 
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図 12. 年齢 7階級別・性別の事後(調整)有障害率と事前有障害率の比較 
ヨーロッパ 13ヵ国、1995年 

   

 
 

図 13. 年齢 9階級別・性別の事後(調整)有障害率と事前有障害率の比較 
アフリカ 4ヵ国 

    
   

 - 40 -



図 14. 特定国についての事後 (調整健康調査) 有障害率と事前有障害率. 1999年 
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図 14 (つづき). 特定国についての事後 (調整健康調査) 有障害率と事前有障害率. 1999年 
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図 15. 年齢別、性別、WHO死亡率小地域別の加重有障害率(%). 1999年 
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3.6 DALEの算出 

Sullivanの方法を用いて、国別生命表と重度加重障害率推定値から各加盟国の DALEを
算出した。Sullivanの方法は、現人口の各年齢の観測有障害率 (一定の時点における) を用
いて、様々な年齢の期間生命表コウホートの仮定的生存年数を有障害年数と無障害年数と

に分割する。その方法を表 6に示す。 

表 6.  Sullivanの方法による無障害平均寿命の計算例 
                                                                                            
       通常の生命表      有障害率    有障害 無障害   DLEx      DFLEx 
年齢   生存数   生存年数  平均余命   (%)      年数  年数   有障害 無障害 
x       lｘ   Lｘ ｘ 余命      e    prevx    YDx YWDx   平均余命   平均
                                                 
 0   100000 496210   74.98    4.5     22130 474080  16.60 58.38 
 5     99134 495425   70.63    9.6     47506 447919  16.52 54.11 
10    99045 495018   65.69    8.6     42568 452450  16.05 49.64 
15     98940 493916   60.76    5.7     28100 465816  15.64 45.12 
20     98572 491448   55.98    7.6     37433 454015  15.41 40.56 
25     97997 488469   51.29    8.5     41623   446846  15.12 36.17 
30     97383 485285   46.60   10.6     51280   434005  14.79 31.81 
35     96722 481816   41.90   12.2     59013   422803  14.36 27.54 
40     95988 477781   37.20      14.3     68247 409534  13.86 23.34 
45     95079 472220   32.53   17.9     84507   387713  13.27 19.26 
50     93701 463324   27.97      23.5    108766   354558  12.57 15.40 
55     91452 448652   23.59      30.9    138780   309872  11.68 11.90 
60     87702 424469   19.48      41.6    176738   247731  10.60  8.88 
65     81656 386806   15.73      44.0    170265 216541   9.22  6.50 
70     72512 332217   12.38      58.3    193526 138691   8.04  4.34 
75     59796 259645    9.45   59.6    154714 104931   6.51  2.94 
80     43550 173081    7.02   73.2    126672    46409   5.39  1.63 
85     25802 132424    5.13   81.5    107916  24508   4.18  0.95   
                                                 

注: 最初の 4欄は、人口集団の標準的生命表より。 
lｘは、仮定的生命表コウホートの年齢xにおける生存数。 
Lｘは、生命表コウホートが年齢xからx+5の期間中に生存する延年数。 
prevｘは、人口集団内の年齢xからx+5における有障害率。 
有障害年数 YDx = Lx * prevx 

無障害年数 YWDx = Lx * (1－prevx) 
DLExは、有障害年数を年齢x以上について合計し、lxで除したもの。 
DFLExは、無障害年数を年齢x以上について合計し、lxで除したもの。 

DALE は、有障害率の代わりに重度加重有障害率を使用して、表 6 に示したと同一の方
法で計算することができる。国別生命表諸関数における標準の表記法を用いて、我々は年

齢 xの DALEを次のように算出した。 

Dx             年齢xとx+5の間の重度加重有障害率 

YDx = Lx * Dx        年齢xとx+5の間に障害によって失われた等価健康生存年数 

YWDx = Lx * (1-Dx)     年齢xとx+5の間の等価健康生存年数。Lxは、生命表人口によ

る年齢xとx+5の間の生存延年数である。 
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年齢xのDALEは、i = xからw (生命表の最後の開いた年齢区間) までのYWDiの和をlx (年
齢xの生存者数) で割ったものである。 
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DLEx、つまり障害によって失われた等価健康生存年数は、i = x からwまでのYDiの和を

lx (年齢xの生存者数) で割ったものである。 
 
3.7 不確実性分析 

Salomon and Murray [89] によって記述されたWHO加盟国の平均余命とその他の生命
表諸関数については、不確実性区間が推定されている。標本誤差、間接推定手法、将来予

測による不確実性を捕捉するために、各加盟国について合計 1000 個の生命表を作成して、
生命表の主要関数の不確実性分布を数値化した。HIV が大流行している国々については、
年齢別・性別の HIV/AIDS 死亡数の規模とその不確実性区間に関する最近の推定値を、生
命表の不確実性分析に組み込んだ。 

各国について、国レベルの加重有障害率の不確実性の程度も推定した。これは主として

下記の項目における不確実性レベルによって決定される。 

(a) 特定疾患に関連した障害の保有率、発生率、重度の疫学的推定値 

(b) 発生 YLDからの有障害 YLDの推定 

(c) 共有病率に関する調整の近似性 

これらすべての理由にもかかわらず、各年齢層内での不確実性分布は、こどもに関して、

成人に関して、また、高齢層でも、きわめて相関が高いようである。不確実性を控え目に

推定するために、我々は広い年齢範囲 0-14、15-29、30-44、45-59、60-69、70+ 内の各年
齢階級の不確実性間に 100%の相関があるものと仮定した (従って、一つの有障害分布サン
プルの場合、不確実性はこれらの年齢範囲内のすべての年齢で高いか、またはすべての年

齢で低い、とした)。各加盟国の DALE推定値の不確実性分布を数値化するために、各加盟
国の合計 1000 個の DALE 生命表を作成し、それを、同時に、生命表と有障害率の不確実
性の標本とした。平均寿命、DALE、国別順位付けについての不確実性の推定に使用した手
法は、Salomon and Murray [89] でさらに論じられている。 
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付表 A に示され、また、4 章のグラフと表に示されているこれらの数値に関する不確実
性区間は、それぞれに関する不確実性分布の第 10 百分位数と第 90 百分位数である。従っ
て、不確実性区間は、推定値についての 80%の不確実性区間を定めるものである。順位づ
けの不確実性は、各国の DALE測定の不確実性の関数であるばかりでなく、順位表内での
隣接諸国の測定についての不確実性の関数でもある。 
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4章 結果 

前章で概説した方法により、WHO 加盟 191 カ国、並びに世界の 14 の死亡率小地域、
WHOの 6地域、世界全人口について、1999年の健康余命 (DALE) を性別に推定した。こ
れらの健康余命推定値は、国別死亡率推定値、死因パターン、疫学的分析、そして入手可

能な場合には健康調査データに基づいている。本章では、その結果を解説する。なお、付

表 Aに、加盟国ごとに 0歳と 60歳の DALEの推定値と不確実性区間を掲げておく。 
 
4.1 WHO地域別および全世界の 1999年における DALE 

死亡率および障害に関する国別推定値を総計することにより、WHO 6地域と全世界の平
均余命（LE）と健康余命（DALE）を推定した (表 7)。1999年の地域別出生時健康寿命は
アフリカ男子の 37年という最低値から、主として西ヨーロッパの低死亡率諸国の女子のほ
ぼ 70年という最高値までの範囲にわたっている。つまり、世界の主要地域人口間の健康寿
命には、ほぼ 2倍の差がある。60歳の地域別健康余命をみると、アフリカの男子の 8.4年
からヨーロッパおよび北米の女子の約 22年までの範囲にわたる。 

DALE と平均余命との差が DLE（障害による予想｢損失｣年数）であり、図 16 に明るい
色の領域として示されている。障害によって「失われた」等価健康生存年数は、アフリカ

の 18.9% (出生時の平均寿命に対する割合) からヨーロッパ地域の 8.8%にわたっている。
60 歳時では、障害によって失われた等価健康生存年数は、老齢での有障害率の高さのため
に、残りの平均余命の大きな割合を占めており、サハラ以南のアフリカの約 40%から先進
国の約 20%までとなっている。 
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表 7. 性別および男女計の出生時と 60歳時の平均余命 (LE)、健康余命 (DALE)、LEの 
百分率としての障害による損失年数 (DLE%) . WHO地域別と全世界、1999年 

                                                                                                                                                                                                                  

             男女計              男子         女子             
WHO地域 DALE   LE    DLE   DALE   LE    DLE   DALE   LE     DLE 
       (年)     (年)    (%)      (年)    (年)    (%)      (年)    (年)     (%)      
出生時 
AFRO     37.5   46.3   18.9     37.3   45.6   18.1     37.8   47.0   19.7  

 AMRO 65.2  72.7   10.4      62.3   69.5   10.4     68.1 76.0  10.3 
 EMRO 54.5   61.9   12.0      54.4   61.2   11.1     54.6 62.6  12.8 
 EURO 66.5   72.9    8.8       63.1   69.1    8.6     69.8 76.7   9.0 
 SEARO 53.9   61.2   11.9  53.3   60.2   11.5     54.4 62.1  12.4 
 WPRO 63.3   70.4   10.2  61.9   68.5   9.7     64.7 72.4  10.4    
 全世界 56.8   64.5   11.9  55.8   62.5   10.7     57.8 66.4  12.9    
60歳時 
AFRO  9.0  14.9   39.5        8.4   14.4   42.0      9.6 15.3  37.1 

 AMRO 16.0   20.5   21.7      14.5   18.6  22.3     17.5 22.3  21.3 
 EMRO 10.6   14.5   27.2       10.6   14.4   26.8     10.6 14.6   27.7 
EURO 15.8   19.6   19.4       14.0   17.5   19.7     17.6     21.8  19.2 

 SEARO 12.1   16.1   24.7  11.5   15.4  25.3     12.7     16.8  24.1 
 WPRO 13.7   18.0   23.9   12.6   16.5  23.7     14.9     19.6  24.0  
 全世界 13.5   18.0   24.7   12.6   16.6  23.6     14.4     19.4  25.6  
 
 
 
図 16.  WHO地域別全人口についての出生時の障害調整平均寿命 (DALE)、障害による

損失健康寿命 (DLE)、および平均寿命 (LE). 1999年 
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4.2 世界の 14の死亡率小地域の 1999年における DALE 

世界の 14 の死亡率小地域について DALE を算出すると、その格差はさらに大きくなる 
(表 8)。1999年の小地域別出生時健康寿命は、アフリカにおける死亡率がきわめて高い小地
域の男子の 35年という最低値から、西太平洋地域の死亡率の低い諸国（日本、オーストラ
リア、ニュージーランド、シンガポールが含まれる）の女子のほぼ 77年という最高値まで
の範囲にあった。図 17 は、1999 年の 14 死亡率小地域の出生時 DALEと平均寿命を比較
している。図 18は、同様に、60歳時の DALEと平均余命を比較している。 

D と E の両小地域のアフリカ諸国のきわめて低い平均健康寿命 (余命) は、HIV/AIDS、
マラリア、その他の伝染性疾患、母性・周産期疾患、栄養性疾患、傷害の負荷が高いこと

を反映している。 

図 19は、14死亡率小地域の男女別の平均寿命と DALEの間の関係を要約している。LE
と DALEの差は、アフリカの諸小地域の 8～9年から先進国の女子の 5～6年の間までであ
る。豊かで先進的な諸国の方が人々は長生きで、高齢になれば非致命的障害を負う機会が

大きいはずなのに、障害はむしろ、貧しい諸国において健康寿命に対し、より大きな絶対

的 (そして相対的) な影響を及ぼしている。平均寿命を等価健康年数と健康損失年数に分け
ると、豊かな諸国と貧しい諸国との健康度の差は、狭まるのではなく、広がるのである。 
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表 8. 性別および男女計の出生時と 60歳時の平均余命 (LE)、健康余命（DALE)、 
LEの百分率としての障害による損失年数 (DLE%). 死亡率小地域別、1999年 

                                          
    男女計         男子        女子            
WHO地域   DALE   LE     DLE    DALE   LE    DLE    DALE   LE     DLE   
      (年)  (年)   (%)     (年)  (年)   (%)     (年)  (年)   (%)   
出生時 

AFRO D   40.3    49.4    18.5     40.0    48.5    17.6     40.6    50.4    19.4 
  AFRO E   35.4    43.9    19.3     35.3    43.3    18.6     35.6    44.5    20.0 
  AMRO A    70.4    76.9     8.4     67.9    74.0     8.3     73.0    79.8     8.5 
 AMRO B   62.7    71.0    11.7     59.5    67.5    11.9     65.9    74.5    11.6 

  AMRO D   55.9    64.1    12.7     54.5    62.3    12.6     57.4    65.8    12.8 
  EMRO B   61.0    67.7    10.0     61.7    67.3     8.3     60.2    68.2    11.6 
  EMRO D    52.5    60.1    12.8     52.0    59.3    12.3     52.9    61.0    13.3 
  EURO A   71.8    77.7     7.6     69.0    74.5     7.4     74.7    81.0     7.7 
  EURO B   62.8    69.8    10.0     60.7    67.0     9.4     64.9    72.6    10.8 
  EURO C    61.8    68.4     9.9     56.6    62.9    10.0     66.6    73.9     9.8 
  SEARO B   59.8    67.8    11.8     58.5    66.1    11.6     61.1    69.4    11.9 
  SEARO D   52.8    60.0    12.0     52.4    59.2    11.5     53.1    60.7    12.5 
  WPRO A   74.4    80.6     7.7     71.7    77.3     7.2     77.1    83.9     8.2 
  WPRO B   61.9    69.3    10.6     60.8    67.5    10.0     63.1    71.0    11.1   
   全世界    56.8    64.5    11.9     55.8    62.5    10.7     57.8    66.4    12.9   
60歳時 
 AFRO D    9.6    15.6    38.3      9.1    15.1    40.1     10.2    16.0    36.6 
  AFRO E     8.5    14.2    40.6      7.7    13.8    43.9      9.2    14.7    37.5 
  AMRO A   17.1    21.5    20.2     15.4    19.5    20.8     18.8    23.4    19.6 
  AMRO B   15.1    19.7    23.4     13.7    17.9    23.7     16.4    21.4    23.2 
  AMRO D   11.4    15.8    28.0     11.1    15.3    27.4     11.7    16.4    28.5 
  EMRO B   11.0    14.5    23.7     11.4    14.5    21.1     10.6    14.5    26.4 
  EMRO D   10.4    14.6    28.7     10.2    14.4    29.2     10.5    14.7    28.2 
  EURO A   17.7    21.4    17.2     15.8    19.1    17.3     19.6    23.7    17.2 
  EURO B   14.5    18.3    20.8     13.3    16.7    20.5     15.7    19.9    21.0 
  EURO C   13.2    17.2    23.3     11.0    14.7    25.2     15.3    19.7    21.9 
  SEARO B   15.3    20.1    23.9     15.3    20.1    23.9     15.4    20.2    23.9 
  SEARO D   11.5    15.4    24.9     10.9    14.6    25.7     12.2    16.1    24.1 
  WPRO A   19.6    23.7    17.2     17.6    21.1    16.5     21.6    26.3    17.7 
  WPRO B   12.8    17.1    25.5     11.8    15.8    25.3     13.7    18.4    25.6  
   全世界   13.5    18.0    24.7     12.6    16.6    23.6     14.4    19.4    25.6  
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図 17. 死亡率小地域別の全人口の出生時の障害調整平均寿命(DALE) と平均寿命 (LE) 
1999年 

 

 
 
図 18. 死亡率小地域別の全人口の年齢 60歳における障害調整平均余命(DALE) と 

平均余命 (LE).  1999年 
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図 19.  WHO死亡率小地域別の男子と女子の出生時および 60歳時における 
平均余命と障害調整平均余命. 1999年 

（点線は有障害生存期間なし、すなわち、平均余命と DALEが一致する状況に相当する） 

 

 
DALEの変動に対する疾病・傷害の相対的寄与は、DALYsで測定した健康寿命損失によ
って要約するのが最善である。「世界保健報告」には、14 死亡率小地域の 100 個以上の疾
病・傷害カテゴリーに関する詳細な DALYs推定値を掲載してある。表 9に、世界の DALYs
の主要な原因を男女別に示した。順位は両性で大まかには類似しているが、重要な差違が

ある。例えば、周産期疾患、HIV/AIDS、下気道感染症が DALYsの 3大原因であるが、そ
れらの相対的重要性は、男子と女子でやや異なっている。さらに重要なことに、女子では

鬱病が疾病負荷の第 4の主要原因であるが、男子では第 9位である。母性疾患は女子の第 7
位の主要原因で、1999 年には世界疾病負荷のほぼ 4%を占めている。道路交通事故は、男
子では総疾病負荷の主要原因 (3.9%) であるが、女子ではそうではない。南アジア、東ヨー
ロッパ、西太平洋の各地域の一部では、総疾病負荷の 20%以上が傷害のみによるものであ
る。 

世界の豊かな地域と貧しい地域の間には、疫学的パターンに著しい対照がある (表 9)。た
とえば、より先進的な諸国では、伝染性・母性・周産期・栄養性の疾患による疾病負荷の

比率が一般に約 5%であるのに対して、アフリカでは 70～75%である。特に、疾病負荷の主
要原因は、1999 年のアフリカでは HIV/AIDS (20.0%)、マラリア (10.0%)、急性下気道感
染症（8.4%）であったのに対して、工業諸国では虚血性心疾患、鬱病、アルコール依存症、
脳卒中であった（表 9）。 
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表 9.  14の死亡率小地域の健康寿命損失 (DALYsにおける) の 10大原因. 1999年 
                                         
    全世界     DALYs (1000)  %                                                
1 急性下気道感染症   96 682   6.7  
2 HIV/AIDS    89 819   6.2 
3 周産期病態   89 508   6.2 
4 下痢疾患    72 063   5.0 
5 単極性鬱病   59 030   4.1 
6 虚血性心疾患   58 981   4.1 
7 脳血管疾患   40 856   3.5 
8 マラリア    44 998   3.1 
9 道路交通事故   39 573   2.8 
10 慢性閉塞性肺疾患   38 156   2.7 
全原因        1 438 154   100                                              
 AFRO D    DALYs (1000)  %     AFRO E             DALYs (1000)  %  
1 マラリア    18 600  11.7   HIV/AIDS       58 671  11.7 
2 HIV/AIDS    15 778  10.0  マラリア     18 238   8.5 
3 急性下気道感染症   14 858   9.4  急性下気道感染症     16 871   7.8 
4 周産期病態   12 351   7.8  下痢疾患      12 454   5.8 
5 下痢疾患    11 867   7.5  周産期病態      11 746   5.5 
6 麻疹     8 762   5.5  麻疹        8 701   4.0 
7 母体の病態    4 954   3.1  母体の病態       7 571   3.5 
8 先天異常     3 180   2.0  結核        5 563   2.6 
9 結核     3 158   2.0  先天異常       3 257   1.5 
10 道路交通事故    3 011   1.9  道路交通事故       3 207   1.5 
全原因          158 439   100  全原因      214 921   100  
 AMRO A    DALYs (1000)  %     AMRO B             DALYs (1000)  %   
1 虚血性心疾患    3 298   8.5  単極性鬱病       4 240   6.0 
2 単極性鬱病    2 623   6.8  アルコール依存症      3 762   5.3 
3 アルコール依存症    1 863   4.8  周産期病態       3 707   5.2 
4 糖尿病     1 628   4.2  栄養・代謝障害      3 386   4.8 
5 道路交通事故    1 612   4.2  殺人・暴力       3 000   4.2 
6 気管/気管支/肺の癌   1 509   3.9  虚血性心疾患       2 915   4.1 
7 脳血管疾患    1 410   3.7  道路交通事故       2 901   4.1 
8 慢性閉塞性肺疾患    1 267   3.3  急性下気道感染症      2 315   3.3 
9 アルツハイマー病、その他痴呆  1 141   3.0  骨関節炎       2 224   3.1 
10 骨関節炎     1 087   2.8  脳血管疾患       2 208   3.1 
全原因     38 627   100  全原因      70 969   100   
 AMRO D     DALYs (1000)  %     EMRO B              DALYs (1000)  %   
1 周産期病態    1 283   7.8  虚血性心疾患       1 484   7.1 
2 急性下気道感染症    1 054   6.4  単極性鬱病       1 312   6.3 
3 下痢疾患       770   4.7  周産期病態       1 134   5.4 
4 アルコール依存症      656   4.0  脳血管疾患       1 041   5.0 
5 単極性鬱病      646   3.9  糖尿病         977   4.7 
6 糖尿病       625   3.8  急性下気道感染症        921   4.4 
7 HIV/AIDS       621   3.8  道路交通事故         881   4.2 
8 栄養・代謝障害      588   3.6  母体の病態         704   3.4 
9 結核       471   2.9  貧血          607   2.9 
10 肝硬変       453   2.8  栄養・代謝障害        492   2.4 
全原因     16 346   100  全原因      20 895   100   
            (つづく) 
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表 9 (つづき). 14の死亡率小地域の健康寿命損失 (DALYsにおける)の 10大原因. 1999年 
                                         
    EMRO D    DALYs (1000)  %     EURO A             DALYs (1000)  %   
1 周産期病態   10 621  10.4  虚血性心疾患       4 757   9.7 
2 急性下気道感染症    9 625   9.5  単極性鬱病       3 376   6.9 
3 下痢疾患     9 146   9.0  脳血管疾患       2 857   5.8 
4 先天異常     5 446   5.4  アルコール依存症      2 562   5.2 
5 虚血性心疾患    3 588   3.5  気管/気管支/肺の癌      1 774   3.6 
6 単極性鬱病    3 227   3.2  アルツハイマー病、その他痴呆   1 737   3.5 
7 麻疹     3 020   3.0  骨関節炎       1 508   3.1 
8 マラリア     2 727   2.7  慢性閉塞性肺疾患      1 441   2.9 
9 結核     2 298   2.3  道路交通事故       1 423   2.9 
10 脳血管疾患    2 277   2.2  糖尿病       1 176   2.4 
全原因          101 688  100   全原因       48 999   100                     
 EURO B    DALYs (1000)  %     EURO C             DALYs (1000)  %  
1 虚血性心疾患    2 986   8.2  虚血性心疾患       7 113  14.0 
2 脳血管疾患    2 727   7.5  脳血管疾患       5 584  11.0 
3 単極性鬱病    1 964   5.4  単極性鬱病       2 297   4.5 
4 急性下気道感染症    1 435   3.9  自傷・自殺       2 200   4.3 
5 道路交通事故    1 355   3.7  道路交通事故       1 589   3.1 
6 周産期病態    1 269   3.5  骨関節炎       1 481   2.9 
7 アルコール依存症    1 192   3.3  中毒        1 396   2.7 
8 骨関節炎     1 151   3.2  慢性閉塞性肺疾患      1 323   2.6 
9 糖尿病       876   2.4  殺人・暴力       1 240   2.4 
10 下痢疾患       875   2.4  アルコール依存症      1 140   2.2 
全原因           36 484   100  全原因       50 868   100  
 SEARO B    DALYs (1000)  %     SEARO D             DALYs (1000)  %   
1 周産期病態    6 362  11.2  急性下気道感染症     33 746   9.5 
2 道路交通事故    4 377   7.7   下痢疾患      28 960   8.1 
3 結核     3 453   6.1  周産期病態      26 353   7.4 
4 単極性鬱病    3 104   5.5  虚血性心疾患      20 133   5.7 
5 急性下気道感染症    2 904   5.1  転倒・転落      13 742   3.9 
6 脳血管疾患    2 041   3.6  単極性鬱病      12 165   3.4 
7 貧血     1 749   3.1  先天異常      10 889   3.1 
8 虚血性心疾患    1 732   3.1  結核       10 648   3.0 
9 転倒・転落    1 515   2.7  脳血管疾患       8 639   2.4 
10 自傷・自殺    1 207   2.1  貧血        8 462   2.4 
全原因     56 604   100  全原因     355 876   100   
 WPRO A     DALYs (1000)  %     WPRO B              DALYs (1000)  %   
1 単極性鬱病    1 255   8.2  慢性閉塞性肺疾患     22 593   9.0 
2 脳血管疾患    1 160   7.6  単極性鬱病      17 132   6.8 
3 虚血性心疾患      721   4.7  脳血管疾患      15 982   6.3 
4 アルコール依存症      714   4.7  周産期病態      12 914   5.1 
5 骨関節炎       599   3.9  急性下気道感染症     10 798   4.3 
6 アルツハイマー病、その他痴呆    580   3.8  道路交通事故       8 615   3.4 
7 自傷・自殺      513   3.4  自傷・自殺       8 407   3.3 
8 胃癌       462   3.0  貧血        7 764   3.1 
9 気管/気管支/肺の癌     448   2.9  転倒・転落       7 316   2.9 
10 道路交通事故      414   2.7  先天異常       6 955   2.8  
全原因     15 235   100  全原因     252 204   100   
 
 
 

 - 54 -



4.3 1999年における世界 DALEと障害重度分布 

1999年における世界の全人口の平均寿命は 64.5年であり、過去 20年間で約 6年の増加
であった。出生時の世界健康寿命は 56.8 年で、全平均寿命よりも 7.7 年低い (表 7 参照)。
また、全世界の女子の健康寿命は 57.8年で、男子の健康寿命 55.8年よりも 2.0年高い。 

図 20は、15歳間隔の年齢ごとの DALE、DLE、および LEの世界推定値を示している。
この図では、各年齢の棒グラフの下底の出発点をその年齢の値としているので、棒の上端

は、その年齢に到達した人の予想死亡年齢に一致するようになっている。また、予想死亡

年齢は、到達した年齢につれて上昇する。それは、その年齢に到達したグループが、それ

以前の年齢で死なずに生き残った人々だけで構成されているからである。 

「世界保健報告 2000」における DALE分析の主眼は、重度加重有障害率及び障害調整平
均寿命 (健康寿命) を推定することにあったが、世界の有障害率パターンも、併せて推定し
た。その際の障害重度の分類には、1990年世界疾病負荷調査で使用された 7段階を用いた 
[7,34]。図 21 は、世界総人口の生存曲線を上記 7 段階の障害重度別の状態に分解したもの
である。2.3 節で説明したように、世界の全健康寿命 (DALE) は、生存曲線より下の各領
域について、その障害重みの補数 (1から重みを引いた値) で加重した面積に当たる。 
 

図 20. 年齢別世界障害調整平均余命(DALE)、障害によって失われた 
世界健康生存年数(DLE)、および世界平均寿命(LE). 1999年 
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図 21.  7段階の障害重度に関する推定世界生存曲線. 1999年 
(障害重度階級と平均重みはMurray and Lopez (1996) に定義されたもの 
であり、各障害クラスの平均予想生存年数が括弧内に示されている) 
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表 10. 出生時 DALE(年数
                 
 順位 上位 10カ国  DALE   順位の不
  1 日本    74.5    1 
   2 オーストラリア  73.2  2 - 1
   3 フランス   73.1  2 - 7
   4 スウェーデン   73.0  2 - 8
   5 スペイン   72.8  3 - 1
   6 イタリア   72.7  3 - 1
   7 ギリシャ   72.5  5 - 1
   8 スイス      72.5  4 - 1
   9 モナコ      72.4  2 - 1
  10 アンドラ   72.3  6 - 1
注* : DALE順位の第 10百分位数と第 90百
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 8 ジンバブエ 
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位数で、国別 DALEの
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ップである (表 10)。これを
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あり、その後に西ヨーロッ

いては、順位にかなりの不

6位から 10位の範囲に重な
実性区間は 8位～14位、米
10ヵ国はすべてアフリカの
低さである。 

0ヵ国、1999年 
             
   DALE   順位の不確実性   
ネ 25.9       191 

29.1      189 - 190 
29.4      188 - 190 
30.3      188 - 189 
32.3    185 - 187 
32.7    183 - 187 
32.8    181 - 187 
32.9    181 - 187 
33.1    181 - 186 
33.5    180 - 185       

不確実性推定値に基づく。 
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図 22に 1999年の世界各国の健康寿命の状況を示した。それによると、ヨーロッパの低
死亡率地域と高死亡率地域の間の差や、発展途上諸国と先進国の間の格差が、際立って大

きいことが分る。1999年の出生時健康寿命は、日本が 74.5年でトップである。性別にみる
と、女子が 77.2年、男子が 71.9年であった。そして、平均寿命は、男子が 77.6年で女子
が 84.3 年であった。日本の DALE は、きわめて高い平均寿命 (低い死亡率)、並びに他の
低死亡率諸国とほぼ同レベルの障害状態を反映したものである。 

世界第 2位はオーストラリアで、DALEは 73.2年である。DALE推定値は、不確実性区
間がきわめて大きいことに留意されたい。オーストラリアの 80%区間は 72.7年～74.1年で
あり、順位の不確実性区間に言い換えれば 2位～10位である。図 23は、出生時 DALEの
平均値推定量に対する不確実性区間を、WHO 加盟国 191 ヵ国全てについてプロットした
ものである。図 24は、図 23を順位の不確実性に置き換えたものである。 

ニュージーランドの健康寿命は 69.2年で、オーストラリアよりも 4年低い。一方、平均
寿命の差は 2.8年に縮まる。ニュージーランド人は、1970年代まではオーストラリア人よ
りも長生きであったが、1980 年代に入り、遅れを取ることになる[90]。この死亡ギャップ
は、オーストラリア人に比べ、ニュージーランド人の方が、障害のより高い水準にある結

果生じたものである。それは、循環器疾患、糖尿病、および傷害の有病率の高さ、そして、

人口に占める先住民の割合が高いこと、を反映している。 

米国の DALEは 70.0年で、24位である。それに対し、カナダは 72.0年で 12位、キュ
ーバは 68.4 年で 33 位である。アメリカ大陸で比較的高い健康寿命を記録した国は、他に
ドミニカ (69.8年)、チリ (68.6年)、ウルグアイ (67.0年)、それに 66.7年のアルゼンチン
とコスタリカがある。ブラジルは、国土の南半分の健康寿命の高い地域と、北半分の低い

健康寿命の地域とに分かれている。その結果、全平均は 59.1年と、かなり低くなっている。
性別では、男子が 55.2年、女子が 62.9年である。 

中国の健康寿命は 62.3年で、全世界の平均を上回っている。性別では、女子が 63.3年、
男子が 61.2年である。アジア地域の他の諸国は、総じて DALEが低い。ベトナムでは近年、
健康水準の改善が進んでいるが、健康寿命でみると未だ 58.2年である。一方、タイはここ
10年来、改善の速度が停滞気味であるが、それでも 60.2年で、ベトナムより高い水準にあ
る。また、ミャンマーの健康寿命はわずか 52年で、東南アジア近隣諸国の中でも際立って
低い。 

ロシアをみると、女子の健康寿命は 66.4年で、ヨーロッパ平均を 3年下回っている。一
方、男子はわずかに 56.1年で、ヨーロッパ平均より 7年も低く、世界の中でも男女差の最
も大きな国の一つとなっている。これは、1990年代初頭における成人男子死亡率の急激な
上昇を反映したものである (後出の 4.5 節参照)。旧ソ連の他の諸国についても、同様な死
亡の傾向が観察される。 
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DALEの下位 10ヵ国は、すべてサハラ以南のアフリカにあり、HIV/AIDSが蔓延してい
る地域に対応している（表 10）。南部アフリカのいくつかの国では、平均寿命は、HIV を
除外した場合の平均寿命と比較して、15年から 20年短くなっている。また、その他の南部
アフリカの国々でも、HIV のために 5 年から 10 年の平均寿命を失っている[84]。 AIDS
は、今やサハラ以南のアフリカの死因第 1 位であり、マラリア、結核、肺炎、下痢疾患と
いった従来の主要死因をはるかに上回っている。アフリカでは、1999 年に 220 万の人が
AIDSのために亡くなっているが、10年前をみると AIDSによる死亡者数は 30万人にすぎ
なかったのである。 

図 25と図 26はそれぞれ、男子と女子の健康寿命を世界地図に示したものである。また、
付表 Aには、各加盟国の推定結果の詳細を掲載してある。 
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図 23.  191加盟国の DALEの不確実性と出生時平均 DALE. 1999年 
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図 24. 191加盟国の DALE順位の不確実性と平均順位. 1999年 
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4.5 有障害生存年数の期待値 

各国の平均余命（LE）と健康余命（DALE）の間には、出生時 (図 27) においても、60
歳時 (図 28) においても、かなり強い相関関係がある。また、このような DALEと LEの
相関関係は、男女で差がみられないことが分かる。しかし、有障害生存年数 DLE (= LE－
DALEとして定義される）と LEの関係は、図 29と図 30にみるように、出生時の DLEが、
LEの増加につれて低下していくことが見て取れる。LEと DALE双方の不確実性区間を考
慮に入れると、10％の有意確率で回帰直線の傾きが 0 でないことが統計的に検証され、そ
の係数は男女それぞれ－0.053 と－0.035 と推定される。さらに、男子と女子の勾配差も、
統計的に有意である。60 歳時での回帰直線の傾きは、男子と女子でそれぞれ－0.043 と
+0.034であり、女子の係数のみが、0から有意にはずれている。しかし、係数の男女差は、
60歳でもやはり有意である。このことは、女子の場合、高齢期になると、男子とは異なり、
傷病状態でいる期間が伸びることを示しているといえよう。これは、高齢女性の平均余命

が男子より長いこと、および、加齢と共に有障害率が高まることが原因であろう． 

少なくとも、1999年現在で各国を横断的に見れば、傷病全般の絶対量の圧縮が起こって
いると考えられる。つまり、平均寿命が増加するにつれて、出生時の DLEの絶対値（すな
わち、年数）が、わずかながらも減少しているのである。これは、平均寿命が増加するに

つれて、全平均寿命に占める DLE の割合が相当程度減少することを意味している (図 31
と図 32)。 

DLE は、疾病や傷害に起因する有障害生存によって失われる等価健康生存年数に相当す
る。健康寿命は平均寿命よりも短く、その差はアフリカの約 9 年から日本やオーストラリ
アといった国々の 6 年までにわたっている。そして、損失健康生存年数の全平均寿命に対
する割合は、サハラ以南のアフリカの 20%から、西太平洋地域、主として日本、オースト
ラリア、ニュージーランド、シンガポールといった低死亡率諸国の 10%までにわたってい
る (図 33 と図 34)。平均寿命の長い国々は、障害による損失健康生存年数も少ない。高い
レベルの死亡率は、一般により多くの障害を伴うと言える。表 11は、全平均寿命の百分率
としての有障害で生存することによって「失われる」等価健康生存年数（DLE/LE × 100）
について、世界の上位 10ヵ国と下位 10ヵ国を示したものである。 
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表 11. 出生時 DLE/LE%、上位 10ヵ国と下位 10ヵ国、1999年 
                                    
 順位 上位 10カ国    DLE/LE (%)      順位 下位 10カ国    DLE/LE (%)    
  1  ギリシャ    7.0         1    ニジェール   25 
   2  英国      7.1         2    シエラレオーネ  25       
   3  オーストリア   7.4         3   マリ    22       
   4  スペイン      7.5      4   ウガンダ   22       
   5  イタリア      7.7      5   マラウイ    22     
   6  オランダ      7.7      6   リベリア   22     
   7  フランス      7.8      7   ルワンダ   21     
   8  日本         7.9      8    ザンビア   21     
   9  オーストラリア   8.0        9   マダガスカル  21    
  10  ベルギー      8.0     10   ブルキナファソ  21          
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図 27. 出生時の性別平均寿命と障害調整平均寿命 (DALE). 191ヵ国、1999年 

 
 
図 28.  60歳における性別平均余命と障害調整平均余命 (DALE). 191ヵ国、1999年 
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図 29. 出生時の性別平均寿命と障害による予想損失年数(DLE). 191ヵ国、1999年 

 
      
図 30. 60歳における性別平均余命と障害による予想損失年数 (DLE). 191ヵ国、1999年 
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 図 31. 出生時の性別平均寿命に占める障害による損失の百分率. 191ヵ国、1999年 

 
  
図 32. 60歳における性別平均余命に占める障害による損失の百分率. 191ヶ国、1999年 
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4.6 健康寿命の男女差 

図 35 にみるように、健康寿命は、世界のほとんどの地域で女子の方が男子よりも高い。
1999年の結果によると、男女差は、旧ソ連邦を構成した国々の多く、すなわち、ロシア連
邦、ラトビア、エストニア、ベラルーシ、カザフスタンなどが最高で、約 10年またはそれ
以上の差となった一方、最も男女差の少ない地域は東地中海地域で、トルコ、アルジェリ

ア、イラン、サウジアラビアなどの国では、男子の方が女子よりも 1 ないし 2 年長くなっ
ている。世界の他の諸国では、健康寿命の男女差は、平均寿命の伸長につれて拡大するの

が通常である (図 36)。 

図35. 出生時DALEの男女差と平均寿命.   図36. 出生時DALEの男女差と平均寿命. 
 死亡率小地域別、1999年          191ヵ国、1999年 
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ロシアは健康寿命の男女格差が世界でもっとも大きい国の一つであり、出生時の健康寿

命は女子の 66.4年に対して、男子は 56.1年にすぎない (図 37)。その主な原因としては、
男子の飲酒癖に求められよう。それが事故、暴力、循環器疾患の高発生を呼んでいるので

ある。実際、1987年から 1994年の間に、早死のリスクは 70%も上昇している。もっとも、
1994年以降、男子の平均寿命は改善されて来ている。旧ソ連邦のその他の主要諸国につい
ても、同様な傾向が観察される。ウクライナでは、女子の健康寿命が 67.5年であるのに対
し、男子は 58.5年である。ベラルーシでは、女子が 67.2年で、男子は 56.2年である。 

一般に、健康寿命 DALEの男女差と平均寿命の男女差との間には、強い相関がある (図 38)。
平均寿命は女子の方が男子よりも高いが、DALE は男子の方が女子よりも高い国も多数あ
る。これらの諸国は図 38の右下の象限に属し、主として東地中海地域と北アフリカの諸国
がこれに含まれる。 
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北アフリカと中東では、男女の健康寿命レベルがほぼ同じであるが、これは例外的であ

る。これらの社会では、女子の地位が低いことが多く、女児に対する育児は等閑にされが

ちであり、また、妊産婦死亡が他の地域に比べて高いことでも知られている。サウジアラ

ビアは、全体の健康寿命が 64.5年で、男子が 65.1年、女子が 64.0年である。バーレーン
は、全体の健康寿命が 64.4年、男子が 63.9年で女子が 64.9年、カタールは、全体の健康
寿命が 63.5年で、男子が 64.2年、女子が 62.8年であり、また、クウェートは、全体の健
康寿命が 63.2年で、男子が 63.0年、女子が 63.4年である。 
 
図 38. 出生時 DALEの男女差と平均寿命の男女差. 191ヵ国、1999年 
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5章 考察と結論 

本論文では、1999 年の 191 ヵ国の健康寿命 (DALE) の最初の推定値の作成に用いた方
法を記述した。これらの推定値の基礎となったのは、死亡率、平均余命、死因分布、なら

びに、109個の疾病・傷害原因に関する年齢階級別、性別、世界の地域別の内的に一貫した
発生率、有病率および障害分布の推定値についての膨大な情報と充実した分析基盤、そし

て世界で行なわれた 60件の人口集団を代表する健康調査の分析である。 

あらゆる革新的なアプローチの場合と同様に、方法やデータ源は改良・改善が可能であ

り、またそれが実現されるであろう。ここで報告した DALE 結果を慎重に検討・利用する
ことによって、段階的により良い推定値が生まれるであろう。WHOの諸事業、国々や他の
諸機関の多様な人々が、WHO加盟国についての最初のDALE推定値の作成に既に関与し、
助言している。協力及び協議を継続・増大するによって、ここに提示された最初の推定値

が漸次改良・改善されることを期待するものである。 

今後数年間にわたり、WHOは、加盟国についての健康寿命の推定を支える情報基盤を改
善し拡大するための一連の方法論的活動及びデータ収集活動を計画している。これには次

のことが含まれている。 

■ WHO加盟国の生命表を計算し、死因分布を推定するための方法の改善 

■ 2000年について、世界 14地域の世界疾病負荷調査の全面的改訂。これにより、重大な
障害を引き起こす特定の健康状態の発生率、有病率、重度についての国別推定値も可

能なかぎり提供したい。このため、諸国、並びに疫学者やその他の疾病専門家との幅

広い協議を行なう。 

■ 健康調査データの比較可能性と信頼性の改善 

WHOは、人口調査および健康度評価に使用するための健康状態の標準的記述方法を作成
中である。この手法は、来年中に 10ヵ国で試され、また、客観的測定値に照らして妥当性
が検査される。その目的は、異文化間妥当性と多様な教育水準や文化的背景をもつ老若成

人による使用可能性とが最大となるような手法を開発し、自己報告とその根本にある真の

健康状態との差異に関わる系統的な決定因子をより良く理解することにある。 

WHOが現在行なっている人口調査作業のもう一つの目的は、世界の諸人口集団について、
様々な健康度で過ごす期間の評価について、信頼できる妥当な測定を行ないやすくするこ

とにある。その狙いは、多くの異なる国々での大規模な経験的評価を得て、加盟国につい

ての DALE計算に用いる健康度評価のための情報を提供することにある。 
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今後の疾病負荷分析においては、後遺障害の疾患別推定値と、それらの機能障害及び障

害の人口集団レベルでの測定値との間に、可能なかぎりの整合性を確保すべきである。自

己報告の一般的障害データには、障害の一定のタイプや原因の過小報告があったり、また、

自己報告データの人口集団間の比較可能性を確保する問題があるという制約があることか

ら、疾患別分析と特定の障害・機能障害に関する人口集団データの結合が、今後も相当の

期間にわたって引続き採択される分析的アプローチとなるであろう。人口集団レベルの機

能障害・障害データの利用は、共有病率に対処するより優れた方法の開発にも役立つであ

ろう。このアプローチは、原因帰属のためにも必要であるが、それは、疾病、傷害、危険

因子を単数または複数の平均健康度と結合することが不可欠だからである。 

保健事業の実績評価についての WHO の新しい枠組では、個人間の健康不均衡をも測定
する。このためには、DALEの不均衡を用いることになろう。世界保健報告 2000において、
こどもの生存率格差に注目して不均衡を測定したのは、そのデータが現在入手可能である

からである。成人データが追加されたときには、加盟国の DALEの不均衡を推定する計画
である。 

結論として、健康寿命 DALEは、加盟国の健康水準の測定のため、単一の人口集団健康
要約指標としてもっとも適切なものであると我々は考えている。他の形の健康寿命とは異

なり、この要約指標は、人口集団間における不健康の重度分布の差違が考慮されている。

WHOは、完全な健康状態の人々の数を増やすことだけではなく、完全な健康状態に満たな
い人々の障害重度を下げることにも関心があるので、DALE は、健康水準の人口集団間で
の比較には最適の要約指標である。加盟国についての DALE の推定を改善するためには、
集団健康調査のデータを改善し、死亡登録制度の完全性を改善し、国レベルの疾病・傷害

負荷推定を改善するための、WHOと加盟国の間のさらなる協力努力が必要である。 
 

 - 74 -



参照文献 

 
1. World Health Organization (2000). World Health Report 2000. Geneva, World 

Health Organization. 
2. Sadana R. Mathers C, Lopez AD, Murray CJL (2000). Comparative analysis of 

more than 50 household surveys on health status. Geneva, World Health 
Organization, 2000 (GPE Discussion Paper No. 15). 

3. Murray CJL (1996). Rethinking DALYs. In: Murray CJL. and Lopez A. eds. The 
Global Burden of Disease. Cambridge, Harvard University Press, 1996, chapter 1. 

4. World Bank (1993). World Development Report 1993. Investing in health. New 
York: Oxford University Press for the World Bank. 

5. World Health Organization (1996). Investing in health research and development. 
Report of the Ad Hoc Committee on Health Research Relating to Future 
Intervention Options. Geneva: World Health Organization, 1996. 

6. World Health Organization (1999). World Health Report 1999. Geneva, World 
Health Organization. 

7. Murray CJL, Lopez, AD, eds (1996). The global burden of disease: a 
comprehensive assessment of mortality and disability from diseases, injuries 
and risk factors in 1990 and projected to 2020. Cambridge, Harvard University 
Press (Global Burden of disease and Injury Series, Vol. 1). 

8. Van de Water HP, Perenboom RJ, Boshuizen HC (1996). Policy relevance of the 
health expectancy indicator: an inventory of European Union countries. Health 
Policy 36(2):117-29 

9. Barendregt JJ, Bonneux L, van der Maas, PJ (1998). Health expectancy: from a 
population health indicator to a tool for policy making. Journal of Aging & 
Health 10(2):242-258 

10. Field MJ, Gold GM, eds. (1998). Summarizing Population Health: Directions for 
the Development and Application of Population Metrics. Institute of Medicine, 
Washington, D.C. National Academy Press. 

11. Sanders BS (1964). Measuring community health levels. American Journal of 
Public Health, 54: 1063-1070. 

12. Sullivan DF (1966). Conceptual problems in developing an index of health. US 
public Health Service Publication Series No. 1000. Vital and Health Statistics 
Series 2. No. 17. National Center for Health Statistics. 

13. Sullivan DF (1971). A single index of mortality and morbidity. HSMHA Health 

 - 75 -



Reports, 86: 347-354. 
14. Piot M, Sundaresan TK (1967). A linear programme decision model for 

tuberculosis control. Progress report on the first test-runs. Geneva, World 
health Organization, 1967, WHO/TB/Tech.Information/67.55. 

15. Fanshel S, Bush JW (1970). A health-status index and its application to health 
services outcomes. Operations research, 18(6):1021-1066. 

16. Ghana Health Assessment Project Team (1981). A quantitative method of 
assessing the health impact of different diseases in less developed countries. 
International journal of epidemiology, 10(1):72-80. 

17. Preston SH (1993). Health indices as a guide to health sector planning: a 
demographic critique. In Gribble JN, Preston SH, eds. The epidemiological 
transition. Policy and planning implications for developing countries. 
Washington D.C., National Academic Press, 1993. 

18. Bone MR (1992). International efforts to measure health expectancy. Journal of 
Epidemiology and Community Health, vol.46, pp.555-558. 

19. Mathers CD, Robine JM (1993). Health expectancy indicators: a review of the 
work of REVES to date.. In: J.M. Robine, C.D. Mathers, M.R. Bone and I. 
Romieu (eds), Calculation of health expectancies, harmonization, consensus 
achieved and future perspectives. Colloque INSERM Vol. 226, John Libbey 
Eurotext and Les Editions INSERM, France. 

20. Robine JM, Blanchet M, Dowd EJ (eds.) (1992). Health Expectancy. OPCS, 
HMSO, London. 

21. Robine JM, Mathers CD, Bone MR & Romieu I (eds) (1994). Calculation of 
health expectancies, harmonization, consensus achieved and future perspectives. 
Colloque INSERM Vol. 226, John Libbey Eurotext and Les Editions INSERM, 
France. 

22. Mathers CD, McCallum J Robine JM (eds) (1994). Advances in health 
expectancies: proceedings of the 7th meeting of the international network on 
health expectancy (REVES), Australian Institute of Health and Welfare, 
Canberra, 1994. 

23. Robine JM, Mathers C, Brouard N (1996). Trends and differentials in 
disability-free life expectancy: concepts, methods and findings. In: Caselli G, 
Lopez A (eds). Health and Mortality Among Elderly Populations. Clarendon 
Press, Oxford, pp182-201. 

24. Crimmins, EM., Saito, Y, Ingengneri, D (1997). Trends in disability-free life 
expectancy in the United States, 1970-90. Population and development review, 

 - 76 -



23(3): 555-572. 
25. Robine JM, Jagger C (1999). Developing Consistent Disability Measures to 

Address Public Policy Needs for Older Populations. Background Paper prepared 
for OECD Meeting on Implications of Disability for Ageing Populations: 
Monitoring Social Policy Challenges. Paris, 9-10 December 1999. 

26. Saito Y, Crimmins EM, Hayward MD (1999). Health expectancy: an overview. 
NUPRI Research paper Series No. 67, Nihon University Population research 
Institute, Tokyo. 

27. OECD (1993). OECD Health Systems: Facts and Trends 1960-1991. OECD, 
Paris. 

28. OECD (1999). Eco-santé. OECD Health Database 1999. OECD, Paris. 
29. Romieu I and Robine JM (1994). World atlas of health expectancy calculations. 

In Mathers C, McCallum J, Robine JM (eds.) Advances in health expectancies. 
Australian Institute of Health and Welfare, Canberra. 

30. Wilkins R, Adams O (1983). Health expectancy in Canada, late 1970’s: 
demographic, regional and social dimensions. AJPH 73:1073-1080 

31. Murray CJL, and Lopez A (1996b). Global Health Statistics. Cambridge, 
Harvard University Press (Global Burden of disease and Injury Series, Vol. 2). 

32. Murray CJL, and Lopez A (1996c). Evidence-based health policy—lessons from 
the Global Burden of Disease Study. Science, 274:740-743. 

33. Murray CJL, and Lopez A (1997a). Mortality by cause for eight regions of the 
world: Global Burden of Disease Study. Lancet, 349: 1269-1276. 

34. Murray CJL, and Lopez A (1997b). Regional patterns of disability-free life 
expectancy and disability-adjusted life expectancy: Global Burden of Disease 
Study. Lancet, 349: 1347-1352. 

35. Murray CJL, and Lopez A (1997c). Global mortality, disability, and the 
contribution of risk factors: Global Burden of Disease Study. Lancet, 349: 
1436-1442. 

36. Murray CJL, and Lopez A (1997d). Alternative projections of mortality and 
disability by cause 1990-2020: Global Burden of Disease Study. Lancet, 349: 
1498-1504. 

37. Lozano R, Frenk J, Gonzalez MA (1994). El peso de la enfermedad en adultos 
mayores, Mexico 1994. Salud Publica de Mexico, 38: 419-429. 

38. Lozano R, Murray CJL, Frenk J, and Bobadilla J (1995). Burden of Disease 
Assessment and Health System Reform: Results of a study in Mexico. Journal 
for International Development, 7(3): 555-564. 

 - 77 -



39. Fundación Mexicana Para La Salud (1995). Health and the Economy: Proposals 
for Progress in the Mexican Health System. Mexico, Salud. 

40. República de Colombia Ministerio de Salud (1994). La Carga de la Enfermedad 
en Columbia. Bogota, Ministerio de Salud, 1994. 

41. Ruwaard D. and Kramers PGN (1998). Public health status and forecasts. The 
Hague: National Institute of Public Health and Environmental Protection, 1998. 

42. Bowie C, Beck S, Bevan G, Raftery J, Silvertion F, and Stevens J (1997). 
Estimating the burden of disease in an English region. Journal of Public Health 
Medicine, 19:87-92. 

43. Concha M, Aguilera, X, Albala C, et al (1996). Estudio ecarga de enfermedad 
informe final. Estudio Prioridades de Inversio en salud Minsterio de Salud. 

44. Murray CJL. Mahapatra P. Ashley R. Michaud C. George A. Horbon P. Akhavan 
D. et al. (1997). The Health Sector in Mauritius: Resource Use, Intervention 
Cost and Options for Efficiency Enhancement. Cambridge, Harvard Center for 
Population and Development Studies. 

45. Murray CJL. Michaud CM. McKenna MT. and Marks JS (1998). U. S. Patterns 
of Mortality by County and Race: 1965-1994. Cambridge: Harvard Center for 
Population and Development Studies and Centers for Disease Control, 1998.; 

46. Mathers C, Vos T, Stevenson C (1999). The burden of disease and injury in 
Australia. Australian Institute of Health and Welfare, Canberra: AIHW. 

47. Murray CJL, Salomon J, Mathers CD, Lopez A, Lozano R (2002). Summary 
Measures of Population Health. Geneva, World Health Organization. 

48. Murray CJL, Salomon J, Mathers C (1999). A critical review of summary 
measures of population health. Geneva, World Health Organization, 2000 (GPE 
Discussion Paper No. 2). 

49. Murray CJL, Lopez AD (2000). Progress and directions in refining the global 
burden of disease approach: response to Williams. Health EconomicsDem 9: 
69-82. 

50. Dempsey M (1947). Decline in tuberculosis: the death rate fails to tell the entire 
story. American review of tuberculosis, 56: 157-164. 

51. Romeder JM. and McWhinnie JR (1977). Potential years of life lost between 
ages 1 and 70: an indicator of premature mortality for health planning. 
International Journal of Epidemiology 6:143-151. 

52. Hyder AA, Rotllanat G, Morrow RH (1998). Measuring the Burden of Disease: 
Healthy Life-Years. American Journal of Public Health, 88(2):196-202. 

53. Wilkins R, Adams OB (1992). Quality-adjusted life expectancy: weighting of 

 - 78 -



expected years in each state of health. In Robine J-M, Blanchet M, Dowd JE 
(eds) Health expectancy, OPCS studies on medical and population subjects no. 
54, HMSO, London, 1992. 

54. Wilkins R, Chen J, Ng E (1994). Changes in health expectancy in Canada from 
1986 to 1991. In: C.D. Mathers, J. McCallum, J.M. Robine (eds), Advances in 
health expectancies: proceedings of the 7th meeting of the international network 
on health expectancy (REVES), Australian Institute of Health and Welfare, 
Canberra 1994. 

55. Mathers CD (1999a). Gains in health expectancy from the elimination of 
diseases among older people. Disability and Rehabilitation 21(5-6): 211-221. 

56. Wolfson MC (1996). Health-adjusted life expectancy. Health Reports 8(1): 41-45. 
57. Stouthard M, Essink-Bot M, Bonsel G, Barendregt J & Kramers P (1997). 

Disability weights for diseases in the Netherlands. Rotterdam: Department of 
Public Health, Erasmus University. 

58. Mathers CD, Robine JM, Wilkins R (1994). Health expectancy indicators: 
recommendations for terminology.. In: C.D. Mathers, J. McCallum, J.M. Robine 
(eds), Advances in health expectancies: proceedings of the 7th meeting of the 
international network on health expectancy (REVES), Australian Institute of 
Health and Welfare, Canberra 1994. 

59. Mathers CD (1999b). Health expectancies: an overview and critical appraisal. 
Invited paper. Global Conference on Summary Measures of Population Health, 
World Health Organisation, Marrakech, 6-9 December, 1999. 

60. Robine JM (1994). Disability-free life expectancy trends in France, international 
comparison. In Mathers C, McCallum J, Robine JM (eds.) Advances in health 
expectancies. Australian Institute of Health and Welfare, Canberra. 

61. Mathers CD (1996). Trends In Health Expectancies In Australia 1981-1993. 
Journal of the Australian Population Association 13(1): 1-16. 

62. Wolfson MC (1998). Measuring health—visions and practicalities. Joint 
ECE-WHO Meeting on Health Statistics. Rome. 

63. Murray CJL, Frenk J (1999). A WHO Framework for Health System 
Performance Assessment. Geneva, World Health Organization, 2000 (GPE 
Discussion Paper No.6). 

64. Gakidou EE, Murray CJL, Frenk J (1999). A framework for measuring health 
inequality. Discussion Paper. Global Program on Evidence for Health Policy, 
WHO, Geneva. 

65. Gakidou EE, King G (2000). Using an extended beta-binomial model to estimate 

 - 79 -



the distribution of child mortality risk. Geneva, World Health Organization, 
2000 (GPE Discussion Paper No. 18). 

66. Gakidou EE. Murray CJL (2000). Estimates of the distribution of child survival 
in 191 countries. Geneva, World Health Organization, 2000 (GPE Discussion 
Paper No. 19). 

67. McDowell I, Newell C (1996). Measuring health. A guide to rating scales and 
questionnaires. Second Edition. Oxford: Oxford University Press. 

68. Krabbe PFM, Essink-Bot M, Bonsel GJ (1996). The comparability and reliability 
of five health-state valuation methods. Social Science and Medicine 
45:1641-1652. 

69. Brazier J, Usherwood T, Harper R,Thomas K (1998). Deriving a 
preference-based single index from the UK SF-36 Health Survey. Journal of 
Clinical Epidemiology 51(11): 1115-1128. 

70. Nord E (1992). Methods for quality adjustment of life years, Social Science and 
Medicine 1992; 34: 559-569. 

71. World Health Organization (1980). International Classification of Impairments, 
Disabilities, and Handicaps. Geneva, World Health Organization, (Reprint 
1993). 

72. World Health Organization (1999). International Classification of Functioning 
and Disability -Beta-2 Draft, Short Version, WHO, Geneva, July 1999. 

73. Sadana R (2000). Measuring Reproductive Health: Conceptual and Operational 
Approaches, Bulletin of the World Health Organization 78(5): 640-654. 

74. Van Agt HME. Essinck-Bot ML. Krabbe PFM. et al. (1994). Test-retest 
reliability of health state valuations collected with the EuroQol questionnaire. 
Social Science and Medicine 39:1537-1544. 

75. Gold MR, Siegel JE, Weinstein MC, & Russell LB (1996). Cost-effectiveness in 
health and medicine. NY: Oxford University Press. 

76. Ubel PA, Richardson J & Menzel P (1999). Societal value, the person trade-off, 
and the dilemma of whose values to measure for cost-effectiveness analysis. 
Health Economics (in press). 

77. Ustun TB. Rehm J. Chatterji, S. Trotter R. Room R. Bickenbach J (1999). Are 
disability valuations universal? Multiple-informant ranking of the disabling 
effects of different health conditions in 14 countries, Lancet (in submission). 

78. Sadana R 1998. A closer look at the WHO/World Bank Global Burden of Disease 
study's methodologies: how do poor women's values in a developing country 
compare with international public health experts? Paper presented at Eighth 

 - 80 -



Annual Public Health Forum: Reforming Health Sectors, London School of 
Hygiene & Tropical Medicine, 21-24 April. 

79. Mahapatra P (2000). Ph.D. thesis. Harvard School of Public Health. Cambridge, 
Massachusetts (in preparation). 

80. Australian Institute of Health and Welfare (AIHW) (1999). Australia’s Welfare 
1999. Canberra: AIHW. 

81. Eurostat (1999). European Community Household Panel Longitudinal Users’ 
Database. Waves 1, 2 and 3.Manual. European Commission. 

82. Lopez AD, Salomon J. Ahmad O, Murray CJL (2000). Life tables for 191 
countries: data, methods and results. Geneva, World Health Organization, 2000 
(GPE discussion Paper No. 9). 

83. Murray CJL, Lopez AD, Ahmad O, Salomon J (2000). WHO system of model life 
tables. Geneva. World Health Organization, 2000 (GPE Discussion Paper No. 8). 

84. Salomon J. Gakidou EE, Murray CJL (2000). Methods for modelling the 
HIV/AIDS epidemic in sub-Saharan Africa. Geneva, World Health Organization, 
2000 (GPE discussion Paper No. 3). 

85. Salomon J. Murray CJL (2000). Compositional models for mortality by age, sex 
and cause. Geneva, World Health Organization, 2000 (GPE Discussion Paper No. 
11). 

86. Lozano R, Murray CJL, Lopez AD, Satoh T (2000). Miscoding and 
misclassification of ischaemic heart disease mortality. Geneva, World Health 
Organization, 2000 (GPE Discussion Paper No. 12). 

87. Boschi-Pinto C. Murray CJL, Lopez AD, Lozano R (2000). Cancer survival by 
site for 14 regions of the world. Geneva, World Health Organization, 2000 (GPE 
Discussion Paper No. 13). 

88. Rasmussen N, Gudex C and Christensen S (1999). Survey Data on Disability, 
Eurostat Working Papers, Population and Social Conditions 3/1999/E/n 20, 
European Commission, Luxembourg 

89. Salomon J. Murray CJL (2000). Methods for life expectancy and 
disability-adjusted life expectancy uncertainty analysis. Geneva, World Health 
Organization, 2000 (GPE Discussion Paper No. 10). 

90. Woodward A, Mathers C, Tobias M (2000). The health status of New Zealanders 
and Australians: different politics, different health? Paper prepared for the 
Health Inequalities Research Consortium Conference “Social origins of health 
and well-being: from the planetary to the molecular.” Canberra, July 2000. 

 - 81 -



 
 
 
 
 
 
 
 
 

付 録 

 



  
付
表
 
A
.
 
出
生
時
お
よ
び
60
歳
時
の
障
害
調
整
平
均
余
命
 
D
A
L
E
 
と
出
生
時
平
均
寿
命
 
L
E
.
 
性
別
、
W
H
O
加
盟
国
別
.
 
1
9
9
9
年
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
障
 
害
 
調
 
整
 
平
 
均
 
余
 
命
 
D
A
L
E
 
(
年
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
均
寿
命
 
 
 
 
障
害
に
よ
る
 
 
 
 
 
 
障
害
に
よ
る
 

 
 
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男
女
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
L
E
 
 
 
 
損
失
年
数
(
D
F
L
)
 
 
損
失
の
割
合
 

順
位
 
 
区
間
 
 
 
加
盟
国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
6
0
歳
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
6
0
歳
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
D
F
L
/
L
E
 
(
%
)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
女
子
 
 
 
男
子
 
 
 
女
子
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
 
女
子
 

 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
日
本
 

 
 

 
7
4
.
5
 
 
 
 
 
7
1
.
9
 
 
 
7
1
.
6
-
7
2
.
3
 
 
 
 
1
7
.
5
 
 
 
1
7
.
3
-
1
8
.
1
 
 
 
 
 
7
7
.
2
 
 
 
7
6
.
9
-
7
8
.
0
 
 
 
 
2
1
.
6
 
 
 
2
1
.
3
-
2
2
.
4
 
 
 
 
7
7
.
6
 
 
 
8
4
.
3
 
 
 
 
5
.
7
 
 
 
 
 
7
.
1
 
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
 
8
.
4
 

 
2
 
 
 
 
2
-
1
0
 
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
3
.
2
 
 
 
 
 
7
0
.
8
 
 
 
7
0
.
5
-
7
1
.
3
 
 
 
 
1
6
.
8
 
 
 
1
6
.
6
-
1
7
.
3
 
 
 
 
 
7
5
.
5
 
 
 
7
5
.
2
-
7
6
.
2
 
 
 
 
2
0
.
2
 
 
 
1
9
.
9
-
2
0
.
9
 
 
 
 
7
6
.
8
 
 
 
8
2
.
2
 
 
 
 
6
.
0
 
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
 
 
8
.
1
 

 
3
 
 
 
 
2
-
7
 
 
フ
ラ
ン
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
3
.
1
 
 
 
 
 
6
9
.
3
 
 
 
6
9
.
0
-
6
9
.
7
 
 
 
 
1
6
.
8
 
 
 
1
6
.
5
-
1
7
.
4
 
 
 
 
 
7
6
.
9
 
 
 
7
6
.
5
-
7
7
.
8
 
 
 
 
2
1
.
7
 
 
 
2
1
.
4
-
2
2
.
7
 
 
 
 
7
4
.
9
 
 
 
8
3
.
6
 
 
 
 
5
.
6
 
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
 
 
8
.
0
 

 
4
 
 
 
 
2
-
8
 
 
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
3
.
0
 
 
 
 
 
7
1
.
2
 
 
 
7
0
.
9
-
7
1
.
8
 
 
 
 
1
6
.
8
 
 
 
1
6
.
5
-
1
7
.
3
 
 
 
 
 
7
4
.
9
 
 
 
7
4
.
4
-
7
5
.
7
 
 
 
 
1
9
.
6
 
 
 
1
9
.
4
-
2
0
.
5
 
 
 
 
7
7
.
1
 
 
 
8
1
.
9
 
 
 
 
5
.
9
 
 
 
 
 
7
.
0
 
 
 
 
 
7
.
7
 
 
 
 
 
8
.
5
 

 
5
 
 
 
 
3
-
1
1
 
ス
ペ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
2
.
8
 
 
 
 
 
6
9
.
8
 
 
 
6
9
.
1
-
7
0
.
6
 
 
 
 
1
6
.
8
 
 
 
1
6
.
4
-
1
7
.
6
 
 
 
 
 
7
5
.
7
 
 
 
7
5
.
3
-
7
6
.
6
 
 
 
 
2
0
.
1
 
 
 
1
9
.
8
-
2
1
.
0
 
 
 
 
7
5
.
3
 
 
 
8
2
.
1
 
 
 
 
5
.
5
 
 
 
 
 
6
.
4
 
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
 
7
.
7
 

 
6
 
 
 
 
3
-
1
0
 
イ
タ
リ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
2
.
7
 
 
 
 
 
7
0
.
0
 
 
 
6
9
.
7
-
7
0
.
5
 
 
 
 
1
6
.
2
 
 
 
1
6
.
0
-
1
6
.
8
 
 
 
 
 
7
5
.
4
 
 
 
7
5
.
0
-
7
6
.
2
 
 
 
 
1
9
.
9
 
 
 
1
9
.
6
-
2
0
.
7
 
 
 
 
7
5
.
4
 
 
 
8
2
.
1
 
 
 
 
5
.
4
 
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
 
 
7
.
1
 
 
 
 
 
8
.
2
 

 
7
 
 
 
 
5
-
1
1
 
ギ
リ
シ
ャ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
2
.
5
 
 
 
 
 
7
0
.
5
 
 
 
7
0
.
2
-
7
0
.
9
 
 
 
 
1
6
.
9
 
 
 
1
6
.
6
-
1
7
.
3
 
 
 
 
 
7
4
.
6
 
 
 
7
4
.
2
-
7
5
.
2
 
 
 
 
1
8
.
8
 
 
 
1
8
.
6
-
1
9
.
5
 
 
 
 
7
5
.
5
 
 
 
8
0
.
5
 
 
 
 
5
.
0
 
 
 
 
 
5
.
9
 
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
 
 
7
.
4
 

 
8
 
 
 
 
4
-
1
1
 
ス
イ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
2
.
5
 
 
 
 
 
6
9
.
5
 
 
 
6
9
.
0
-
7
0
.
2
 
 
 
 
1
6
.
0
 
 
 
1
5
.
7
-
1
6
.
7
 
 
 
 
 
7
5
.
5
 
 
 
7
5
.
0
-
7
6
.
5
 
 
 
 
2
0
.
6
 
 
 
2
0
.
3
-
2
1
.
6
 
 
 
 
7
5
.
6
 
 
 
8
3
.
0
 
 
 
 
6
.
1
 
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
9
.
1
 

 
9
 
 
 
 
2
-
1
5
 
モ
ナ
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
2
.
4
 
 
 
 
 
6
8
.
5
 
 
 
6
7
.
5
-
6
9
.
6
 
 
 
 
1
6
.
4
 
 
 
1
5
.
9
-
1
7
.
2
 
 
 
 
 
7
6
.
3
 
 
 
7
5
.
6
-
7
7
.
3
 
 
 
 
2
1
.
5
 
 
 
2
1
.
1
-
2
2
.
5
 
 
 
 
7
4
.
7
 
 
 
8
3
.
6
 
 
 
 
6
.
2
 
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
8
.
7
 

1
0
 
 
 
 
6
-
1
5
 
ア
ン
ド
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
2
.
3
 
 
 
 
 
6
9
.
3
 
 
 
6
8
.
6
-
7
0
.
2
 
 
 
 
1
6
.
3
 
 
 
1
5
.
9
-
1
7
.
0
 
 
 
 
 
7
5
.
2
 
 
 
7
4
.
6
-
7
6
.
2
 
 
 
 
2
0
.
0
 
 
 
1
9
.
6
-
2
0
.
9
 
 
 
 
7
5
.
4
 
 
 
8
2
.
2
 
 
 
 
6
.
1
 
 
 
 
 
7
.
0
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
 
 
8
.
5
 

1
1
 
 
 
 
5
-
1
7
 
サ
ン
マ
リ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
2
.
3
 
 
 
 
 
6
9
.
5
 
 
 
6
8
.
6
-
7
0
.
5
 
 
 
 
1
5
.
7
 
 
 
1
5
.
3
-
1
6
.
5
 
 
 
 
 
7
5
.
0
 
 
 
7
4
.
4
-
7
6
.
0
 
 
 
 
1
9
.
6
 
 
 
1
9
.
2
-
2
0
.
5
 
 
 
 
7
5
.
3
 
 
 
8
2
.
0
 
 
 
 
5
.
8
 
 
 
 
 
7
.
0
 
 
 
 
 
7
.
7
 
 
 
 
 
8
.
6
 

1
2
 
 
 
 
8
-
1
4
 
カ
ナ
ダ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
2
.
0
 
 
 
 
 
7
0
.
0
 
 
 
6
9
.
7
-
7
0
.
5
 
 
 
 
1
6
.
0
 
 
 
1
5
.
8
-
1
6
.
6
 
 
 
 
 
7
4
.
0
 
 
 
7
3
.
6
-
7
4
.
9
 
 
 
 
1
8
.
9
 
 
 
1
8
.
6
-
1
9
.
8
 
 
 
 
7
6
.
2
 
 
 
8
1
.
9
 
 
 
 
6
.
2
 
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
9
.
6
 

1
3
 
 
 
 
8
-
1
5
 
オ
ラ
ン
ダ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
2
.
0
 
 
 
 
 
6
9
.
6
 
 
 
6
9
.
3
-
7
0
.
1
 
 
 
 
1
5
.
4
 
 
 
1
5
.
3
-
1
6
.
0
 
 
 
 
 
7
4
.
4
 
 
 
7
4
.
0
-
7
5
.
3
 
 
 
 
1
9
.
7
 
 
 
1
9
.
4
-
2
0
.
6
 
 
 
 
7
5
.
0
 
 
 
8
1
.
1
 
 
 
 
5
.
4
 
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
 
 
7
.
2
 
 
 
 
 
8
.
2
 

1
4
 
 
 
1
1
-
1
7
 
英
国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
1
.
7
 
 
 
 
 
6
9
.
7
 
 
 
6
9
.
4
-
7
0
.
1
 
 
 
 
1
5
.
7
 
 
 
1
5
.
5
-
1
6
.
2
 
 
 
 
 
7
3
.
7
 
 
 
7
3
.
5
-
7
4
.
4
 
 
 
 
1
8
.
6
 
 
 
1
8
.
3
-
1
9
.
2
 
 
 
 
7
4
.
7
 
 
 
7
9
.
7
 
 
 
 
5
.
0
 
 
 
 
 
6
.
0
 
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
 
 
7
.
5
 

1
5
 
 
 
1
1
-
1
8
 
ノ
ル
ウ
ェ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
1
.
7
 
 
 
 
 
6
8
.
8
 
 
 
6
8
.
5
-
6
9
.
3
 
 
 
 
1
5
.
1
 
 
 
1
5
.
0
-
1
5
.
7
 
 
 
 
 
7
4
.
6
 
 
 
7
4
.
2
-
7
5
.
3
 
 
 
 
1
9
.
7
 
 
 
1
9
.
4
-
2
0
.
6
 
 
 
 
7
5
.
1
 
 
 
8
2
.
1
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
 
 
7
.
6
 
 
 
 
 
8
 
4
 
 
 
 
 
9
.
2
 

1
6
 
 
 
1
1
-
1
7
 
ベ
ル
ギ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
1
.
6
 
 
 
 
 
6
8
.
7
 
 
 
6
8
.
4
-
6
9
.
2
 
 
 
 
1
5
.
8
 
 
 
1
5
.
6
-
1
6
.
4
 
 
 
 
 
7
4
.
6
 
 
 
7
4
.
2
-
7
5
.
3
 
 
 
 
1
9
.
6
 
 
 
1
9
.
3
-
2
0
.
4
 
 
 
 
7
4
.
5
 
 
 
8
1
.
3
 
 
 
 
5
.
8
 
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
 
 
8
.
2
 

1
7
 
 
 
1
2
-
1
8
 
オ
ー
ス
ト
リ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
1
.
6
 
 
 
 
 
6
8
.
8
 
 
 
6
8
.
4
-
6
9
.
4
 
 
 
 
1
5
.
2
 
 
 
1
5
.
0
-
1
5
.
8
 
 
 
 
 
7
4
.
4
 
 
 
7
4
.
1
-
7
5
.
1
 
 
 
 
1
8
.
7
 
 
 
1
8
.
4
-
1
9
.
4
 
 
 
 
7
4
.
4
 
 
 
8
0
.
4
 
 
 
 
5
.
6
 
 
 
 
 
6
.
0
 
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
 
 
7
.
4
 

1
8
 
 
 
1
5
-
2
0
 
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
1
.
1
 
 
 
 
 
6
8
.
0
 
 
 
6
7
.
6
-
6
8
.
7
 
 
 
 
1
5
.
8
 
 
 
1
5
.
2
-
1
6
.
8
 
 
 
 
 
7
4
.
2
 
 
 
7
3
.
7
-
7
5
.
2
 
 
 
 
1
9
.
7
 
 
 
1
9
.
0
-
2
1
.
0
 
 
 
 
7
4
.
5
 
 
 
8
1
.
4
 
 
 
 
6
.
5
 
 
 
 
 
7
.
2
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
 
8
.
8
 

-84- 

1
9
 
 
 
1
8
-
2
3
 
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
0
.
8
 
 
 
 
 
6
9
.
2
 
 
 
6
8
.
6
-
7
0
.
1
 
 
 
 
1
4
.
9
 
 
 
1
4
.
2
-
1
5
.
9
 
 
 
 
 
7
2
.
3
 
 
 
7
1
.
7
-
7
3
.
4
 
 
 
 
1
7
.
0
 
 
 
1
6
.
4
-
1
8
.
3
 
 
 
 
7
6
.
1
 
 
 
8
0
.
4
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
9
.
0
 
 
 
 
1
0
.
0
 

2
0
 
 
 
1
9
-
2
4
 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
0
.
5
 
 
 
 
 
6
7
.
2
 
 
 
6
6
.
9
-
6
7
.
7
 
 
 
 
1
4
.
5
 
 
 
1
4
.
2
-
1
5
.
0
 
 
 
 
 
7
3
.
7
 
 
 
7
3
.
4
-
7
4
.
4
 
 
 
 
1
8
.
5
 
 
 
1
8
.
3
-
1
9
.
3
 
 
 
 
7
3
.
4
 
 
 
8
0
.
7
 
 
 
 
6
.
2
 
 
 
 
 
7
.
0
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
 
 
8
.
6
 

2
1
 
 
 
1
8
-
2
4
 
マ
ル
タ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
0
.
5
 
 
 
 
 
6
8
.
4
 
 
 
6
7
.
9
-
6
9
.
2
 
 
 
 
1
4
.
8
 
 
 
1
4
.
5
-
1
5
.
6
 
 
 
 
 
7
2
.
5
 
 
 
7
2
.
0
-
7
3
.
4
 
 
 
 
1
7
.
3
 
 
 
1
7
.
0
-
1
8
.
2
 
 
 
 
7
5
.
7
 
 
 
8
0
.
8
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
1
0
.
3
 

2
2
 
 
 
2
0
-
2
4
 
ド
イ
ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
0
.
4
 
 
 
 
 
6
7
.
4
 
 
 
6
7
.
1
-
6
7
.
9
 
 
 
 
1
4
.
3
 
 
 
1
4
.
1
-
1
4
.
9
 
 
 
 
 
7
3
.
5
 
 
 
7
3
.
2
-
7
4
.
1
 
 
 
 
1
8
.
5
 
 
 
1
8
.
2
-
1
9
.
1
 
 
 
 
7
3
.
7
 
 
 
8
0
.
1
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
 
 
6
.
6
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
 
8
.
3
 

2
3
 
 
 
1
9
-
2
5
 
イ
ス
ラ
エ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
0
.
4
 
 
 
 
 
6
9
.
2
 
 
 
6
8
.
9
-
6
9
.
7
 
 
 
 
1
5
.
6
 
 
 
1
5
.
3
-
1
6
.
3
 
 
 
 
 
7
1
.
6
 
 
 
7
1
.
2
-
7
2
.
4
 
 
 
 
1
6
.
9
 
 
 
1
6
.
7
-
1
7
.
8
 
 
 
 
7
6
 
2
 
 
 
7
9
.
9
 
 
 
 
7
.
1
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
9
.
3
 
 
 
 
1
0
.
4
 

2
4
 
 
 
2
2
-
2
7
 
米
国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
0
.
0
 
 
 
 
 
6
7
.
5
 
 
 
6
7
.
0
-
6
8
.
1
 
 
 
 
1
5
.
0
 
 
 
1
4
.
7
-
1
5
.
7
 
 
 
 
 
7
2
.
6
 
 
 
7
2
.
2
-
7
3
.
3
 
 
 
 
1
8
.
4
 
 
 
1
8
.
1
-
1
9
.
2
 
 
 
 
7
3
.
8
 
 
 
7
9
.
6
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
 
 
7
.
0
 
 
 
 
 
8
 
6
 
 
 
 
 
8
.
8
 

2
5
 
 
 
2
3
-
2
8
 
キ
プ
ロ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
9
.
8
 
 
 
 
 
6
8
.
7
 
 
 
6
8
.
2
-
6
9
.
4
 
 
 
 
1
5
.
9
 
 
 
1
5
.
6
-
1
6
.
6
 
 
 
 
 
7
0
.
9
 
 
 
7
0
.
4
-
7
1
.
7
 
 
 
 
1
7
.
3
 
 
 
1
7
.
0
-
1
8
.
1
 
 
 
 
7
4
.
8
 
 
 
7
8
.
8
 
 
 
 
6
.
1
 
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
1
0
.
0
 

2
6
 
 
 
2
0
-
3
3
 
ド
ミ
ニ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
9
.
8
 
 
 
 
 
6
7
.
2
 
 
 
6
6
.
2
-
6
8
.
2
 
 
 
 
1
5
.
0
 
 
 
1
4
.
3
-
1
5
.
6
 
 
 
 
 
7
2
.
3
 
 
 
7
1
.
0
-
7
3
.
4
 
 
 
 
1
7
.
9
 
 
 
1
7
.
2
-
1
8
.
7
 
 
 
 
7
4
.
1
 
 
 
8
O
.
3
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
1
0
.
0
 

2
7
 
 
 
2
5
-
3
0
 
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
9
.
6
 
 
 
 
 
6
7
.
5
 
 
 
6
7
.
0
-
6
8
.
2
 
 
 
 
1
3
.
9
 
 
 
1
3
.
6
-
1
4
.
6
 
 
 
 
 
7
1
.
7
 
 
 
7
1
.
2
-
7
2
.
5
 
 
 
 
1
6
.
6
 
 
 
1
6
.
3
-
1
7
.
4
 
 
 
 
7
3
.
3
 
 
 
7
8
.
3
 
 
 
 
5
.
8
 
 
 
 
 
6
.
6
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
 
 
8
.
4
 

2
8
 
 
 
2
6
-
3
1
 
デ
ン
マ
ー
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
9
.
4
 
 
 
 
 
6
7
.
2
 
 
 
6
6
.
8
-
6
7
.
9
 
 
 
 
1
4
.
2
 
 
 
1
3
.
9
-
1
4
.
8
 
 
 
 
 
7
1
.
5
 
 
 
7
1
.
2
-
7
2
.
2
 
 
 
 
1
7
.
2
 
 
 
1
6
.
9
-
1
8
.
0
 
 
 
 
7
2
.
9
 
 
 
7
8
.
1
 
 
 
 
5
.
7
 
 
 
 
 
6
.
6
 
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
 
8
.
4
 

2
9
 
 
 
2
6
-
3
1
 
ポ
ル
ト
ガ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
9
.
3
 
 
 
 
 
6
5
.
9
 
 
 
6
5
.
6
-
6
6
.
6
 
 
 
 
1
4
.
0
 
 
 
1
3
.
7
-
1
4
.
6
 
 
 
 
 
7
2
.
7
 
 
 
7
2
.
4
-
7
3
.
4
 
 
 
 
1
7
.
7
 
 
 
1
7
.
3
-
1
8
.
5
 
 
 
 
7
2
.
0
 
 
 
7
9
.
5
 
 
 
 
6
.
1
 
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
 
 
8
.
6
 

3
0
 
 
 
2
7
-
3
2
 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
9
.
3
 
 
 
 
 
6
7
.
4
 
 
 
6
6
.
9
-
6
8
.
2
 
 
 
 
1
4
.
4
 
 
 
1
4
.
1
-
1
5
.
2
 
 
 
 
 
7
1
.
2
 
 
 
7
0
.
7
-
7
2
.
2
 
 
 
 
1
6
.
8
 
 
 
1
6
.
5
-
1
7
.
8
 
 
 
 
7
5
.
1
 
 
 
8
0
.
8
 
 
 
 
7
.
7
 
 
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
1
0
.
2
 
 
 
 
1
1
.
8
 

3
1
 
 
 
2
6
-
3
1
 
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
  
 
 
 
 
 
 
 
6
9
.
2
 
 
 
 
 
6
7
.
1
 
 
 
6
6
.
8
-
6
7
.
6
 
 
 
 
1
4
.
4
 
 
 
1
4
.
1
-
1
5
.
0
 
 
 
 
 
7
1
.
2
 
 
 
7
0
.
8
-
7
2
.
0
 
 
 
 
1
7
.
0
 
 
 
1
6
.
8
-
1
7
.
9
 
 
 
 
7
4
.
0
 
 
 
7
9
.
4
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
1
0
.
2
 

3
2
 
 
 
3
0
-
3
4
 
チ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
8
.
6
 
 
 
 
 
6
6
.
0
 
 
 
6
5
.
2
-
6
7
.
0
 
 
 
 
1
4
.
3
 
 
 
1
3
.
6
-
1
5
.
3
 
 
 
 
 
7
1
.
3
 
 
 
7
0
.
9
-
7
2
.
2
 
 
 
 
1
7
.
8
 
 
 
1
7
.
3
-
1
8
.
8
 
 
 
 
7
3
.
4
 
 
 
7
9
.
9
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
1
0
.
1
 
 
 
 
1
O
.
8
 

3
3
 
 
 
3
1
-
3
6
 
キ
ュ
ー
バ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
8
.
4
 
 
 
 
 
6
7
.
4
 
 
 
6
6
.
8
-
6
8
.
1
 
 
 
 
1
5
.
4
 
 
 
1
4
.
9
-
1
6
.
1
 
 
 
 
 
6
9
.
4
 
 
 
6
8
.
9
-
7
0
.
3
 
 
 
 
1
6
.
1
 
 
 
1
5
.
8
-
1
6
.
9
 
 
 
 
7
3
.
5
 
 
 
7
7
.
4
 
 
 
 
6
.
2
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
 
1
0
.
3
 

3
4
 
 
 
3
2
-
3
4
 
ス
ロ
ベ
ニ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
8
.
4
 
 
 
 
 
6
4
.
9
 
 
 
6
4
.
6
-
6
5
.
4
 
 
 
 
1
2
.
7
 
 
 
1
2
.
6
-
1
3
.
4
 
 
 
 
 
7
1
.
9
 
 
 
7
1
.
5
-
7
2
.
6
 
 
 
 
1
6
.
8
 
 
 
1
6
.
5
-
1
7
.
6
 
 
 
 
7
1
.
6
 
 
 
7
9
.
5
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
 
 
7
.
6
 
 
 
 
 
9
.
4
 
 
 
 
 
9
.
6
 

3
5
 
 
 
3
3
-
3
6
 
チ
ェ
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
8
.
0
 
 
 
 
 
6
5
.
2
 
 
 
6
4
.
9
-
6
5
.
7
 
 
 
 
1
2
.
7
 
 
 
1
2
.
6
-
1
3
.
2
 
 
 
 
 
7
0
.
8
 
 
 
7
0
.
5
-
7
1
.
5
 
 
 
 
1
6
.
4
 
 
 
1
6
.
2
-
1
7
.
1
 
 
 
 
7
1
.
5
 
 
 
7
8
.
3
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
 
9
.
5
 

3
6
 
 
 
3
4
-
4
5
 
ジ
ャ
マ
イ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
7
.
3
 
 
 
 
 
6
6
.
8
 
 
 
6
5
.
5
-
6
8
.
0
 
 
 
 
1
8
.
9
 
 
 
1
8
.
1
-
1
9
.
7
 
 
 
 
 
6
7
.
9
 
 
 
6
6
.
5
-
6
9
.
3
 
 
 
 
1
8
.
2
 
 
 
1
7
.
3
-
1
9
.
1
 
 
 
 
7
5
.
2
 
 
 
7
7
.
4
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
1
1
.
2
 
 
 
 
1
2
.
3
 

3
7
 
 
 
3
6
-
4
6
 
ウ
ル
グ
ア
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
7
.
0
 
 
 
 
 
6
4
.
1
 
 
 
6
3
.
1
-
6
5
.
0
 
 
 
 
1
5
.
3
 
 
 
1
4
.
8
-
1
5
.
8
 
 
 
 
 
6
9
.
9
 
 
 
6
8
.
8
-
7
1
.
0
 
 
 
 
1
8
.
3
 
 
 
1
7
.
6
-
1
9
.
0
 
 
 
 
6
9
.
4
 
 
 
7
7
.
2
 
 
 
 
6
.
4
 
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
 
9
.
1
 
 
 
 
1
0
.
2
 

3
8
 
 
 
3
6
-
4
2
 
ク
ロ
ア
チ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
7
.
0
 
 
 
 
 
6
3
.
3
 
 
 
6
3
.
1
-
6
3
.
8
 
 
 
 
1
1
.
4
 
 
 
1
1
.
3
-
1
1
.
9
 
 
 
 
 
7
0
.
6
 
 
 
7
0
.
3
-
7
1
.
3
 
 
 
 
1
6
.
0
 
 
 
1
5
.
8
-
1
6
.
7
 
 
 
 
7
0
.
5
 
 
 
7
7
.
8
 
 
 
 
6
.
0
 
 
 
 
 
6
.
6
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
 
8
.
6
 

3
9
 
 
 
3
8
-
4
4
 
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
6
.
7
 
 
 
 
 
6
3
.
8
 
 
 
6
3
.
5
-
6
4
.
3
 
 
 
 
1
4
.
7
 
 
 
1
4
.
4
-
1
5
.
3
 
 
 
 
 
6
9
.
6
 
 
 
6
9
.
2
-
7
0
.
3
 
 
 
 
1
8
.
1
 
 
 
1
7
.
8
-
1
9
.
0
 
 
 
 
7
0
.
6
 
 
 
7
7
.
8
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
1
0
.
6
 

4
0
 
 
 
3
7
-
4
5
 
コ
ス
タ
リ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
6
.
7
 
 
 
 
 
6
5
.
2
 
 
 
6
4
.
6
-
6
6
.
0
 
 
 
 
1
4
.
2
 
 
 
1
3
.
9
-
1
5
.
0
 
 
 
 
 
6
8
.
1
 
 
 
6
7
.
5
-
6
9
.
1
 
 
 
 
1
6
.
6
 
 
 
1
6
.
2
-
1
7
.
6
 
 
 
 
7
2
.
3
 
 
 
7
7
.
1
 
 
 
 
9
 
0
 
 
 
 
1
0
.
8
 
 
 
 
1
2
.
1
 
 
 
 
1
3
.
7
 

 



  
付
表
 
A
 
(
つ
づ
き
)
.
 
出
生
時
お
よ
び
6
0
歳
時
の
障
害
調
整
平
均
余
命
 
D
A
L
E
 
と
出
生
時
平
均
寿
命
 
L
E
.
 
性
別
、
W
H
O
加
盟
国
別
.
 
1
9
99
年
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
障
 
害
 
調
 
整
 
平
 
均
 
余
 
命
 
D
A
L
E
 
(
年
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
均
寿
命
 
 
 
 
障
害
に
よ
る
 
 
 
 
 
 
 
障
害
に
よ
る
 

 
 
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男
女
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
L
E
 
 
 
 
損
失
年
数
(
D
F
L
)
 
 
 
損
失
の
割
合
 

順
位
 
 
区
間
 
 
 
加
盟
国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
6
0
歳
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
6
0
歳
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
D
F
L
/
L
E
 
(
%
)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
女
子
 
 
 
男
子
 
 
 
女
子
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
 
女
子
 

4
1
 
 
 
3
6
-
4
6
 
ア
ル
メ
ニ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
6
.
7
 
 
 
 
 
6
5
.
0
 
 
 
6
4
.
4
-
6
5
.
9
 
 
 
 
1
4
.
5
 
 
 
1
4
.
2
-
1
5
.
5
 
 
 
 
 
6
8
.
3
 
 
 
6
7
.
6
-
6
9
.
3
 
 
 
 
1
5
.
5
 
 
 
1
5
.
1
-
1
6
.
5
 
 
 
 
7
4
.
2
 
 
 
7
8
.
9
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
1
0
.
1
 
 
 
 
1
1
.
4
 

4
2
 
 
 
3
9
-
4
5
 
ス
ロ
バ
キ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
6
.
6
 
 
 
 
6
3
.
5
 
 
 
6
3
.
2
-
6
4
.
0
 
 
 
 
1
2
.
7
 
 
 
1
2
.
6
-
1
3
.
1
 
 
 
 
 
6
9
.
7
 
 
 
6
9
.
4
-
7
0
.
3
 
 
 
 
1
6
.
0
 
 
 
1
5
.
9
-
1
6
.
7
 
 
 
 
6
8
.
9
 
 
 
7
6
.
7
 
 
 
 
5
.
4
 
 
 
 
 
7
.
0
 
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
 
 
9
.
1
 

4
3
 
 
 
3
6
-
5
4
 
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
・
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
 
 
 
 
 
 
6
6
.
4
 
 
 
 
6
5
.
0
 
 
 
6
3
.
8
-
6
6
.
2
 
 
 
 
1
5
.
9
 
 
 
1
5
.
2
-
1
6
.
7
 
 
 
 
 
6
7
.
8
 
 
 
6
6
.
4
-
6
9
.
0
 
 
 
 
1
6
.
7
 
 
 
1
5
.
9
-
1
7
.
5
 
 
 
 
7
1
.
8
 
 
 
7
5
.
2
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
 
9
.
8
 

4
4
 
 
 
3
9
-
5
0
 
グ
ル
ジ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
6
.
3
 
 
 
 
 
6
3
.
1
 
 
 
6
2
.
2
-
6
4
.
0
 
 
 
 
1
3
.
8
 
 
 
1
3
.
5
-
1
4
.
6
 
 
 
 
 
6
9
.
4
 
 
 
6
8
.
7
-
7
0
.
3
 
 
 
 
1
6
.
6
 
 
 
1
6
.
2
-
1
7
.
4
 
 
 
 
6
9
.
4
 
 
 
7
6
.
7
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
 
9
.
1
 
 
 
 
 
9
 
5
 

4
5
 
 
 
4
1
-
4
8
 
ポ
ー
ラ
ン
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
6
.
2
 
 
 
 
 
6
2
.
3
 
 
 
6
1
.
6
-
6
3
.
0
 
 
 
 
1
2
.
5
 
 
 
1
2
.
1
-
1
3
.
1
 
 
 
 
 
7
0
.
1
 
 
 
6
9
.
7
-
7
0
.
7
 
 
 
 
1
6
.
6
 
 
 
1
6
.
4
-
1
7
.
3
 
 
 
 
6
7
.
9
 
 
 
7
6
.
6
 
 
 
 
5
.
6
 
 
 
 
 
6
.
5
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
 
8
.
5
 

4
6
 
 
 
3
9
-
5
1
 
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
6
.
1
 
 
 
 
 
6
4
.
2
 
 
 
6
3
.
1
-
6
5
.
3
 
 
 
 
1
5
.
1
 
 
 
1
4
.
4
-
1
5
.
7
 
 
 
 
 
6
8
.
1
 
 
 
6
6
.
9
-
6
9
.
2
 
 
 
 
1
7
.
5
 
 
 
1
6
.
8
-
1
8
.
1
 
 
 
 
7
1
.
8
 
 
 
7
6
.
4
 
 
 
 
7
.
6
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
1
0
.
6
 
 
 
 
1
0
.
8
 

4
7
 
 
 
4
0
-
5
3
 
パ
ナ
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
6
.
0
 
 
 
 
 
6
4
.
9
 
 
 
6
3
.
6
-
6
6
.
1
 
 
 
 
1
7
.
3
 
 
 
1
6
.
4
-
1
8
.
1
 
 
 
 
 
6
7
.
2
 
 
 
6
5
.
9
-
6
8
.
5
 
 
 
 
1
7
.
4
 
 
 
1
6
.
5
-
1
8
.
3
 
 
 
 
7
2
.
6
 
 
 
7
5
.
8
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
1
0
.
7
 
 
 
 
1
1
.
4
 

4
8
 
 
 
3
9
-
6
1
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
6
5
.
8
 
 
 
 
 
6
3
.
4
 
 
 
6
2
.
0
-
6
4
.
6
 
 
 
 
1
4
.
4
 
 
 
1
3
.
7
-
1
5
.
2
 
 
 
 
 
6
8
.
3
 
 
 
6
6
 
9
-
6
9
.
6
 
 
 
 
1
6
.
8
 
 
 
1
5
.
9
-
1
7
.
6
 
 
 
 
7
1
.
4
 
 
 
7
6
.
8
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
 
 
8
.
5
 
 
 
 
1
1
.
2
 
 
 
 
1
1
.
1
 

4
9
 
 
 
4
0
-
6
3
 
グ
レ
ナ
ダ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
5
.
5
 
 
 
 
 
6
2
.
4
 
 
 
6
1
.
1
-
6
3
.
6
 
 
 
 
1
4
.
1
 
 
 
1
3
.
5
-
1
4
.
8
 
 
 
 
 
6
8
.
5
 
 
 
6
7
.
2
-
6
9
.
7
 
 
 
 
1
6
.
9
 
 
 
1
6
.
2
-
1
7
.
7
 
 
 
 
6
9
.
1
 
 
 
7
5
.
9
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
 
9
.
7
 

5
0
 
 
 
4
6
-
5
8
 
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
 
 
 
 
 
 
 
 
6
5
.
4
 
 
 
 
 
6
5
.
0
 
 
 
6
4
.
0
-
6
5
.
9
 
 
 
 
1
1
.
7
 
 
 
1
0
.
9
-
1
2
.
5
 
 
 
 
 
6
5
.
8
 
 
 
6
4
.
6
-
6
7
.
0
 
 
 
 
1
2
.
6
 
 
 
1
1
.
8
-
1
3
.
5
 
 
 
 
7
2
 
2
 
 
 
7
5
.
6
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
 
9
.
8
 
 
 
 
1
0
.
0
 
 
 
 
1
3
.
0
 

5
1
 
 
 
4
6
-
5
8
 
韓
国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
5
.
0
 
 
 
 
 
6
2
.
3
 
 
 
6
1
.
6
-
6
3
.
1
 
 
 
 
1
2
.
1
 
 
 
1
1
.
6
-
1
2
.
7
 
 
 
 
 
6
7
.
7
 
 
 
6
6
.
7
-
6
8
.
7
 
 
 
 
1
5
.
2
 
 
 
1
4
.
5
-
1
5
.
8
 
 
 
 
6
8
.
8
 
 
 
7
6
.
0
 
 
 
 
6
.
4
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
9
.
3
 
 
 
 
1
0
.
9
 

5
2
 
 
 
4
9
-
5
7
 
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
5
.
0
 
 
 
 
 
6
2
.
9
 
 
 
6
2
.
4
-
6
3
.
6
 
 
 
 
1
3
.
4
 
 
 
1
3
.
1
-
1
4
.
2
 
 
 
 
 
6
7
.
1
 
 
 
6
6
.
5
-
6
8
.
1
 
 
 
 
1
5
.
7
 
 
 
1
5
.
2
-
1
6
.
7
 
 
 
 
7
0
.
9
 
 
 
7
6
.
2
 
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
9
.
0
 
 
 
 
1
1
.
4
 
 
 
 
1
1
.
8
 

5
3
 
 
 
4
7
-
5
9
 
バ
ル
バ
ド
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
5
.
0
 
 
 
 
 
6
2
.
4
 
 
 
6
1
.
2
-
6
3
.
8
 
 
 
 
1
4
.
5
 
 
 
1
3
.
8
-
1
5
.
8
 
 
 
 
 
6
7
.
6
 
 
 
6
6
.
9
-
6
8
.
7
 
 
 
 
1
6
.
6
 
 
 
1
5
.
8
-
1
7
.
9
 
 
 
 
7
2
.
7
 
 
 
7
7
.
8
 
 
 
1
0
.
3
 
 
 
 
1
0
.
2
 
 
 
 
1
4
.
2
 
 
 
 
1
3
.
1
 

5
4
 
 
 
4
5
-
6
7
 
セ
ン
ト
ル
シ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
5
.
0
 
 
 
 
 
6
2
.
4
 
 
 
6
1
.
1
-
6
3
.
6
 
 
 
 
1
4
.
1
 
 
 
1
3
.
5
-
1
4
.
8
 
 
 
 
 
6
7
.
6
 
 
 
6
6
.
4
-
6
8
.
7
 
 
 
 
1
5
.
8
 
 
 
1
5
.
2
-
1
6
.
5
 
 
 
 
6
8
.
9
 
 
 
7
4
 
9
 
 
 
 
6
.
5
 
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
 
9
.
4
 
 
 
 
 
9
.
8
 

5
5
 
 
 
4
8
-
5
8
 
メ
キ
シ
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
5
.
0
 
 
 
 
 
6
2
.
4
 
 
 
6
1
.
6
-
6
3
.
3
 
 
 
 
1
4
.
7
 
 
 
1
4
.
4
-
1
5
.
6
 
 
 
 
 
6
7
.
6
 
 
 
6
7
.
1
-
6
8
.
5
 
 
 
 
1
6
.
8
 
 
 
1
6
.
4
-
1
7
.
9
 
 
 
 
7
1
.
0
 
 
 
7
7
.
2
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
1
2
.
2
 
 
 
 
1
2
.
4
 

5
6
 
 
 
4
9
-
6
4
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
6
4
.
9
 
 
 
 
6
3
.
4
 
 
 
6
2
.
3
-
6
4
.
5
 
 
 
1
3
.
3
 
 
 
1
2
.
7
-
1
4
.
1
 
 
 
 
 
6
6
.
4
 
 
 
6
5
.
2
-
6
7
.
5
 
 
 
 
1
5
.
3
 
 
 
1
4
.
5
-
1
5
.
9
 
 
 
 
7
1
.
2
 
 
 
7
5
.
0
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
1
1
.
0
 
 
 
 
1
1
.
5
 

-85- 

5
7
 
 
 
5
2
-
6
2
 
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
 
 
 
 
6
4
.
6
 
 
 
 
 
6
2
.
8
 
 
 
6
2
.
2
-
6
3
.
5
 
 
 
 
1
2
.
0
 
 
 
1
1
.
8
-
1
2
.
6
 
 
 
 
 
6
6
.
4
 
 
 
6
5
.
9
-
6
7
.
1
 
 
 
 
1
3
.
9
 
 
 
1
3
.
7
-
1
4
.
6
 
 
 
 
6
8
.
7
 
 
 
7
3
.
4
 
 
 
 
5
.
9
 
 
 
 
 
7
.
0
 
 
 
 
 
8
.
5
 
 
 
 
 
9
.
5
 

5
8
 
 
 
5
2
-
6
6
 
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
4
.
5
 
 
 
 
 
6
5
.
1
 
 
 
6
4
.
3
-
6
5
.
9
 
 
 
 
1
2
.
7
 
 
 
1
2
.
1
-
1
3
.
4
 
 
 
 
 
6
4
.
0
 
 
 
6
2
.
6
-
6
5
.
2
 
 
 
 
1
2
.
8
 
 
 
1
2
.
2
-
1
3
.
5
 
 
 
 
7
1
.
O
 
 
 
7
2
.
6
 
 
 
 
5
.
8
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
1
2
.
0
 

5
9
 
 
 
5
1
-
6
9
 
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
 
 
6
4
.
4
 
 
 
 
 
6
3
.
4
 
 
 
6
3
.
0
-
6
4
.
5
 
 
 
 
1
2
.
4
 
 
 
1
2
.
0
-
1
3
.
6
 
 
 
 
 
6
5
.
4
 
 
 
6
4
.
7
-
6
6
.
9
 
 
 
 
1
2
.
6
 
 
 
1
1
.
9
-
1
4
.
4
 
 
 
 
7
4
.
3
 
 
 
7
9
.
5
 
 
 
1
0
.
9
 
 
 
 
1
4
.
3
 
 
 
 
1
4
.
6
 
 
 
 
1
8
.
0
 

6
0
 
 
 
5
5
-
6
3
 
ブ
ル
ガ
リ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
4
.
4
 
 
 
 
 
6
1
.
2
 
 
 
6
0
.
8
-
6
1
.
6
 
 
 
 
1
2
.
2
 
 
 
1
2
.
0
-
1
2
.
7
 
 
 
 
 
6
7
.
7
 
 
 
6
7
.
4
-
6
8
.
3
 
 
 
 
1
5
.
1
 
 
 
1
4
.
8
-
1
5
.
7
 
 
 
 
6
7
.
4
 
 
 
7
4
.
8
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
 
 
7
.
1
 
 
 
 
 
9
.
3
 
 
 
 
 
9
.
4
 

6
1
 
 
 
5
0
-
6
4
 
バ
ー
レ
ー
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
4
.
4
 
 
 
 
 
6
3
.
9
 
 
 
6
3
.
0
-
6
4
.
8
 
 
 
 
1
1
.
6
 
 
 
1
1
.
0
-
1
2
.
3
 
 
 
 
 
6
4
.
9
 
 
 
6
3
.
8
-
6
6
.
0
 
 
 
 
1
2
.
6
 
 
 
1
1
.
8
-
1
3
.
3
 
 
 
 
7
0
.
7
 
 
 
7
3
.
6
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
1
1
.
8
 

6
2
 
 
 
5
7
-
6
6
 
ハ
ン
ガ
リ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
4
.
1
 
 
 
 
 
6
0
.
4
 
 
 
5
9
.
6
-
6
1
.
2
 
 
 
 
1
1
.
7
 
 
 
1
1
.
4
-
1
2
.
3
 
 
 
 
 
6
7
.
9
 
 
 
6
7
.
5
-
6
8
.
5
 
 
 
 
1
5
.
5
 
 
 
1
5
.
3
-
1
6
.
3
 
 
 
 
6
6
.
3
 
 
 
7
5
.
1
 
 
 
 
5
.
9
 
 
 
 
 
7
.
2
 
 
 
 
 
9
.
0
 
 
 
 
 
9
.
6
 

6
3
 
 
 
5
6
-
6
7
 
リ
ト
ア
ニ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
4
.
1
 
 
 
 
 
6
0
.
6
 
 
 
5
9
.
7
-
6
1
.
6
 
 
 
 
1
3
.
4
 
 
 
1
3
.
1
-
1
4
.
2
 
 
 
 
 
6
7
.
5
 
 
 
6
6
.
9
-
6
8
.
3
 
 
 
 
1
6
.
2
 
 
 
1
5
.
9
-
1
7
.
0
 
 
 
 
6
7
.
0
 
 
 
7
7
.
9
 
 
 
 
6
.
4
 
 
 
 
1
0
.
4
 
 
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
1
3
.
3
 

6
4
 
 
 
6
0
-
6
9
 
マ
ケ
ド
ニ
ア
旧
ユ
ー
ゴ
 
 
 
 
 
 

ス
ラ
ビ
ア
 
 
 
 
 
 
6
3
.
7
 
 
 
 
 
6
1
.
8
 
 
 
6
1
.
2
-
6
2
.
6
 
 
 
 
1
1
.
7
 
 
 
1
1
.
4
-
1
2
.
5
 
 
 
 
 
6
5
.
6
 
 
 
6
5
.
1
-
6
6
.
5
 
 
 
 
1
3
.
5
 
 
 
1
3
.
2
-
1
4
.
3
 
 
 
 
6
9
.
8
 
 
 
7
4
.
1
 
 
 
 
8
.
O
 
 
 
 
 
8
.
5
 
 
 
 
1
1
.
4
 
 
 
 
1
1
.
5
 

6
5
 
 
 
6
0
-
7
2
 
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
6
3
.
7
 
 
 
 
 
6
0
.
6
 
 
 
5
9
.
9
-
6
1
.
4
 
 
 
 
1
2
.
7
 
 
 
1
2
.
4
-
1
3
.
5
 
 
 
 
 
6
6
.
7
 
 
 
6
6
.
1
-
6
7
.
7
 
 
 
 
1
5
.
7
 
 
 
1
5
.
4
-
1
6
.
7
 
 
 
 
6
7
.
8
 
 
 
7
5
.
3
 
 
 
 
7
.
2
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
1
0
.
6
 
 
 
 
1
1
.
4
 

6
6
 
 
 
5
5
-
8
0
 
カ
タ
ー
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
3
.
5
 
 
 
 
 
6
4
.
2
 
 
 
6
3
.
4
-
6
5
.
1
 
 
 
 
1
0
.
8
 
 
 
1
0
.
1
-
1
1
.
4
 
 
 
 
 
6
2
.
8
 
 
 
6
1
.
2
-
6
4
.
3
 
 
 
 
1
O
.
2
 
 
 
 
8
.
9
-
1
1
.
3
 
 
 
 
7
1
.
5
 
 
 
7
4
.
6
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
1
1
.
8
 
 
 
 
1
0
.
3
 
 
 
 
1
5
.
8
 

6
7
 
 
 
6
1
-
7
8
 
ク
ッ
ク
諸
島
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
3
.
4
 
 
 
 
 
6
2
.
2
 
 
 
6
1
.
0
-
6
3
.
4
 
 
 
 
1
2
.
2
 
 
 
1
1
.
5
-
1
2
.
8
 
 
 
 
 
6
4
.
5
 
 
 
6
3
.
1
-
6
5
.
9
 
 
 
 
1
3
.
7
 
 
 
1
3
.
O
-
1
4
.
5
 
 
 
 
6
9
.
3
 
 
 
7
3
.
3
 
 
 
 
7
.
0
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
1
0
.
1
 
 
 
 
1
2
.
0
 

6
8
 
 
 
6
1
-
8
2
 
ク
ウ
ェ
ー
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
3
.
2
 
 
 
 
 
6
3
.
0
 
 
 
6
1
.
6
-
6
4
.
3
 
 
 
 
1
1
.
1
 
 
 
1
0
.
2
-
1
2
.
0
 
 
 
 
 
6
3
.
4
 
 
 
6
1
.
6
-
6
5
.
1
 
 
 
 
1
1
.
8
 
 
 
1
0
.
6
-
1
2
.
9
 
 
 
 
7
1
.
9
 
 
 
7
5
.
2
 
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
1
1
.
9
 
 
 
 
1
2
.
4
 
 
 
 
1
5
.
8
 

6
9
 
 
 
6
5
-
7
7
 
エ
ス
ト
ニ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
3
.
1
 
 
 
 
 
5
8
.
1
 
 
 
5
7
.
3
-
5
9
.
0
 
 
 
 
1
1
.
2
 
 
 
1
0
.
9
-
1
1
.
9
 
 
 
 
 
6
8
.
1
 
 
 
6
7
.
4
-
6
9
.
0
 
 
 
 
1
5
.
8
 
 
 
1
5
.
5
-
1
6
.
6
 
 
 
 
6
4
.
4
 
 
 
7
5
.
3
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
 
 
7
.
2
 
 
 
 
 
9
.
8
 
 
 
 
 
9
.
5
 

7
0
 
 
 
6
8
-
7
6
 
ウ
ク
ラ
イ
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
3
.
0
 
 
 
 
 
5
8
.
5
 
 
 
5
8
.
1
-
5
9
.
0
 
 
 
 
1
1
.
5
 
 
 
1
1
.
4
-
1
2
.
0
 
 
 
 
 
6
7
.
5
 
 
 
6
7
.
1
-
6
8
.
0
 
 
 
 
1
5
.
5
 
 
 
1
5
.
3
-
1
6
.
1
 
 
 
 
6
4
.
4
 
 
 
7
4
.
2
 
 
 
 
5
.
8
 
 
 
 
 
6
.
9
 
 
 
 
 
9
.
1
 
 
 
 
 
9
.
3
 

7
1
 
 
 
6
4
-
8
2
 
パ
ラ
グ
ア
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
3
.
0
 
 
 
 
 
6
0
.
7
 
 
 
5
9
.
2
-
6
2
.
0
 
 
 
 
1
4
.
2
 
 
 
1
3
.
3
-
1
5
.
1
 
 
 
 
 
6
5
.
3
 
 
 
6
3
.
9
-
6
6
.
7
 
 
 
 
1
6
.
O
 
 
 
1
5
.
1
-
1
7
.
0
 
 
 
 
6
9
.
6
 
 
 
7
4
.
1
 
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
1
2
.
9
 
 
 
 
1
1
.
8
 

7
2
 
 
 
6
2
-
8
6
 
オ
マ
ー
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
3
.
0
 
 
 
 
 
6
1
.
8
 
 
 
6
0
.
8
-
6
2
.
8
 
 
 
 
1
0
.
6
 
 
 
 
9
.
9
-
1
1
.
3
 
 
 
 
 
6
4
.
1
 
 
 
6
2
.
8
-
6
5
.
3
 
 
 
 
1
2
.
1
 
 
 
1
1
.
2
-
1
2
.
8
 
 
 
 
7
0
.
4
 
 
 
7
3
.
8
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
1
2
.
2
 
 
 
 
1
3
.
1
 

7
3
 
 
 
6
7
-
8
2
 
ト
ル
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
2
.
9
 
 
 
 
 
6
4
.
0
 
 
 
6
2
.
9
-
6
5
.
0
 
 
 
 
1
6
.
2
 
 
 
1
5
.
5
-
1
6
.
8
 
 
 
 
 
6
1
.
8
 
 
 
6
O
.
6
-
6
3
.
O
 
 
 
 
1
5
.
2
 
 
 
1
4
.
6
-
1
5
.
9
 
 
 
 
6
9
.
7
 
 
 
6
9
.
9
 
 
 
 
5
.
7
 
 
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
1
1
.
6
 

7
4
 
 
 
6
4
-
8
2
 
コ
ロ
ン
ビ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
2
.
9
 
 
 
 
 
6
0
.
3
 
 
 
5
9
.
2
-
6
1
.
5
 
 
 
 
1
3
.
5
 
 
 
1
2
.
7
-
1
4
.
2
 
 
 
 
 
6
5
.
5
 
 
 
6
4
.
2
-
6
6
.
7
 
 
 
 
1
5
.
4
 
 
 
1
4
.
6
-
1
6
.
2
 
 
 
 
6
8
.
1
 
 
 
7
4
.
1
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
1
1
.
5
 
 
 
 
1
1
.
6
 

7
5
 
 
 
6
5
-
8
3
 
ト
ン
ガ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
2
.
9
 
 
 
 
 
6
1
.
4
 
 
 
6
0
.
2
-
6
2
.
6
 
 
 
 
1
1
.
5
 
 
 
1
0
.
9
-
1
2
.
2
 
 
 
 
 
6
4
.
3
 
 
 
6
2
.
9
-
6
5
.
6
 
 
 
 
1
3
.
3
 
 
 
1
2
.
6
-
1
4
.
1
 
 
 
 
6
8
.
3
 
 
 
7
2
.
9
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
1
0
.
0
 
 
 
 
1
1
.
8
 

7
6
 
 
 
6
8
-
8
3
 
ス
リ
ラ
ン
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
2
.
8
 
 
 
 
 
5
9
.
3
 
 
 
5
8
.
3
-
6
0
.
3
 
 
 
 
1
2
.
7
 
 
 
1
2
.
1
-
1
3
.
4
 
 
 
 
 
6
6
.
3
 
 
 
6
5
.
2
-
6
7
.
4
 
 
 
 
1
6
.
O
 
 
 
1
5
.
4
-
1
6
.
7
 
 
 
 
6
5
.
8
 
 
 
7
3
.
4
 
 
 
 
6
.
5
 
 
 
 
 
7
.
1
 
 
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
 
9
.
7
 

7
7
 
 
 
6
7
-
8
5
 
ス
リ
ナ
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
2
.
7
 
 
 
 
 
6
0
.
2
 
 
 
5
8
.
9
-
6
1
.
4
 
 
 
 
1
4
.
4
 
 
 
1
3
.
8
-
1
5
.
2
 
 
 
 
 
6
5
.
2
 
 
 
6
4
.
0
-
6
6
.
5
 
 
 
 
1
5
.
5
 
 
 
1
4
.
6
-
1
6
.
3
 
 
 
 
6
8
.
2
 
 
 
7
3
.
6
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
1
1
.
6
 
 
 
 
1
1
.
3
 

7
8
 
 
 
6
6
-
8
8
 
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
2
.
7
 
 
 
 
 
5
9
.
0
 
 
 
5
7
.
9
-
6
0
.
2
 
 
 
 
1
0
.
2
 
 
 
 
9
.
8
-
1
1
.
2
 
 
 
 
 
6
6
.
3
 
 
 
6
5
.
7
-
6
7
.
3
 
 
 
 
1
3
.
5
 
 
 
1
3
.
2
-
1
4
.
4
 
 
 
 
6
6
.
7
 
 
 
7
4
.
1
 
 
 
 
7
.
7
 
 
 
 
 
7
.
7
 
 
 
 
1
1
.
6
 
 
 
 
1
0
.
4
 

7
9
 
 
 
6
8
-
8
6
 
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
2
.
5
 
 
 
 
 
6
2
.
1
 
 
 
6
0
.
7
-
6
3
.
6
 
 
 
 
1
7
.
1
 
 
 
1
6
.
1
-
1
8
.
2
 
 
 
 
 
6
2
.
9
 
 
 
6
1
.
8
-
6
3
.
7
 
 
 
 
1
6
.
1
 
 
 
1
5
.
2
-
1
6
.
8
 
 
 
 
7
1
.
4
 
 
 
7
2
.
8
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
1
2
.
9
 
 
 
 
1
3
.
6
 

8
0
 
 
 
7
4
-
8
4
 
ル
ー
マ
ニ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
2
.
3
 
 
 
 
 
5
8
.
8
 
 
 
5
8
.
4
-
5
9
.
2
 
 
 
 
1
2
.
0
 
 
 
1
1
.
8
-
1
2
.
6
 
 
 
 
 
6
5
.
8
 
 
 
6
5
.
4
-
6
6
.
5
 
 
 
 
1
4
.
6
 
 
 
1
4
.
3
-
1
5
.
3
 
 
 
 
6
5
.
1
 
 
 
7
3
.
5
 
 
 
 
6
.
4
 
 
 
 
 
7
.
6
 
 
 
 
 
9
.
8
 
 
 
 
1
0
.
4
 



  
付
表
 
A
 
(
つ
づ
き
)
.
 
出
生
時
お
よ
び
6
0
歳
時
の
障
害
調
整
平
均
余
命
D
A
L
E
 
と
出
生
時
平
均
寿
命
 
L
E
.
 
性
別
、
W
H
O
加
盟
国
別
.
 
1
9
99
年
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
障
 
害
 
調
 
整
 
平
 
均
 
余
 
命
 
D
A
L
E
 
(
年
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
均
寿
命
 
 
 
 
障
害
に
よ
る
 
 
 
 
 
 
 
障
害
に
よ
る
 

 
 
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男
女
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
L
E
 
 
 
 
損
失
年
数
(
D
F
L
)
 
 
 
損
失
の
割
合
 

順
位
 
 
区
間
 
 
 
加
盟
国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
6
0
歳
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
6
0
歳
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
D
F
L
/
L
E
 
(
%
)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
女
子
 
 
 
男
子
 
 
 
女
子
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
 
女
子
 

8
1
 
 
 
7
2
-
8
3
 
中
国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
2
.
3
 
 
 
 
 
6
1
.
2
 
 
 
6
0
.
7
-
6
2
.
0
 
 
 
 
1
1
.
6
 
 
 
1
1
.
3
-
1
2
.
3
 
 
 
 
 
6
3
.
3
 
 
 
6
2
.
8
-
6
4
.
2
 
 
 
 
1
3
.
5
 
 
 
1
3
.
2
-
1
4
.
4
 
 
 
 
 
6
8
.
1
 
 
 
7
1
.
3
 
 
 
 
 
6
.
9
 
 
 
8
.
0
 
 
 
 
 
1
0
.
2
 
 
 
1
1
.
2
 

8
2
 
 
 
7
2
-
8
8
 
ラ
ト
ビ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
2
.
2
 
 
 
 
 
5
7
.
1
 
 
 
5
5
.
9
-
5
8
.
2
 
 
 
 
1
1
.
4
 
 
 
1
1
.
0
-
1
2
.
2
 
 
 
 
 
6
7
.
2
 
 
 
6
6
.
4
-
6
8
.
2
 
 
 
 
1
5
.
9
 
 
 
1
5
.
5
-
1
6
.
7
 
 
 
 
 
6
3
.
6
 
 
 
7
4
.
6
 
 
 
 
 
6
.
5
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
 
1
O
.
2
 
 
 
 
9
.
9
 

8
3
 
 
 
7
9
-
9
0
 
ベ
ラ
ル
ー
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
1
.
7
 
 
 
 
 
5
6
.
2
 
 
 
5
5
.
4
-
5
7
.
1
 
 
 
 
1
0
.
1
 
 
 
 
9
.
8
-
1
0
.
8
 
 
 
 
 
6
7
.
2
 
 
 
6
6
.
7
-
6
8
.
0
 
 
 
 
1
5
.
1
 
 
 
1
4
.
8
-
1
5
.
9
 
 
 
 
 
6
2
.
4
 
 
 
7
4
.
6
 
 
 
 
 
6
.
2
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
9
.
9
 

8
4
 
 
 
7
9
-
9
5
 
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
1
.
6
 
 
 
 
 
6
2
.
5
 
 
 
6
1
.
4
-
6
3
.
5
 
 
 
 
1
2
.
9
 
 
 
1
2
.
3
-
1
3
.
6
 
 
 
 
 
6
0
.
7
 
 
 
5
9
.
4
-
6
2
.
0
 
 
 
 
1
2
.
0
 
 
 
1
1
.
3
-
1
2
.
6
 
 
 
 
 
6
8
.
2
 
 
 
6
8
.
8
 
 
 
 
 
5
.
7
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
1
1
.
7
 

8
5
 
 
7
0
-
1
0
1
 
ニ
ウ
エ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
1
.
6
 
 
 
 
 
6
1
.
0
 
 
 
5
9
.
2
-
6
2
.
6
 
 
 
 
1
2
.
2
 
 
 
1
1
.
7
-
1
3
.
3
 
 
 
 
 
6
2
.
2
 
 
 
6
0
.
4
-
6
3
.
8
 
 
 
 
1
3
.
2
 
 
 
1
2
.
7
-
1
5
.
2
 
 
 
 
 
6
8
.
3
 
 
 
7
0
.
9
 
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
 
1
0
.
7
 
 
 
1
2
.
2
 

8
6
 
 
7
4
-
1
0
0
 
セ
ン
ト
キ
ッ
ツ
・
ネ
イ
ビ
ス
 
6
1
.
6
 
 
 
 
 
5
8
.
7
 
 
 
5
7
.
4
-
5
9
.
9
 
 
 
 
1
2
.
8
 
 
 
1
2
.
2
-
1
3
.
3
 
 
 
 
 
6
4
.
4
 
 
 
6
3
.
2
-
6
5
.
6
 
 
 
 
1
4
.
3
 
 
 
1
3
.
7
-
1
5
.
0
 
 
 
 
 
6
5
.
0
 
 
 
7
1
.
2
 
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
9
.
5
 

8
7
 
 
 
7
9
-
9
7
 
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
1
.
5
 
 
 
 
 
5
8
.
6
 
 
 
5
7
.
4
-
5
9
.
7
 
 
 
 
1
3
.
9
 
 
 
1
3
.
1
-
1
4
.
6
 
 
 
 
 
6
4
.
5
 
 
 
6
3
.
2
-
6
5
.
7
 
 
 
 
1
5
.
8
 
 
 
1
4
.
9
-
1
6
.
6
 
 
 
 
 
6
6
.
9
 
 
 
7
3
.
0
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
8
.
5
 
 
 
 
 
1
2
.
4
 
 
 
1
1
.
6
 

8
8
 
 
 
8
2
-
9
1
 
モ
ル
ド
バ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
1
.
5
 
 
 
 
 
5
8
.
5
 
 
 
5
8
.
0
-
5
9
.
0
 
 
 
 
1
0
.
7
 
 
 
1
0
.
6
-
1
1
.
2
 
 
 
 
 
6
4
.
5
 
 
 
6
4
.
0
-
6
5
.
2
 
 
 
 
1
3
.
0
 
 
 
1
2
.
8
-
1
3
.
7
 
 
 
 
 
6
4
.
8
 
 
 
7
1
.
9
 
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
1
0
.
3
 

8
9
 
 
 
8
1
-
9
6
 
マ
レ
ー
シ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
1
.
4
 
 
 
 
 
6
1
.
3
 
 
 
6
O
.
2
-
6
2
.
1
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
9
.
2
-
1
0
.
2
 
 
 
 
 
6
1
.
6
 
 
 
6
0
.
5
-
6
2
.
7
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
9
.
1
-
1
0
.
3
 
 
 
 
 
6
7
.
6
 
 
 
6
9
.
9
 
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
 
9
.
4
 
 
 
1
1
 
9
 

9
0
 
 
 
8
2
-
9
6
 
チ
ュ
ニ
ジ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
1
.
4
 
 
 
 
 
6
2
.
0
 
 
 
6
1
.
2
-
6
2
.
9
 
 
 
 
1
1
.
2
 
 
 
1
0
.
8
-
1
1
.
7
 
 
 
 
 
6
O
.
7
 
 
 
5
9
.
7
-
6
1
.
8
 
 
 
 
1
0
.
3
 
 
 
 
9
.
8
-
1
0
.
8
 
 
 
 
 
6
7
.
0
 
 
 
6
7
.
9
 
 
 
 
 
5
.
0
 
 
 
7
.
2
 
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
1
0
.
6
 

9
1
 
 
 
8
4
-
9
5
 
ロ
シ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
1
.
3
 
 
 
 
 
5
6
.
1
 
 
 
5
5
.
4
-
5
6
.
9
 
 
 
 
1
0
.
5
 
 
 
1
0
.
3
-
1
1
.
2
 
 
 
 
 
6
6
.
4
 
 
 
6
5
.
8
-
6
7
.
2
 
 
 
 
1
4
.
9
 
 
 
1
4
.
6
-
1
5
.
7
 
 
 
 
 
6
2
.
7
 
 
 
7
4
.
0
 
 
 
 
 
6
.
6
 
 
 
7
.
6
 
 
 
 
 
1
0
.
5
 
 
 
1
0
.
3
 

9
2
 
 
8
3
-
1
O
0
 
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
1
.
1
 
 
 
 
 
6
0
.
0
 
 
 
5
8
.
8
-
6
1
.
2
 
 
 
 
1
5
.
0
 
 
 
1
4
.
2
-
1
5
.
7
 
 
 
 
 
6
2
.
3
 
 
 
6
1
.
1
-
6
3
.
5
 
 
 
 
1
4
.
4
 
 
 
1
3
.
5
-
1
5
.
1
 
 
 
 
 
6
8
.
2
 
 
 
7
0
.
8
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
8
.
5
 
 
 
 
 
1
2
.
0
 
 
 
1
2
.
0
 

9
3
 
 
8
5
-
1
0
0
 
エ
ク
ア
ド
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
1
.
0
 
 
 
 
 
5
9
.
9
 
 
 
5
8
.
9
-
6
0
.
9
 
 
 
 
1
2
.
6
 
 
 
1
1
.
9
-
1
3
.
2
 
 
 
 
 
6
2
.
1
 
 
 
6
1
.
1
-
6
3
.
3
 
 
 
 
1
2
.
9
 
 
 
1
2
.
3
-
1
3
.
7
 
 
 
 
 
6
7
.
4
 
 
 
7
0
.
3
 
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
 
1
1
.
1
 
 
 
1
1
.
6
 

9
4
 
 
8
2
-
1
0
4
 
ベ
リ
ー
ズ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
0
.
9
 
 
 
 
 
5
8
.
5
 
 
 
5
6
.
9
-
6
0
.
1
 
 
 
 
1
3
.
6
 
 
 
1
2
.
7
-
1
4
.
4
 
 
 
 
 
6
3
.
3
 
 
 
6
1
.
5
-
6
5
.
0
 
 
 
 
1
5
.
2
 
 
 
1
4
.
3
-
1
6
.
2
 
 
 
 
 
6
9
.
6
 
 
 
7
5
.
0
 
 
 
 
1
1
.
1
 
 
1
1
.
6
 
 
 
 
 
1
5
.
9
 
 
 
1
5
.
5
 

9
5
 
 
9
0
-
1
0
3
 
レ
バ
ノ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
0
.
6
 
 
 
 
 
6
1
.
2
 
 
 
6
0
.
2
-
6
2
.
2
 
 
 
 
1
0
.
1
 
 
 
 
9
.
6
-
1
0
.
6
 
 
 
 
 
6
0
.
1
 
 
 
5
8
.
8
-
6
1
.
2
 
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
 
8
.
7
-
9
.
7
 
 
 
 
 
6
6
.
2
 
 
 
6
7
.
3
 
 
 
 
 
5
.
1
 
 
 
7
.
2
 
 
 
 
 
 
7
.
7
 
 
 
1
0
.
7
 

9
6
 
 
8
9
-
1
0
4
 
イ
ラ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
O
.
5
 
 
 
 
 
6
1
.
3
 
 
 
6
0
.
2
-
6
2
.
3
 
 
 
 
1
1
.
9
 
 
 
1
1
.
3
-
1
2
.
5
 
 
 
 
 
5
9
.
8
 
 
 
5
8
.
6
-
6
1
.
1
 
 
 
 
1
0
.
9
 
 
 
1
0
.
2
-
1
1
.
6
 
 
 
 
 
6
6
.
8
 
 
 
6
7
.
9
 
 
 
 
 
5
.
5
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
1
1
.
9
 

9
7
 
 
8
7
-
1
0
3
 
サ
モ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
0
.
5
 
 
 
 
 
5
8
.
7
 
 
 
5
7
.
5
-
5
9
.
8
 
 
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
9
.
0
-
1
0
.
1
 
 
 
 
 
6
2
.
3
 
 
 
6
0
.
9
-
6
3
.
6
 
 
 
 
1
2
.
3
 
 
 
1
1
.
7
-
1
3
.
0
 
 
 
 
 
6
5
.
4
 
 
 
7
0
.
7
 
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
8
.
4
 
 
 
 
 
1
0
.
2
 
 
 
1
1
.
9
 

-86- 

9
8
 
 
9
0
-
1
0
9
 
ガ
イ
ア
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
0
.
2
 
 
 
 
 
5
7
.
1
 
 
 
5
5
.
8
-
5
8
.
6
 
 
 
 
1
5
.
4
 
 
 
1
4
.
5
-
1
6
.
4
 
 
 
 
 
6
3
.
3
 
 
 
6
1
.
9
-
6
4
.
7
 
 
 
 
1
6
.
8
 
 
 
1
5
.
8
-
1
7
.
8
 
 
 
 
 
6
5
.
6
 
 
 
7
2
.
2
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
 
1
2
.
9
 
 
 
1
2
.
3
 

9
9
 
 
9
2
-
1
0
7
 
タ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
0
.
2
 
 
 
 
 
5
8
.
4
 
 
 
5
7
.
1
-
5
9
.
6
 
 
 
 
1
3
.
7
 
 
 
1
2
.
9
-
1
4
.
5
 
 
 
 
 
6
2
.
1
 
 
 
6
0
.
9
-
6
3
.
3
 
 
 
 
1
3
.
9
 
 
 
1
3
.
1
-
1
4
.
7
 
 
 
 
 
6
6
.
0
 
 
 
7
O
.
4
 
 
 
 
 
7
.
6
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
1
1
.
6
 
 
 
1
1
.
8
 

1
0
0
 
 
9
4
-
1
0
4
 
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
0
.
2
 
 
 
 
 
5
8
.
0
 
 
 
5
7
.
4
-
5
8
.
8
 
 
 
 
1
1
.
5
 
 
 
1
1
.
3
-
1
2
.
2
 
 
 
 
 
6
2
.
3
 
 
 
6
1
.
6
-
6
3
.
1
 
 
 
 
1
3
.
4
 
 
 
1
3
.
1
-
1
4
.
3
 
 
 
 
 
6
5
.
8
 
 
 
7
1
.
2
 
 
 
 
 
7
.
7
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
 
1
1
.
7
 
 
 
1
2
.
6
 

1
0
1
 
 
9
5
-
1
0
8
 
ヨ
ル
ダ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
0
.
0
 
 
 
 
 
6
0
.
7
 
 
 
5
9
.
8
-
6
1
.
5
 
 
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
9
.
1
-
1
0
.
0
 
 
 
 
 
5
9
.
3
 
 
 
5
8
.
2
-
6
0
.
4
 
 
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
 
8
.
5
-
9
.
4
 
 
 
 
 
6
6
.
3
 
 
 
6
7
.
5
 
 
 
 
 
5
.
6
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
1
2
.
1
 

1
0
2
 
 
9
4
-
1
0
7
 
ア
ル
バ
ニ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
0
.
0
 
 
 
 
 
5
6
.
5
 
 
 
5
5
.
8
-
5
7
.
4
 
 
 
 
1
0
.
1
 
 
 
 
9
.
9
-
1
0
.
9
 
 
 
 
 
6
3
.
4
 
 
 
6
2
.
7
-
6
4
.
4
 
 
 
 
1
3
.
9
 
 
 
1
3
.
6
-
1
4
.
7
 
 
 
 
 
6
5
.
1
 
 
 
7
2
.
7
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
9
.
3
 
 
 
 
 
1
3
.
3
 
 
 
1
2
.
8
 

1
0
3
 
 
9
6
-
1
1
2
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
9
.
7
 
 
 
 
 
5
8
.
8
 
 
 
5
7
.
5
-
6
0
.
1
 
 
 
 
1
6
.
3
 
 
 
1
5
.
3
-
1
7
.
2
 
 
 
 
 
6
0
.
6
 
 
 
5
9
.
3
-
6
1
.
8
 
 
 
 
1
5
.
8
 
 
 
1
5
.
0
-
1
6
.
6
 
 
 
 
 
6
6
.
6
 
 
 
6
9
.
0
 
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
8
.
4
 
 
 
 
 
1
1
.
7
 
 
 
1
2
.
2
 

1
0
4
 
 
9
5
-
1
1
4
 
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
  
 
 
 
 
 
 
5
9
.
6
 
 
 
 
 
5
8
.
7
 
 
 
5
7
.
2
-
6
0
.
0
 
 
 
 
1
1
.
1
 
 
 
1
0
.
4
-
1
1
.
8
 
 
 
 
 
6
0
.
6
 
 
 
5
9
.
0
-
6
2
.
0
 
 
 
 
1
1
.
5
 
 
 
1
0
.
7
-
1
2
.
4
 
 
 
 
 
6
6
.
4
 
 
 
7
0
.
1
 
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
 
1
1
.
7
 
 
 
1
3
.
5
 

1
0
5
 
1
0
1
-
1
1
4
 
ペ
ル
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
9
.
4
 
 
 
 
 
5
8
.
0
 
 
 
5
6
.
9
-
5
9
.
0
 
 
 
 
1
2
.
3
 
 
 
1
1
.
7
-
1
3
.
0
 
 
 
 
 
6
0
.
8
 
 
 
5
9
.
6
-
6
2
.
0
 
 
 
 
1
3
.
1
 
 
 
1
2
.
3
-
1
3
.
9
 
 
 
 
 
6
5
.
6
 
 
 
6
9
.
1
 
 
 
 
 
7
.
6
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
 
1
1
.
6
 
 
 
1
1
.
9
 

1
0
6
 
 
9
5
-
1
1
6
 
フ
ィ
ジ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
9
.
4
 
 
 
 
 
5
7
.
7
 
 
 
5
6
.
1
-
5
9
.
1
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
8
.
0
-
9
.
1
 
 
 
 
 
 
6
1
.
1
 
 
 
5
9
.
8
-
6
2
.
3
 
 
 
 
 
9
.
8
 
 
 
 
9
.
5
-
1
0
.
8
 
 
 
 
 
6
4
.
0
 
 
 
6
9
.
2
 
 
 
 
 
6
.
3
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
 
9
.
8
 
 
 
1
1
.
7
 

1
0
7
 
1
0
0
-
1
1
4
 
リ
ビ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
9
.
3
 
 
 
 
 
5
9
.
7
 
 
 
5
8
.
7
-
6
0
.
7
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
9
.
2
-
1
0
.
2
 
 
 
 
 
5
8
.
9
 
 
 
5
7
.
6
-
6
0
.
2
 
 
 
 
 
9
.
3
 
 
 
 
8
.
7
-
1
O
.
0
 
 
 
 
 
6
5
.
0
 
 
 
6
7
.
0
 
 
 
 
 
5
.
3
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
1
2
.
1
 

1
0
8
 
1
0
2
-
1
1
2
 
セ
イ
シ
ェ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
9
.
3
 
 
 
 
 
5
6
.
4
 
 
 
5
5
.
7
-
5
7
.
3
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
8
.
3
-
9
.
4
 
 
 
 
 
 
6
2
.
1
 
 
 
6
1
.
5
-
6
3
.
0
 
 
 
 
1
1
.
7
 
 
 
1
1
.
4
-
1
2
.
4
 
 
 
 
 
6
4
.
9
 
 
 
7
0
.
6
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
8
.
4
 
 
 
 
 
1
3
.
0
 
 
 
1
1
.
9
 

1
O
9
 
 
9
9
-
1
1
7
 
バ
ハ
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
9
.
1
 
 
 
 
 
5
6
.
7
 
 
 
5
5
.
1
-
5
8
.
1
 
 
 
 
1
1
.
3
 
 
 
1
0
.
5
-
1
2
.
1
 
 
 
 
 
6
1
.
6
 
 
 
5
9
.
9
-
6
3
.
4
 
 
 
 
1
3
.
0
 
 
 
1
2
.
O
-
1
4
.
O
 
 
 
 
 
6
7
.
0
 
 
 
7
3
.
6
 
 
 
 
1
O
.
3
 
 
1
2
.
0
 
 
 
 
 
1
5
.
4
 
 
 
1
6
.
3
 

1
1
0
 
1
0
1
-
1
1
4
 
モ
ロ
ッ
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
9
.
1
 
 
 
 
 
5
8
.
7
 
 
 
5
7
.
9
-
5
9
.
6
 
 
 
 
1
1
.
5
 
 
 
1
1
.
0
-
1
2
.
0
 
 
 
 
 
5
9
.
4
 
 
 
5
8
.
4
-
6
0
.
4
 
 
 
 
1
1
.
4
 
 
 
1
0
.
8
-
1
2
.
0
 
 
 
 
 
6
5
.
2
 
 
 
6
6
.
8
 
 
 
 
 
6
.
4
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
 
 
9
.
8
 
 
 
1
1
.
O
 

1
1
1
 
1
0
2
-
1
1
5
 
ブ
ラ
ジ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
9
.
1
 
 
 
 
 
5
5
.
2
 
 
 
5
4
.
4
-
5
6
.
1
 
 
 
 
1
1
.
8
 
 
 
1
1
.
5
-
1
2
.
7
 
 
 
 
 
6
2
.
9
 
 
 
6
2
.
2
-
6
3
.
9
 
 
 
 
1
4
.
8
 
 
 
1
4
.
4
-
1
5
.
8
 
 
 
 
 
6
3
.
7
 
 
 
7
1
.
7
 
 
 
 
 
8
.
5
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
 
1
3
.
3
 
 
 
1
2
.
3
 

1
1
2
 
1
0
3
-
1
1
6
 
パ
ラ
オ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
9
.
0
 
 
 
 
 
5
7
.
4
 
 
 
5
6
.
1
-
5
8
.
5
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
 
7
.
5
-
8
.
5
 
 
 
 
 
 
6
0
.
7
 
 
 
5
9
.
2
-
6
1
.
9
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
9
.
1
-
1
0
.
4
 
 
 
 
 
6
4
.
5
 
 
 
6
9
.
7
 
 
 
 
 
7
.
1
 
 
 
9
.
0
 
 
 
 
 
1
1
.
0
 
 
 
1
3
.
0
 

1
1
3
 
1
0
4
-
1
1
6
 
フ
ィ
リ
ピ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
8
.
9
 
 
 
 
 
5
7
.
1
 
 
 
5
6
.
0
-
5
8
.
1
 
 
 
 
1
0
.
3
 
 
 
 
9
.
7
-
1
0
.
9
 
 
 
 
 
6
O
.
7
 
 
 
5
9
.
4
-
6
1
.
9
 
 
 
 
1
2
.
4
 
 
 
1
1
.
6
-
1
3
.
1
 
 
 
 
 
6
4
.
1
 
 
 
6
9
.
3
 
 
 
 
 
7
.
1
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
 
1
1
.
0
 
 
 
1
2
.
5
 

1
1
4
 
1
0
5
-
1
1
7
 
シ
リ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
8
.
8
 
 
 
 
 
5
8
.
8
 
 
 
5
7
.
7
-
5
9
.
9
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
9
.
2
-
1
0
.
2
 
 
 
 
 
5
8
.
9
 
 
 
5
7
.
6
-
6
0
.
2
 
 
 
 
1
0
.
0
 
 
 
 
9
.
4
-
1
0
.
6
 
 
 
 
 
6
4
.
6
 
 
 
6
7
.
1
 
 
 
 
 
5
.
8
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
 
 
8
.
9
 
 
 
1
2
.
3
 

1
1
5
 
1
0
7
-
1
1
8
 
エ
ジ
プ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
8
.
5
 
 
 
 
 
5
8
.
6
 
 
 
5
7
.
7
-
5
9
.
5
 
 
 
 
1
1
.
8
 
 
 
1
1
.
2
-
1
2
.
2
 
 
 
 
 
5
8
.
3
 
 
 
5
7
.
1
-
5
9
.
6
 
 
 
 
1
1
.
7
 
 
 
1
1
.
1
-
1
2
.
4
 
 
 
 
 
6
4
.
2
 
 
 
6
5
.
8
 
 
 
 
 
5
.
6
 
 
 
7
.
5
 
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
1
1
.
4
 

1
1
6
 
1
1
0
-
1
1
9
 
ベ
ト
ナ
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
8
.
2
 
 
 
 
 
5
6
.
7
 
 
 
5
5
.
6
-
5
7
.
9
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
9
.
1
-
1
O
.
4
 
 
 
 
 
5
9
.
6
 
 
 
5
8
.
4
-
6
0
.
9
 
 
 
 
1
0
.
8
 
 
 
1
0
.
1
-
1
1
.
5
 
 
 
 
 
6
4
.
7
 
 
 
6
8
.
8
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
 
1
2
.
3
 
 
 
1
3
.
3
 

1
1
7
 
1
1
0
-
1
1
9
 
ニ
カ
ラ
グ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
8
.
1
 
 
 
 
 
5
6
.
4
 
 
 
5
5
.
3
-
5
7
.
4
 
 
 
 
1
1
.
1
 
 
 
1
0
.
4
-
1
1
.
8
 
 
 
 
 
5
9
.
9
 
 
 
5
8
.
7
-
6
1
.
1
 
 
 
 
1
2
.
5
 
 
 
1
1
.
7
-
1
3
.
2
 
 
 
 
 
6
4
.
8
 
 
 
6
8
.
8
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
 
1
3
.
0
 
 
 
1
3
.
0
 

1
1
8
 
1
1
O
-
1
2
1
 
カ
ー
ボ
ベ
ル
デ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
7
.
6
 
 
 
 
 
5
4
.
6
 
 
 
5
3
.
0
-
5
6
.
2
 
 
 
 
1
1
.
4
 
 
 
1
0
.
6
-
1
2
.
3
 
 
 
 
 
6
O
.
6
 
 
 
5
8
.
8
-
6
2
.
4
 
 
 
 
1
5
.
3
 
 
 
1
4
.
2
-
1
6
.
4
 
 
 
 
 
6
4
.
2
 
 
 
7
1
.
8
 
 
 
 
 
9
.
6
 
 
1
1
.
2
 
 
 
 
 
1
5
.
0
 
 
 
1
5
.
5
 

1
1
9
 
1
1
5
-
1
2
2
 
ツ
バ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
7
.
4
 
 
 
 
 
5
7
.
1
 
 
 
5
5
.
7
-
5
8
.
3
 
 
 
 
1
0
.
3
 
 
 
 
9
.
7
-
1
O
.
9
 
 
 
 
 
5
7
.
6
 
 
 
5
6
.
2
-
5
8
.
8
 
 
 
 
 
9
.
4
 
 
 
 
8
.
8
-
1
0
.
O
 
 
 
 
 
6
3
.
9
 
 
 
6
5
.
5
 
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
 
1
O
.
6
 
 
 
1
2
.
1
 

1
2
0
 
1
1
6
-
1
2
3
 
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
7
.
3
 
 
 
 
 
5
5
.
1
 
 
 
5
3
.
5
-
5
6
.
5
 
 
 
 
1
2
.
3
 
 
 
1
1
.
4
-
1
3
.
2
 
 
 
 
 
5
9
.
4
 
 
 
5
7
.
9
-
6
0
.
9
 
 
 
 
1
5
.
6
 
 
 
1
4
.
7
-
1
6
.
4
 
 
 
 
 
6
5
.
1
 
 
 
7
0
.
1
 
 
 
 
1
0
.
1
 
 
1
0
.
6
 
 
 
 
 
1
5
.
5
 
 
 
1
5
.
2
 

 



  
付
表
 
A
 
(
つ
づ
き
)
.
 
出
生
時
お
よ
び
6
0
歳
の
障
害
調
整
平
均
余
命
D
A
L
E
 
と
出
生
時
平
均
寿
命
 
L
E
.
 
性
別
、
W
H
O
加
盟
国
別
.
 
1
9
9
9
年
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
障
 
害
 
調
 
整
 
平
 
均
 
余
 
命
 
D
A
L
E
 
(
年
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
均
寿
命
 
 
 
 
障
害
に
よ
る
 
 
 
 
 
 
 
障
害
に
よ
る
 

 
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男
女
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
L
E
 
 
 
 
損
失
年
数
(
D
F
L
)
 
 
 
損
失
の
割
合
 

順
位
 
 
区
間
 
 
 
加
盟
国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
6
0
歳
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
出
生
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
6
0
歳
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
D
F
L
/
L
E
 
(
%
)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
女
子
 
 
 
男
子
 
 
 
女
子
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
 
女
子
 

1
2
1
 
1
1
7
-
1
2
5
 
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
 
 
 
 
 
 
 
5
6
.
8
 
 
 
 
 
5
6
.
0
 
 
 
5
4
.
4
-
5
7
.
4
 
 
 
 
1
0
.
7
 
 
 
1
0
.
0
-
1
1
.
4
 
 
 
 
 
5
7
.
6
 
 
 
5
5
.
9
-
5
9
.
0
 
 
 
 
1
1
.
1
 
 
 
1
0
.
3
-
1
2
.
0
 
 
 
 
 
6
4
.
0
 
 
 
6
7
.
1
 
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
 
1
2
.
4
 
 
 
 
1
4
.
2
 

1
2
2
 
1
2
0
-
1
2
4
 
カ
ザ
ク
ス
タ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
6
.
4
 
 
 
 
 
5
1
.
5
 
 
 
5
0
.
9
-
5
2
.
2
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
8
.
7
-
9
.
5
 
 
 
 
 
 
6
1
.
2
 
 
 
6
0
.
8
-
6
2
.
0
 
 
 
 
1
3
.
1
 
 
 
1
2
.
8
-
1
3
.
9
 
 
 
 
 
5
8
.
8
 
 
 
6
9
.
9
 
 
 
 
 
7
.
2
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
 
1
2
.
3
 
 
 
 
1
2
.
4
 

1
2
3
 
1
1
9
-
1
2
5
 
キ
ル
ギ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
6
.
3
 
 
 
 
 
5
3
.
4
 
 
 
5
2
.
6
-
5
4
.
2
 
 
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
9
.
4
-
1
0
.
4
 
 
 
 
 
5
9
.
1
 
 
 
5
8
.
3
-
6
0
.
1
 
 
 
 
1
2
.
4
 
 
 
1
2
.
1
-
1
3
.
3
 
 
 
 
 
6
1
 
6
 
 
 
6
9
.
0
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
 
1
3
.
3
 
 
 
 
1
4
.
3
 

1
2
4
 
1
2
2
-
1
2
7
 
パ
キ
ス
タ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
5
.
9
 
 
 
 
 
5
5
.
0
 
 
 
5
3
.
8
-
5
6
.
3
 
 
 
 
1
1
.
3
 
 
 
1
0
.
5
-
1
2
.
1
 
 
 
 
 
5
6
.
8
 
 
 
5
4
.
6
-
5
7
.
9
 
 
 
 
1
2
.
6
 
 
 
1
1
.
9
-
1
3
.
2
 
 
 
 
 
6
2
.
6
 
 
 
6
4
.
9
 
 
 
 
 
7
.
6
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
 
1
2
.
1
 
 
 
 
1
2
.
6
 

1
2
5
 
1
2
3
-
1
2
9
 
キ
リ
バ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
5
.
3
 
 
 
 
 
5
3
.
9
 
 
 
5
2
.
4
-
5
5
.
3
 
 
 
 
 
9
.
4
 
 
 
 
8
.
7
-
1
0
.
1
 
 
 
 
 
5
6
.
6
 
 
 
5
5
.
0
-
5
8
.
0
 
 
 
 
1
1
.
0
 
 
 
1
0
.
3
-
1
1
.
7
 
 
 
 
 
6
1
.
4
 
 
 
6
5
.
5
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
 
1
2
.
1
 
 
 
 
1
3
.
6
 

1
2
6
 
1
2
3
-
1
2
9
 
イ
ラ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
5
.
3
 
 
 
 
 
5
5
.
4
 
 
 
5
4
.
4
-
5
6
.
4
 
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
8
.
7
-
9
.
8
 
 
 
 
 
 
5
5
.
1
 
 
 
5
3
.
9
-
5
6
.
2
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
7
.
6
-
8
.
8
 
 
 
 
 
 
6
2
.
0
 
 
 
6
3
.
4
 
 
 
 
 
6
.
2
 
 
 
7
.
7
 
 
 
 
 
1
0
.
0
 
 
 
 
1
2
.
2
 

1
2
7
 
1
2
3
-
1
3
3
 
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
4
.
9
 
 
 
 
 
5
4
.
5
 
 
 
5
3
.
0
-
5
5
.
8
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
8
.
2
-
9
.
5
 
 
 
 
 
 
5
5
.
3
 
 
 
5
3
.
7
-
5
6
.
7
 
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
8
.
6
-
9
.
9
 
 
 
 
 
 
6
2
.
0
 
 
 
6
4
.
0
 
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
 
1
2
.
2
 
 
 
 
1
3
.
7
 

1
2
8
 
1
2
5
-
1
3
3
 
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
 
 
 
 
 
 
 
5
4
.
3
 
 
 
 
 
5
1
.
9
 
 
 
5
0
.
6
-
5
3
.
3
 
 
 
 
 
9
.
0
 
 
 
 
8
.
7
-
1
0
.
0
 
 
 
 
 
5
6
.
7
 
 
 
5
5
.
3
-
5
8
.
0
 
 
 
 
1
0
.
9
 
 
 
1
0
.
6
-
1
1
.
8
 
 
 
 
 
6
1
.
0
 
 
 
6
5
.
3
 
 
 
 
 
9
.
1
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
 
1
4
.
9
 
 
 
 
1
3
.
2
 

1
2
9
 
1
2
6
-
1
3
2
 
グ
ア
テ
マ
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
4
.
3
 
 
 
 
 
5
2
.
1
 
 
 
5
1
.
1
-
5
3
.
1
 
 
 
 
 
9
.
1
 
 
 
 
8
.
6
-
9
.
8
 
 
 
 
 
 
5
6
.
4
 
 
 
5
5
.
4
-
5
7
.
5
 
 
 
 
1
0
.
1
 
 
 
 
9
.
5
-
1
0
.
7
 
 
 
 
 
6
0
.
2
 
 
 
6
4
.
7
 
 
 
 
 
8
.
1
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
1
3
.
4
 
 
 
 
1
2
.
8
 

1
3
0
 
1
2
7
-
1
3
4
 
モ
ル
デ
ィ
ヴ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
3
.
9
 
 
 
 
 
5
4
.
4
 
 
 
5
3
.
0
-
5
5
.
9
 
 
 
 
1
2
.
1
 
 
 
1
1
.
3
-
1
3
.
0
 
 
 
 
 
5
3
.
3
 
 
 
5
1
.
8
-
5
4
.
7
 
 
 
 
1
1
.
5
 
 
 
1
0
.
8
-
1
2
.
2
 
 
 
 
 
6
3
.
3
 
 
 
6
2
.
6
 
 
 
 
 
8
.
9
 
 
 
9
.
3
 
 
 
 
 
1
4
.
0
 
 
 
 
1
4
.
9
 

1
3
1
 
1
2
7
-
1
3
5
 
モ
ン
ゴ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
3
.
8
 
 
 
 
 
5
1
.
3
 
 
 
4
9
.
7
-
5
2
.
7
 
 
 
 
1
1
.
8
 
 
 
1
1
.
0
-
1
4
.
4
 
 
 
 
 
5
6
.
3
 
 
 
5
4
.
7
-
5
7
.
7
 
 
 
 
1
4
.
3
 
 
 
1
3
.
4
-
1
5
.
1
 
 
 
 
 
5
8
.
9
 
 
 
6
4
.
8
 
 
 
 
 
7
.
7
 
 
 
8
.
5
 
 
 
 
 
1
3
.
0
 
 
 
 
1
3
 
1
 

1
3
2
 
1
2
9
-
1
3
5
 
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ
ペ
 
 
 
5
3
.
5
 
 
 
 
 
5
2
.
1
 
 
 
5
1
.
1
-
5
3
.
3
 
 
 
 
1
1
.
4
 
 
 
1
1
.
1
-
1
2
.
5
 
 
 
 
 
5
4
.
8
 
 
 
5
3
.
8
-
5
5
.
8
 
 
 
 
1
1
.
7
 
 
 
1
1
.
4
-
1
2
.
6
 
 
 
 
 
6
2
.
1
 
 
 
6
4
.
9
 
 
 
 
1
0
.
0
 
 
1
0
.
1
 
 
 
 
 
1
6
.
1
 
 
 
 
1
5
.
5
 

1
3
3
 
1
2
9
-
1
3
6
 
ボ
リ
ビ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
3
.
3
 
 
 
 
 
5
2
.
5
 
 
 
5
1
.
3
-
5
3
.
7
 
 
 
 
1
1
.
6
 
 
 
1
0
.
9
-
1
2
.
3
 
 
 
 
 
5
4
.
1
 
 
 
5
2
.
8
-
5
5
.
2
 
 
 
 
1
1
.
2
 
 
 
1
0
.
6
-
1
1
.
9
 
 
 
 
 
6
0
.
7
 
 
 
6
2
.
2
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
1
3
.
6
 
 
 
 
1
3
.
1
 

1
3
4
 
1
3
0
-
1
3
6
 
イ
ン
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
3
.
2
 
 
 
 
 
5
2
.
8
 
 
 
5
2
.
1
-
5
3
.
5
 
 
 
 
1
0
.
6
 
 
 
1
0
.
4
-
1
1
.
3
 
 
 
 
 
5
3
.
5
 
 
 
5
2
.
8
-
5
4
.
3
 
 
 
 
1
2
.
1
 
 
 
1
1
.
8
-
1
2
.
8
 
 
 
 
 
5
9
.
6
 
 
 
6
1
.
2
 
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
7
.
7
 
 
 
 
 
1
1
.
3
 
 
 
 
1
2
.
5
 

1
3
5
 
1
3
0
-
1
3
8
 
バ
ヌ
ア
ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
2
.
8
 
 
 
 
 
5
1
.
3
 
 
 
4
9
.
8
-
5
2
.
7
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
 
7
.
4
-
8
.
6
 
 
 
 
 
 
5
4
.
4
 
 
 
5
2
.
8
-
5
5
.
8
 
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
8
.
5
-
9
.
8
 
 
 
 
 
 
5
8
.
7
 
 
 
6
3
.
0
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
 
1
2
.
7
 
 
 
 
1
3
.
7
 

1
3
6
 
1
3
3
-
1
3
8
 
ナ
ウ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
2
.
5
 
 
 
 
 
4
9
.
8
 
 
 
4
8
.
7
-
5
0
.
9
 
 
 
 
 
3
.
6
 
 
 
 
3
.
1
-
4
.
0
 
 
 
 
 
 
5
5
.
1
 
 
 
5
3
.
8
-
5
6
.
2
 
 
 
 
 
5
.
9
 
 
 
 
5
.
4
-
6
.
4
 
 
 
 
 
 
5
6
.
4
 
 
 
6
3
.
3
 
 
 
 
 
6
.
6
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
1
1
.
6
 
 
 
 
1
2
.
9
 

-87- 

1
3
7
 
1
3
4
-
1
3
9
 
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
 
5
2
.
3
 
 
 
 
 
5
1
.
4
 
 
 
4
9
.
8
-
5
3
.
1
 
 
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
8
.
7
-
1
0
.
6
 
 
 
 
 
5
3
.
1
 
 
 
5
1
.
3
-
5
5
.
0
 
 
 
 
1
1
.
6
 
 
 
1
0
.
7
-
1
2
.
6
 
 
 
 
 
5
8
.
0
 
 
 
6
0
.
7
 
 
 
 
 
6
.
6
 
 
 
7
.
6
 
 
 
 
 
1
1
.
3
 
 
 
 
1
2
.
5
 

1
3
8
 
1
3
5
-
1
3
9
 
ブ
ー
タ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
1
.
8
 
 
 
 
 
5
1
.
4
 
 
 
5
0
.
0
-
5
2
.
7
 
 
 
 
1
1
.
4
 
 
 
1
0
.
7
-
1
2
.
0
 
 
 
 
 
5
2
.
2
 
 
 
5
0
.
7
-
5
3
.
6
 
 
 
 
1
2
.
6
 
 
 
1
2
.
0
-
1
3
.
3
 
 
 
 
 
5
9
.
6
 
 
 
6
0
.
8
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
 
1
3
.
8
 
 
 
 
1
4
.
2
 

1
3
9
 
1
3
6
-
1
3
9
 
ミ
ャ
ン
マ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
1
.
6
 
 
 
 
 
5
1
.
4
 
 
 
5
0
.
0
-
5
2
.
6
 
 
 
 
1
2
.
5
 
 
 
1
1
.
7
-
1
3
.
3
 
 
 
 
 
5
1
.
9
 
 
 
5
0
.
5
-
5
3
.
2
 
 
 
 
1
2
.
3
 
 
 
1
1
.
6
-
1
2
.
9
 
 
 
 
 
5
8
.
4
 
 
 
5
9
.
2
 
 
 
 
 
7
.
1
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
 
1
2
.
1
 
 
 
 
1
2
.
4
 

1
4
0
 
1
4
0
-
1
4
2
 
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
9
.
9
 
 
 
 
 
5
0
.
1
 
 
 
4
8
.
7
-
5
1
.
3
 
 
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
9
.
2
-
1
0
.
5
 
 
 
 
 
4
9
.
8
 
 
 
4
8
.
3
-
5
1
.
2
 
 
 
 
1
0
.
5
 
 
 
 
9
.
8
-
1
1
.
1
 
 
 
 
 
5
7
.
5
 
 
 
5
8
.
1
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
1
2
.
9
 
 
 
 
1
4
.
3
 

1
4
1
 
1
4
0
-
1
4
2
 
イ
エ
メ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
9
.
7
 
 
 
 
 
4
9
.
7
 
 
 
4
8
.
1
-
5
1
.
1
 
 
 
 
 
8
.
5
 
 
 
 
7
.
9
-
9
.
2
 
 
 
 
 
 
4
9
.
7
 
 
 
4
8
.
2
-
5
1
.
1
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
7
.
5
-
8
.
8
 
 
 
 
 
 
5
7
.
3
 
 
 
5
8
.
0
 
 
 
 
 
7
.
6
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
1
3
.
2
 
 
 
 
1
4
.
3
 

1
4
2
 
1
4
0
-
1
4
2
 
ネ
パ
ー
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
9
.
5
 
 
 
 
 
4
9
.
4
 
 
 
4
8
.
1
-
5
0
.
7
 
 
 
 
1
0
.
3
 
 
 
 
9
.
6
-
1
0
.
9
 
 
 
 
 
4
9
.
5
 
 
 
4
8
.
2
-
5
0
.
9
 
 
 
 
1
0
.
0
 
 
 
 
9
.
4
-
1
0
.
7
 
 
 
 
 
5
7
.
3
 
 
 
5
7
.
8
 
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
1
3
.
7
 
 
 
 
1
4
.
3
 

1
4
3
 
1
4
2
-
1
4
4
 
ガ
ン
ビ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
8
.
3
 
 
 
 
 
4
7
.
2
 
 
 
4
6
.
3
-
4
8
.
2
 
 
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
9
.
3
-
1
0
.
6
 
 
 
 
 
4
9
.
4
 
 
 
4
8
.
4
-
5
0
.
4
 
 
 
 
1
1
.
7
 
 
 
1
1
.
2
-
1
2
.
4
 
 
 
 
 
5
6
.
0
 
 
 
5
8
.
9
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
 
1
5
.
7
 
 
 
 
1
6
.
1
 

1
4
4
 
1
4
3
-
1
4
5
 
ガ
ボ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
7
.
8
 
 
 
 
 
4
6
.
6
 
 
 
4
5
.
4
-
4
7
.
6
 
 
 
 
1
0
.
3
 
 
 
 
9
.
8
-
1
0
.
8
 
 
 
 
 
4
9
.
0
 
 
 
4
7
.
8
-
5
0
.
1
 
 
 
 
1
2
.
3
 
 
 
1
1
.
8
-
1
2
.
8
 
 
 
 
 
5
4
.
6
 
 
 
5
7
.
5
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
8
.
5
 
 
 
 
 
1
4
.
6
 
 
 
 
1
4
.
8
 

1
4
5
 
1
4
4
-
1
4
7
 
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
 
 
 
 
 
4
7
.
0
 
 
 
 
 
4
5
.
5
 
 
 
4
4
.
3
-
4
6
.
8
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
7
.
5
-
8
.
9
 
 
 
 
 
 
4
8
.
5
 
 
 
4
7
.
1
-
4
9
.
8
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
8
.
0
-
9
.
4
 
 
 
 
 
 
5
3
.
4
 
 
 
5
6
.
6
 
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
 
1
4
.
7
 
 
 
 
1
4
.
3
 

1
4
6
 
1
4
5
-
1
4
7
 
コ
モ
ロ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
6
.
8
 
 
 
 
 
4
6
.
1
 
 
 
4
5
.
1
-
4
7
.
1
 
 
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
8
.
3
-
9
.
6
 
 
 
 
 
 
4
7
.
5
 
 
 
4
6
.
5
-
4
8
.
5
 
 
 
 
 
9
.
8
 
 
 
 
9
.
4
-
1
0
.
4
 
 
 
 
 
5
6
.
0
 
 
 
5
8
.
1
 
 
 
 
 
9
.
9
 
 
1
0
.
6
 
 
 
 
 
1
7
.
7
 
 
 
 
1
8
.
3
 

1
4
7
 
1
4
5
-
1
5
0
 
ラ
オ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
6
.
1
 
 
 
 
 
4
5
.
0
 
 
 
4
3
.
5
-
4
6
.
5
 
 
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
8
.
0
-
9
.
7
 
 
 
 
 
 
4
7
.
1
 
 
 
4
5
.
5
-
4
8
.
6
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
7
.
9
-
9
.
6
 
 
 
 
 
 
5
4
.
0
 
 
 
5
6
.
6
 
 
 
 
 
9
.
0
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
 
1
6
 
6
 
 
 
 
1
6
.
7
 

1
4
8
 
1
4
6
-
1
5
0
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
5
.
7
 
 
 
 
 
4
3
.
9
 
 
 
4
2
.
6
-
4
5
.
1
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
6
.
6
-
8
.
2
 
 
 
 
 
 
4
7
.
5
 
 
 
4
6
.
1
-
4
8
.
9
 
 
 
 
 
9
.
3
 
 
 
 
8
.
7
-
1
0
.
0
 
 
 
 
 
5
2
.
2
 
 
 
5
5
.
4
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
 
1
5
.
8
 
 
 
 
1
4
.
2
 

1
4
9
 
1
4
7
-
1
5
1
 
ガ
ー
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
5
.
5
 
 
 
 
 
4
5
.
0
 
 
 
4
3
.
8
-
4
6
.
2
 
 
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
9
.
3
-
1
0
.
6
 
 
 
 
 
4
6
.
0
 
 
 
4
4
.
8
-
4
7
.
2
 
 
 
 
1
0
.
2
 
 
 
 
9
.
6
-
1
0
.
8
 
 
 
 
 
5
4
.
2
 
 
 
5
5
.
6
 
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
 
1
6
.
9
 
 
 
 
1
7
.
2
 

1
5
0
 
1
4
8
-
1
5
2
 
コ
ン
ゴ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
5
.
1
 
 
 
 
 
4
4
.
3
 
 
 
4
3
.
1
-
4
5
.
5
 
 
 
 
1
0
.
7
 
 
 
1
0
.
0
-
1
1
.
3
 
 
 
 
 
4
5
.
9
 
 
 
4
4
.
6
-
4
7
.
1
 
 
 
 
1
2
.
8
 
 
 
1
2
.
2
-
1
3
 
4
 
 
 
 
 
5
3
.
6
 
 
 
5
5
.
2
 
 
 
 
 
9
.
3
 
 
 
9
.
3
 
 
 
 
 
1
7
.
4
 
 
 
 
1
6
.
9
 

1
5
1
 
1
4
9
-
1
5
3
 
セ
ネ
ガ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
4
.
6
 
 
 
 
 
4
3
.
5
 
 
 
4
2
.
5
-
4
4
.
5
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
8
.
1
-
9
.
5
 
 
 
 
 
 
4
5
.
6
 
 
 
4
4
.
6
-
4
6
.
7
 
 
 
 
1
1
.
3
 
 
 
1
0
.
6
-
1
1
.
9
 
 
 
 
 
5
3
.
5
 
 
 
5
6
.
2
 
 
 
 
1
0
.
0
 
 
1
0
.
6
 
 
 
 
 
1
8
.
7
 
 
 
 
1
8
.
8
 

1
5
2
 
1
5
0
-
1
5
3
 
赤
道
ギ
ネ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
4
.
1
 
 
 
 
 
4
2
.
8
 
 
 
4
1
.
7
-
4
3
.
9
 
 
 
 
 
9
.
4
 
 
 
 
8
.
9
-
1
0
 
 
 
 
 
 
 
4
5
.
4
 
 
 
4
4
.
4
-
4
6
.
6
 
 
 
 
1
1
.
0
 
 
 
1
0
.
5
-
1
1
.
7
 
 
 
 
 
5
1
.
4
 
 
 
5
5
.
4
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
 
1
6
.
7
 
 
 
 
1
7
.
9
 

1
5
3
 
1
4
9
-
1
5
6
 
ハ
イ
チ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
3
.
8
 
 
 
 
 
4
2
.
4
 
 
 
4
1
.
0
-
4
3
.
6
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
6
.
8
-
8
.
0
 
 
 
 
 
 
4
5
.
2
 
 
 
4
3
.
7
-
4
6
.
7
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
 
7
.
3
-
8
.
7
 
 
 
 
 
 
5
0
.
5
 
 
 
5
5
.
0
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
9
.
8
 
 
 
 
 
1
6
.
2
 
 
 
 
1
7
.
8
 

1
5
4
 
1
5
3
-
1
5
7
 
ス
ー
ダ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
3
.
0
 
 
 
 
 
4
2
.
6
 
 
 
4
1
.
2
-
4
3
.
7
 
 
 
 
 
5
.
6
 
 
 
 
5
.
1
-
6
.
0
 
 
 
 
 
 
4
3
.
5
 
 
 
4
2
.
1
-
4
4
.
6
 
 
 
 
 
6
.
0
 
 
 
 
5
.
6
-
6
.
5
 
 
 
 
 
 
5
3
.
1
 
 
 
5
4
.
7
 
 
 
 
1
0
.
5
 
 
1
1
.
2
 
 
 
 
 
1
9
.
8
 
 
 
 
2
0
.
5
 

1
5
5
 
1
5
3
-
1
5
6
 
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
 
 
 
 
 
 
 
4
2
.
8
 
 
 
 
 
4
2
.
2
 
 
 
4
1
.
2
-
4
3
.
3
 
 
 
 
1
1
.
9
 
 
 
1
1
.
5
-
1
2
.
5
 
 
 
 
 
4
3
.
3
 
 
 
4
2
.
3
-
4
4
.
4
 
 
 
 
1
2
.
7
 
 
 
1
2
.
2
-
1
3
.
2
 
 
 
 
 
4
7
.
3
 
 
 
4
8
.
3
 
 
 
 
 
5
.
1
 
 
 
5
.
0
 
 
 
 
 
1
0
.
8
 
 
 
 
1
0
.
3
 

 



  
付
表
 
A
 
(
つ
づ
き
)
.
 
出
生
時
お
よ
び
6
0
歳
時
の
障
害
調
整
平
均
余
命
D
A
L
E
 
と
出
生
時
平
均
寿
命
 
L
E
.
 
性
別
、
W
H
O
加
盟
国
別
.
 
1
9
99
年
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
障
 
害
 
調
 
整
 
平
 
均
 
余
 
命
 
D
A
L
E
 
(
年
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
均
寿
命
 
 
 
 
障
害
に
よ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
障
害
に
よ
る
 

 
 
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男
女
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
L
E
 
 
 
 
 
損
失
年
数
(
D
F
L
)
 
 
 
 
損
失
の
割
合
 

順
位
 
 
区
間
 
 
 
加
盟
国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
6
0
歳
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
出
生
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
6
0
歳
時
 
 
不
確
実
性
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
D
F
L
/
L
E
 
(
%
)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
生
時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区
間
 
 
 
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
女
子
 
 
 
 
男
子
 
 
 
女
子
 
 
 
 
 
男
子
 
 
 
 
女
子
 

1
5
6
 
1
5
4
-
1
5
8
 
カ
メ
ル
ー
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
2
.
2
 
 
 
 
 
4
1
.
5
 
 
 
4
0
.
4
-
4
2
.
5
 
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
9
.
0
-
1
0
.
2
 
 
 
 
 
4
3
.
0
 
 
 
4
1
.
8
-
4
4
.
2
 
 
 
 
1
1
.
9
 
 
 
1
1
.
3
-
1
2
.
5
 
 
 
 
 
 
4
9
.
9
 
 
 
5
2
.
0
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
9
.
0
 
 
 
 
 
1
6
.
9
 
 
 
1
7
.
3
 

1
5
7
 
1
5
4
-
1
5
8
 
ベ
ナ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
2
.
2
 
 
 
 
 
4
1
.
9
 
 
 
4
0
.
9
-
4
2
.
9
 
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
9
.
0
-
1
0
.
3
 
 
 
 
 
4
2
.
6
 
 
 
4
1
.
5
-
4
3
.
6
 
 
 
 
1
0
.
6
 
 
 
 
9
.
9
-
1
1
.
2
 
 
 
 
 
 
5
1
.
3
 
 
 
5
3
.
3
 
 
 
 
 
9
.
4
 
 
1
0
.
7
 
 
 
 
 
1
8
.
4
 
 
 
2
0
.
1
 

1
5
8
 
1
5
7
-
1
5
9
 
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
1
.
4
 
 
 
 
 
4
0
.
2
 
 
 
3
9
.
2
-
4
1
.
2
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
8
.
6
-
9
.
9
 
 
 
 
 
 
4
2
.
5
 
 
 
4
1
.
5
-
4
3
.
5
 
 
 
 
1
1
.
0
 
 
 
1
0
.
3
-
1
1
.
7
 
 
 
 
 
 
4
9
.
5
 
 
 
5
3
.
0
 
 
 
 
 
9
.
3
 
 
1
0
.
5
 
 
 
 
 
1
8
.
8
 
 
 
1
9
.
7
 

1
5
9
 
1
5
8
-
1
6
1
 
ト
ー
ゴ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
0
.
7
 
 
 
 
 
4
0
.
0
 
 
 
3
8
.
8
-
4
1
.
3
 
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
8
.
8
-
1
0
.
1
 
 
 
 
 
4
1
.
4
 
 
 
4
O
.
1
-
4
2
.
6
 
 
 
 
1
1
.
0
 
 
 
1
0
.
5
-
1
1
.
6
 
 
 
 
 
 
4
8
.
9
 
 
 
5
0
.
8
 
 
 
 
 
8
.
9
 
 
 
9
.
4
 
 
 
 
 
1
8
.
2
 
 
 
1
8
.
6
 

1
6
0
 
1
5
8
-
1
6
1
 
南
ア
フ
リ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
9
.
8
 
 
 
 
 
3
8
.
6
 
 
 
3
7
.
7
-
3
9
.
5
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
6
.
4
-
7
.
3
 
 
 
 
 
 
4
1
.
0
 
 
 
3
9
.
9
-
4
2
.
1
 
 
 
 
 
9
.
3
 
 
 
 
8
.
9
-
9
.
8
 
 
 
 
 
 
 
4
7
.
3
 
 
 
4
9
.
7
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
 
1
8
.
4
 
 
 
1
7
.
6
 

1
6
1
 
1
6
0
-
1
6
3
 
チ
ャ
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
9
.
4
 
 
 
 
 
3
8
.
6
 
 
 
3
7
.
2
-
3
9
.
8
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
8
.
6
-
9
.
9
 
 
 
 
 
 
4
0
.
2
 
 
 
3
8
.
8
-
4
1
.
5
 
 
 
 
1
O
.
6
 
 
 
1
0
.
0
-
1
1
.
2
 
 
 
 
 
 
4
7
.
3
 
 
 
5
0
.
1
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
 
1
8
.
4
 
 
 
1
9
.
8
 

1
6
2
 
1
6
0
-
1
6
4
 
ケ
ニ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
9
.
3
 
 
 
 
 
3
9
.
0
 
 
 
3
7
.
9
-
4
0
.
2
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
8
.
6
-
1
3
.
4
 
 
 
 
 
3
9
.
6
 
 
 
3
8
.
4
-
4
1
.
0
 
 
 
 
1
2
.
0
 
 
 
1
1
.
5
-
1
2
.
5
 
 
 
 
 
 
4
7
.
3
 
 
 
4
8
.
1
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
8
.
5
 
 
 
 
 
1
7
.
7
 
 
 
1
7
.
6
 

1
6
3
 
1
6
2
-
1
6
9
 
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
8
.
3
 
 
 
 
 
3
8
.
1
 
 
 
3
6
.
9
-
3
9
.
2
 
 
 
 
8
.
7
 
 
 
 
8
.
1
-
9
.
4
 
 
 
 
 
 
3
8
.
4
 
 
 
3
7
.
1
-
3
9
.
6
 
 
 
 
1
0
.
1
 
 
 
 
9
.
5
-
1
0
.
7
 
 
 
 
 
 
4
6
.
8
 
 
 
4
8
.
2
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
 
1
8
.
5
 
 
 
2
0
.
2
 

1
6
4
 
1
6
2
-
1
7
0
 
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
8
.
1
 
 
 
 
 
3
7
.
8
 
 
 
3
6
.
5
-
3
9
.
0
 
 
 
 
8
.
1
 
 
 
 
7
.
7
-
8
.
6
 
 
 
 
 
 
3
8
.
4
 
 
 
3
6
.
9
-
3
9
.
9
 
 
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
9
.
0
-
1
0
.
0
 
 
 
 
 
 
4
5
.
8
 
 
 
4
6
.
8
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
8
.
4
 
 
 
 
 
1
7
.
5
 
 
 
1
7
.
9
 

1
6
5
 
1
6
3
-
1
7
0
 
ア
ン
ゴ
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
8
.
0
 
 
 
 
 
3
7
.
O
 
 
 
3
5
.
7
-
3
8
.
1
 
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
8
.
3
-
9
.
6
 
 
 
 
 
 
3
8
.
9
 
 
 
3
7
.
7
-
4
0
.
0
 
 
 
 
1
0
.
8
 
 
 
1
0
.
1
-
1
1
.
4
 
 
 
 
 
 
4
6
.
3
 
 
 
4
9
.
1
 
 
 
 
 
9
.
3
 
 
1
0
.
2
 
 
 
 
 
2
0
.
0
 
 
 
2
0
.
7
 

1
6
6
 
1
6
3
-
1
7
0
 
ジ
ブ
チ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
7
.
9
 
 
 
 
 
3
7
.
7
 
 
 
3
6
.
2
-
3
8
.
8
 
 
 
 
6
.
9
 
 
 
 
6
.
4
-
7
.
4
 
 
 
 
 
 
3
8
.
1
 
 
 
3
6
.
6
-
3
9
.
3
 
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
7
.
6
-
8
.
2
 
 
 
 
 
 
 
4
5
.
0
 
 
 
4
5
.
0
 
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
7
.
0
 
 
 
 
 
1
6
.
2
 
 
 
1
5
.
5
 

1
6
7
 
1
6
4
-
1
7
0
 
ギ
ニ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
7
.
8
 
 
 
 
 
3
7
.
0
 
 
 
3
6
.
1
-
3
8
.
0
 
 
 
 
8
.
5
 
 
 
 
7
.
9
-
9
.
2
 
 
 
 
 
 
3
8
.
5
 
 
 
3
7
.
5
-
3
9
.
5
 
 
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
9
.
0
-
1
0
.
3
 
 
 
 
 
 
4
6
.
2
 
 
 
4
8
.
9
 
 
 
 
 
9
.
2
 
 
1
0
.
4
 
 
 
 
 
1
9
.
9
 
 
 
2
1
.
2
 

1
6
8
 
1
6
3
-
1
7
3
 
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
7
.
7
 
 
 
 
 
3
6
.
7
 
 
 
3
4
.
9
-
3
8
.
5
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
7
.
0
-
8
.
8
 
 
 
 
 
 
3
8
.
7
 
 
 
3
6
.
9
-
4
0
.
5
 
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
7
.
2
-
8
.
7
 
 
 
 
 
 
 
4
5
.
3
 
 
 
4
7
.
2
 
 
 
 
 
8
.
5
 
 
 
8
.
4
 
 
 
 
 
1
8
.
9
 
 
 
1
7
.
9
 

1
6
9
 
1
6
4
-
1
7
1
 
エ
リ
ト
リ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
7
.
7
 
 
 
 
 
3
8
.
5
 
 
 
3
7
.
6
-
3
9
.
5
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
 
7
.
6
-
8
.
7
 
 
 
 
 
 
3
6
.
9
 
 
 
3
5
.
9
-
3
7
.
9
 
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
7
.
4
-
8
.
4
 
 
 
 
 
 
 
4
6
.
6
 
 
 
4
6
.
5
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
 
1
7
.
5
 
 
 
2
0
.
6
 

1
7
0
 
1
6
6
-
1
7
4
 
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
7
.
2
 
 
 
 
 
3
6
.
8
 
 
 
3
5
.
6
-
3
7
.
9
 
 
 
 
9
.
1
 
 
 
 
8
.
5
-
1
3
.
4
 
 
 
 
 
3
7
.
5
 
 
 
3
6
.
4
-
3
8
.
6
 
 
 
 
1
0
.
0
 
 
 
 
9
.
4
-
1
0
.
6
 
 
 
 
 
 
4
5
.
0
 
 
 
4
7
.
0
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
 
1
8
.
1
 
 
 
2
0
.
2
 

1
7
1
 
1
6
7
-
1
7
5
 
レ
ソ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
6
.
9
 
 
 
 
 
3
6
.
6
 
 
 
3
5
.
3
-
3
8
.
0
 
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
9
.
3
-
1
0
.
4
 
 
 
 
 
3
7
.
2
 
 
 
3
5
.
7
-
3
8
.
7
 
 
 
 
1
1
.
3
 
 
 
1
0
.
8
-
1
1
.
9
 
 
 
 
 
 
4
4
.
1
 
 
 
4
5
.
1
 
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
8
.
0
 
 
 
 
 
1
7
.
0
 
 
 
1
7
.
7
 

1
7
2
 
1
6
9
-
1
7
6
 
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
6
.
6
 
 
 
 
 
3
6
.
5
 
 
 
3
5
.
5
-
3
7
.
4
 
 
 
 
6
.
7
 
 
 
 
6
.
1
-
7
.
2
 
 
 
 
 
 
3
6
.
8
 
 
 
3
5
.
7
-
3
7
.
7
 
 
 
 
 
6
.
6
 
 
 
 
6
.
0
-
7
.
2
 
 
 
 
 
 
 
4
5
.
0
 
 
 
4
7
.
7
 
 
 
 
 
8
.
5
 
 
1
0
.
9
 
 
 
 
 
1
9
.
0
 
 
 
2
2
.
9
 

-88 

1
7
3
 
1
6
9
-
1
7
8
 
ソ
マ
リ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
6
.
4
 
 
 
 
 
3
5
.
9
 
 
 
3
4
.
4
-
3
7
.
2
 
 
 
 
6
.
1
 
 
 
 
5
.
6
-
6
.
5
 
 
 
 
 
 
3
6
.
9
 
 
 
3
5
.
3
-
3
8
.
1
 
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
 
7
.
2
-
7
.
9
 
 
 
 
 
 
 
4
4
.
0
 
 
 
4
4
.
7
 
 
 
 
 
8
.
2
 
 
 
7
.
8
 
 
 
 
 
1
8
.
6
 
 
 
1
7
.
4
 

1
7
4
 
1
7
1
-
1
7
7
 
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
 
 
 
 
 
 
 
3
6
.
3
 
 
 
 
 
3
6
.
4
 
 
 
3
5
.
5
-
3
7
.
3
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
6
.
8
-
7
.
9
 
 
 
 
 
 
3
6
.
2
 
 
 
3
5
.
4
-
3
7
.
3
 
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
 
7
.
3
-
8
.
4
 
 
 
 
 
 
 
4
5
.
1
 
 
 
4
6
.
5
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
1
0
.
3
 
 
 
 
 
1
9
.
3
 
 
 
2
2
.
1
 

1
7
5
 
1
7
2
-
1
7
8
 
中
央
ア
フ
リ
カ
 
 
 
 
 
 
 
3
6
.
O
 
 
 
 
 
3
5
.
6
 
 
 
3
4
.
6
-
3
6
.
7
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
8
.
3
-
9
.
3
 
 
 
 
 
 
3
6
.
5
 
 
 
3
5
.
3
-
3
7
.
7
 
 
 
 
1
0
.
6
 
 
 
1
0
.
1
-
1
1
.
1
 
 
 
 
 
 
4
3
.
3
 
 
 
4
4
.
9
 
 
 
 
 
7
.
7
 
 
 
8
.
4
 
 
 
 
 
1
7
.
7
 
 
 
1
8
.
7
 

1
7
6
 
1
7
2
-
1
7
8
 
タ
ン
ザ
ニ
ア
 
 
 
 
 
 
 
3
6
.
0
 
 
 
 
 
3
5
.
9
 
 
 
3
5
.
1
-
3
6
.
8
 
 
 
 
7
.
8
 
 
 
 
7
.
2
-
8
.
4
 
 
 
 
 
 
3
6
.
1
 
 
 
3
5
.
2
-
3
7
.
1
 
 
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
8
.
7
-
9
.
8
 
 
 
 
 
 
 
4
4
.
4
 
 
 
4
5
.
6
 
 
 
 
 
8
.
5
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
 
1
9
.
1
 
 
 
2
0
.
8
 

1
7
7
 
1
7
2
-
1
8
0
 
ナ
ミ
ビ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
5
.
6
 
 
 
 
 
3
5
.
8
 
 
 
3
4
.
3
-
3
7
.
4
 
 
 
 
9
.
8
 
 
 
 
9
.
3
-
1
0
.
4
 
 
 
 
 
3
5
.
4
 
 
 
3
3
.
8
-
3
7
.
4
 
 
 
 
1
2
.
1
 
 
 
1
1
.
5
-
1
2
.
6
 
 
 
 
 
 
4
3
.
3
 
 
 
4
3
.
0
 
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
7
.
6
 
 
 
 
 
1
7
.
4
 
 
 
1
7
.
7
 

1
7
8
 
1
7
3
-
1
7
9
 
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
5
.
5
 
 
 
 
 
3
5
.
3
 
 
 
3
4
.
1
-
3
6
.
6
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
 
7
.
3
-
8
.
5
 
 
 
 
 
 
3
5
.
7
 
 
 
3
4
.
4
-
3
7
.
0
 
 
 
 
 
9
.
1
 
 
 
 
8
.
5
-
9
.
8
 
 
 
 
 
 
 
4
4
.
1
 
 
 
4
5
.
7
 
 
 
 
 
8
.
8
 
 
1
0
.
0
 
 
 
 
 
1
9
.
9
 
 
 
2
1
.
9
 

1
7
9
 
1
7
6
-
1
8
2
 
ブ
ル
ン
ジ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
4
.
6
 
 
 
 
 
3
4
.
6
 
 
 
3
3
.
0
-
3
6
.
2
 
 
 
 
7
.
6
 
 
 
 
6
.
9
-
8
.
3
 
 
 
 
 
 
3
4
.
6
 
 
 
3
2
.
8
-
3
6
.
3
 
 
 
 
 
9
.
4
 
 
 
 
8
.
8
-
1
0
.
0
 
 
 
 
 
 
4
3
.
2
 
 
 
4
3
.
8
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
9
.
2
 
 
 
 
 
1
9
.
9
 
 
 
2
1
.
1
 

1
8
0
 
1
7
8
-
1
8
3
 
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
4
.
4
 
 
 
 
 
3
3
.
7
 
 
 
3
2
.
3
-
3
5
.
3
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
7
.
7
-
8
.
9
 
 
 
 
 
 
3
5
.
1
 
 
 
3
3
.
5
-
3
6
.
9
 
 
 
 
1
0
.
7
 
 
 
1
0
.
1
-
1
1
.
4
 
 
 
 
 
 
4
1
.
8
 
 
 
4
4
.
O
 
 
 
 
 
8
.
1
 
 
 
8
.
9
 
 
 
 
 
1
9
.
3
 
 
 
2
0
.
3
 

1
8
1
 
1
7
9
-
1
8
3
 
リ
ベ
リ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
4
.
0
 
 
 
 
 
3
3
.
8
 
 
 
3
2
.
7
-
3
4
.
9
 
 
 
 
7
.
3
 
 
 
 
6
.
7
-
8
.
0
 
 
 
 
 
 
3
4
.
2
 
 
 
3
3
.
1
-
3
5
.
3
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
7
.
7
-
8
.
9
 
 
 
 
 
 
 
4
2
.
5
 
 
 
4
4
.
9
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
1
0
.
7
 
 
 
 
 
2
0
.
4
 
 
 
2
3
.
8
 

1
8
2
 
1
8
O
-
1
8
5
 
エ
チ
オ
ピ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
3
.
5
 
 
 
 
 
3
3
.
5
 
 
 
3
2
.
5
-
3
4
.
5
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
 
7
.
0
-
8
.
1
 
 
 
 
 
 
3
3
.
5
 
 
 
3
2
.
3
-
3
4
.
7
 
 
 
 
 
8
.
6
 
 
 
 
8
.
0
-
9
.
2
 
 
 
 
 
 
 
4
1
.
4
 
 
 
4
3
.
1
 
 
 
 
 
7
.
9
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
 
1
9
.
1
 
 
 
2
2
.
1
 

1
8
3
 
1
8
1
-
1
8
6
 
マ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
3
.
1
 
 
 
 
 
3
2
.
6
 
 
 
3
1
.
6
-
3
3
.
7
 
 
 
 
7
.
7
 
 
 
 
7
.
1
-
8
.
3
 
 
 
 
 
 
3
3
.
5
 
 
 
3
2
.
5
-
3
4
.
5
 
 
 
 
 
9
.
0
 
 
 
 
8
.
4
-
9
.
7
 
 
 
 
 
 
 
4
1
.
3
 
 
 
4
4
.
0
 
 
 
 
 
8
.
7
 
 
1
0
.
5
 
 
 
 
 
2
1
.
0
 
 
 
2
3
.
8
 

1
8
4
 
1
8
1
-
1
8
7
 
ジ
ン
バ
ブ
エ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
2
.
9
 
 
 
 
 
3
3
.
4
 
 
 
3
2
.
3
-
3
4
.
5
 
 
 
 
8
.
8
 
 
 
 
8
.
3
-
9
.
4
 
 
 
 
 
 
3
2
.
4
 
 
 
3
1
.
3
-
3
3
.
7
 
 
 
 
1
O
.
1
 
 
 
 
9
.
6
-
1
0
.
6
 
 
 
 
 
 
4
0
.
9
 
 
 
4
O
.
0
 
 
 
 
 
7
.
5
 
 
 
7
.
6
 
 
 
 
 
1
8
.
4
 
 
 
1
8
.
9
 

1
8
5
 
1
8
1
-
1
8
7
 
ル
ワ
ン
ダ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
2
.
8
 
 
 
 
 
3
2
.
9
 
 
 
3
1
.
6
-
3
4
.
3
 
 
 
 
6
.
9
 
 
 
 
6
.
2
-
7
.
6
 
 
 
 
 
 
3
2
.
7
 
 
 
3
1
.
3
-
3
4
.
3
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
6
.
9
-
8
.
1
 
 
 
 
 
 
 
4
1
.
2
 
 
 
4
2
.
3
 
 
 
 
 
8
.
4
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
 
2
0
.
3
 
 
 
2
2
.
6
 

1
8
6
 
1
8
3
-
1
8
7
 
ウ
ガ
ン
ダ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
2
.
7
 
 
 
 
 
3
2
.
9
 
 
 
3
2
.
1
-
3
3
.
9
 
 
 
 
6
.
2
 
 
 
 
5
.
6
-
6
.
9
 
 
 
 
 
 
3
2
.
5
 
 
 
3
1
.
6
-
3
3
.
5
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
 
6
.
8
-
8
.
0
 
 
 
 
 
 
 
4
1
.
9
 
 
 
4
2
.
4
 
 
 
 
 
9
.
0
 
 
 
9
.
9
 
 
 
 
 
2
1
.
4
 
 
 
2
3
.
4
 

1
8
7
 
1
8
5
-
1
8
7
 
ボ
ツ
ワ
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
2
.
3
 
 
 
 
 
3
2
.
3
 
 
 
3
1
.
7
-
3
2
.
9
 
 
 
 
6
.
1
 
 
 
 
5
.
6
.
6
.
6
 
 
 
 
 
 
3
2
.
2
 
 
 
3
1
.
6
-
3
3
.
0
 
 
 
 
 
9
.
7
 
 
 
 
9
.
3
-
1
0
.
0
 
 
 
 
 
 
3
9
.
5
 
 
 
3
9
.
3
 
 
 
 
 
7
.
2
 
 
 
7
.
1
 
 
 
 
 
1
8
.
2
 
 
 
1
8
.
0
 

1
8
8
 
1
8
8
-
1
8
9
 
ザ
ン
ビ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
0
.
3
 
 
 
 
 
3
0
.
0
 
 
 
2
8
.
9
-
3
0
.
9
 
 
 
 
7
.
6
 
 
 
 
6
.
9
-
8
.
3
 
 
 
 
 
 
3
0
.
7
 
 
 
2
9
.
5
-
3
1
.
7
 
 
 
 
1
0
.
7
 
 
 
1
0
.
1
-
1
1
.
4
 
 
 
 
 
 
3
8
.
0
 
 
 
3
9
.
0
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
 
2
1
.
1
 
 
 
2
1
.
3
 

1
8
9
 
1
8
8
-
1
9
O
 
マ
ラ
ウ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
9
.
4
 
 
 
 
 
2
9
.
3
 
 
 
2
8
.
3
-
3
0
.
2
 
 
 
 
6
.
8
 
 
 
 
6
.
2
-
7
.
5
 
 
 
 
 
 
2
9
.
4
 
 
 
2
8
.
4
-
3
0
.
4
 
 
 
 
 
8
.
3
 
 
 
 
7
.
7
-
8
.
9
 
 
 
 
 
 
 
3
7
.
3
 
 
 
3
8
.
4
 
 
 
 
 
8
.
0
 
 
 
9
.
0
 
 
 
 
 
2
1
.
3
 
 
 
2
3
.
3
 

1
9
O
 
1
8
9
-
1
9
0
 
ニ
ジ
ェ
ー
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
9
.
1
 
 
 
 
 
2
8
.
1
 
 
 
2
7
.
1
-
2
9
.
0
 
 
 
 
6
.
6
 
 
 
 
5
.
8
-
7
.
4
 
 
 
 
 
 
3
0
.
1
 
 
 
2
9
.
0
-
3
1
.
1
 
 
 
 
 
9
.
6
 
 
 
 
8
.
8
-
1
0
.
6
 
 
 
 
 
 
3
7
.
2
 
 
 
4
0
.
6
 
 
 
 
 
9
.
0
 
 
1
0
.
5
 
 
 
 
 
2
4
.
3
 
 
 
2
5
.
8
 

1
9
1
 
 
 
1
9
1
 
 
 
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
5
.
9
 
 
 
 
 
2
5
.
8
 
 
 
2
4
.
5
-
2
6
.
8
 
 
 
 
6
.
0
 
 
 
 
5
.
4
-
6
.
7
 
 
 
 
 
 
2
6
.
0
 
 
 
2
4
.
8
-
2
7
.
1
 
 
 
 
 
6
.
0
 
 
 
 
5
.
3
-
6
.
7
 
 
 
 
 
 
 
3
3
.
2
 
 
 
3
5
.
4
 
 
 
 
 
7
.
4
 
 
 
9
.
5
 
 
 
 
 
2
2
.
4
 
 
 
2
6
.
7
 

注
:
 
不
確
実
性
区
間
は
、
指
標
 
(
順
位
ま
た
は
D
A
L
E
)
 
の
不
確
実
性
分
布
の
第
1
0
百
分
位
数
と
第
9
0
百
分
位
数
を
表
わ
し
て
い
る
。
 

障
害
に
よ
る
損
失
年
数
D
F
L
は
、
平
均
寿
命
と
D
A
L
E
の
差
、
す
な
わ
ち
L
E
－
D
A
L
E
と
し
て
算
出
し
た
。
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